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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　ブックの日記　　　○月○日




　今日は、何となく今までの日記をパラパラと見返してみました。

　そこには、美と知を兼かね備そなえるエルフの美しきシャイアラ姐ねえさん（こう書いておかないと、万が一姐さんに日記を読まれた時、怒おこられそう）との二人旅の日にち常じようが、実に忌き憚たんなく明めい朗ろう快かい活かつな文章で書きとめられていて、賢者セージとして日々勉学に励はげむ自分を、そして恵めぐまれた自分の文才を再さい確かく認にんできて、非ひ常じように満足しました。

　ただ、エルフである姐さんから様々な知ち識しきを授さずかろうとして旅を始めたはずなのですが……知識メモがまるで見当たらないのが不思議です。




　気付いたことはもうひとつあります。

　それは、ここ一月ほどの日記には、必ず「彼ら」の名前が登場している事実です。

　彼らとはすなわち、

　気楽で貧弱で軟なん派ぱな盗賊シーフのクレスポさん。

　ちゃっかりでがめつくて、なかなか物知りで、頭の回転が速い魔術師ソーサラーのベルカナさん。

　そして、優やさしくて柔にゆう和わで女の人にもてるハーフ・エルフのマーファ神官マロウさん。

　つまり、あの忌いまわしき事じ件けんから早くも一か月が経たったということです。




　ボクと姐さん、そして残りの三人は、たまたま同時にロマール闘とう技ぎ場じようの前を通りかかり、そこにたまたまギルドの面めん倒どうごとを持ち込んだ女が現あらわれて、たまたま彼女をめぐる事件に巻まき込こまれてしまい、あれよあれよという間にロマールの盗賊ギルドに所しよ属ぞくして～～～～～～。

　その強ごう引いんなギルド加か盟めいの経けい緯いには、今でも日記を読み返せば腹はらが立つ！　ばかりですが、時間は巻き戻ることもなく。

　ボクと姐さんは、彼ら三人と致いたし方なく付き合うことに……。

　最初は面倒な人たちだと思っていたものですが、こうして毎日の日記を読み返してみると、意外とその名前の登場回数が多く、本当に彼らは変な人物だと思うばかりです。

　思い出すのは晩ばん御ご飯はんの席でのことばかりですが、相当妙みようなことをしていますよ、この人たち。その奇き行こうをあげるとキリがない。まとめれば、良い読み物として本にできそうです。書名は『変人録』とでも。……悪くないかもしれません。

　そう言えば、姐さんが彼らの名前を口にする回数も増ふえてきているような気がします。

　姐さんは、しばらく彼らと仕事をしてもいいなと思い始めたようで……いつの間にこんなに親しくなっていたんですかね。

　でも、毎日笑いのタネを提てい供きようしてくれるのだと思うと、悪い気はしません。




　とりあえず。今夜もこれから行きつけのアイリちゃんの店で、五人で晩御飯です。

　帰ってきた後だと、酔よった姐さんを運んだ疲つかれでヘトヘトになっているに違ちがいないでしょう。今日は先に日記をつけました。

　それでは、行ってきます。




　そうだ。ドナートさんから借りた本『キノコで作る薬百選』を明日返しにいかないと。

　挿さし絵えが多くて実にいい本でした。トウチュウカソウとやらが気になります。機会があれば採さい集しゆうしたいですね。

　とにかく、要・返へん却きやく！

　明日の自分へ、忘わすれてはいけませんよ。
















マーマン・ロマン










「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ。我われに光を──」

　静かなベルカナの声に不ふ可か視しの力が応こたえた。

　手に握にぎる魔術師の杖メイジスタツフの先が輝かがやき出す。昼間だろうと陽よう光こうが届かない下げ水すい道どうに、光が生まれた。〝明ラかイりト〟の魔ま法ほうが発はつ動どうしたのだ。

「ほら、明かりッス。これでもう怖こわくない」

「は、はい～。良かったです～」

　光が照てらし出したのは、ほっと胸をなでおろしている小こ柄がらな少女。そして、そんな彼女を勇気づけている相あい方かた・盗とう賊ぞくのクレスポだ。

「ありがとうございますー、クレスポさん」

「いやいや、大したことないッスよ～」

　へらへらと笑って、鼻の下をだらしなく伸のばすクレスポ。どうして彼が礼れいを言われているのだろう。

　……〝明ラかイりト〟をかけたのは、わたしですわよ。

　魔ま術じゆつ師しベルカナは、胸きよう中ちゆうで憤ふん然ぜんと呟つぶやいた。

　けれど、お礼を言う方ほうも言われた方も、ベルカナにはまるで頓とん着ちやくせずに先へ進む。それにまた怒いかりながらも、ベルカナは後に続いた。

　すると、怒りに力んでぬかるみに足を取られてしまう。何とか転ころばずにすんだけれども……前の二人は見向きもしない。

　さらに腹が立ってきた。それに拍はく車しやをかけるように、下水の臭においが鼻を刺し激げきする。

「どうしてこんなことに……！」

　ついに声に出してしまう。

　でも、やっぱり二人は振り返らなかった。




　　　　１




　そもそもの始まりは、昨日、晩ばん御ご飯はんを食べている時のことだった。

「知ってるッスか？　最近下した町まちの広場に、面おも白しろい見み世せ物もの小屋が来てるらしいッスよ！」

　クレスポがそんな話題を持ち出した。

　背せい高たかで引き締しまった体なのにどこか貧ひん弱じやくさを感じさせる彼は、癖くせのある赤あか毛げを揺ゆらして得とく意いげに語った。その顔は、十五という歳としよりもずっと幼おさなく無む邪じや気きな笑えみを浮かべている。

「デカイ水すい槽そう運んで、まーまんって生き物を連つれてるらしいッス」

「人魚マーマン？」

　果か実じつ酒しゆを飲むベルカナは首を傾かしげた。周囲の喧けん騒そうのせいで聞き違えたのかと思ったのだ。

　ここはアレクラスト大陸中ちゆう原げん南部の国ロマール。その首都の下町にある、一いつ軒けんの冒ぼう険けん者しやの店に二人はいた。周まわりでは万よろずもめごとを引き受ける荒あらくれ者──冒険者たちが飲み騒さわいでいて、聞き取りにくいことはままあった。

「マーマンと言えば、上半身が人間で下半身は魚の尾の、あの海の妖よう精せい族ぞくですか？」

　ベルカナは問い返す。チョコレート色の髪をリボンで結ゆうその可か憐れんさも、上品な身なりも、十七歳なのに子供のように小柄な体たい軀くも、鉄と酒の匂いが充じゆう満まんする酒場では、とても場違いに感じる。けれど、彼女も駆かけ出しながら冒険者だった。そして、クレスポもまた。

　二人は仕事の依頼を求めて詰つめているわけではなく、ただ酒場の料理を楽しんでいた。少し前まであと三人の食事仲間がいたけれど、今はベルカナとクレスポだけが残っている。

「よく知らないッスけど、とにかくすげースタイルのいいおねーさんらしいんスよ！」

「やっぱりそんな不ふ純じゆんな動どう機きですのね。マーマンは滅めつ多たに見かけることのない珍めずらしい種族。そんなマーマンを街中で見られる、というところに情じよう熱ねつをかけることはできませんの？」

「もちろん、珍しいおねーさんを見られるのは嬉うれしいッス」

　この好こう色しよくな年下の少年には何を言っても無む駄だだ。悟さとったベルカナは、ふぅっと嘆たん息そくした。

「何スか、その冷さめた態たい度どはー」

　クレスポがわざと顔を曇くもらせる。

「慰い安あんッスよ、い・あ・ん。最近は、ギルドに薄はつ給きゆうで働かされてばっかり。その疲つかれを、マーマンのおねーさんで癒いやしてもらうんス」

　ギルドとは、二人が所しよ属ぞくする、このロマールの裏社会を牛ぎゆう耳じる大組そ織しき──盗賊ギルドのことだ。そこは窃せつ盗とうや密みつ輸ゆ、その他の盗賊仕事を統すべていて、ギルドに加入する同どう士しにはそれらの仕事がしやすいよう便べん宜ぎを図はかってくれるのだ。代わりに、ギルド構成員はアガリを払はらう義ぎ務むがある。

　また縄なわ張ばり意い識しきが非常に強く、ギルドに未加入の者がロマール内で窃盗などしようものなら、ギルドの刺し客かくが制せい裁さいを下くだしに地の果はてまでも追ってくる。そんな恐おそろしい組織だ。

　二人は、ひょんなことからそのギルドに加入してしまった。今は上司バーゼルのもと、仕事を任まかされてはこなしているのだけれど……とにかく報ほう酬しゆうが安いのが悲しい。

　だから同じ立場のベルカナも、クレスポが慰安を求める心はわかる。わかるけれど……。

「もっと健けん全ぜんな方法で心休めてください」

　潔けつ癖ぺきなベルカナは一いつ刀とう両りよう断だんするのだった。

「いいじゃないッスかー。珍しいならなおさら。ベルカナも一いつ緒しよに行かないッスか？」

「わ、わたしですか……？」

　ベルカナは言こと葉ばを詰まらせた。

　実は見たことのないマーマンにはとても興きよう味みがある。けれど、クレスポの破は廉れん恥ちな発言を盛せい大だいに否定したので、手のひらを返したように「一緒に行きたい」とは言いにくい。

　返事ができないベルカナは妙みように緊きん張ちようした。前髪の下に、うっすらと汗あせが浮かぶ。

　ここは素す直なおになるべきか。それとも誇ほこりをとって突つき放すか……。

「あ、わかった！　ベルカナは貧ひん乳にゆうだから、スタイル抜ばつ群ぐんのおねーさんの前に行くのが恥はずかしいんスね！」

「違います！」

　ベルカナが叫さけんだ、その時だった。

「あ、あの～」

　二人の前に、一人の少女が現れた。

　歳の頃も背の丈たけも、ベルカナと同じくらいだろうか。クリーム色の髪を二つにまとめ、安物ながらも可愛かわいらしいデザインのワンピースを着ている。野や暮ぼったい水色の瞳ひとみを潤うるませながら、両手を祈いのるように組んで立っていた。

「あら？　何かご用でしょうか？」

　首を傾かしげるベルカナに、少女は二度頷うなずく。

「は、はい。あの、お二人は冒険者さんとお見受けいたしましたけれども……」

「はいはい！　まさに冒険者ッス！　おねーさん、何か困こまったことでも？　せっかくの美しい顔が台だい無なしですよ」

　クレスポが尻尾しつぽを振って歓かん迎げいした。その目が見つめるのは、少女の可憐な容姿。そして、一挙きよ動どうごとに揺れる豊かな胸むね。

　歳も身長も同じくらいなのに三倍……いや、四倍ッスかね？　という少年の呟つぶやきに、ベルカナは青あお筋すじを立てた。

「たしかにわたしたちは冒険者です。この人の不ふ真ま面じ目めな態たい度どはどうかご容よう赦しやください」

「イテテテッ！　ベルカナ、耳って引っ張られると案あん外がい痛いんスよ！　離はなせ～！」

　憤ふん然ぜんと腕を組むベルカナと、赤く腫はれた耳をなでるクレスポ。

　そんな二人を見て、少女はくすっと笑みを零こぼす。緊張していた様子が一気に解とけた。

「あのー、お願いしたいことがあるのですけれど、お話を聞いていただけますか？」

「仕事の依い頼らいですね。請うけられるかどうかは、話を聞いてから判はん断だんさせていただきますが」

「まぁ、まずは話を聞かせて欲しいッス。ささ、どーぞ座すわってください！」

　クレスポに勧すすめられて、少女は席に着く。そして、ララと名乗った。

「えっと、今回お願いしたいのは、変へんな人をやっつけてもらいたいんです……」

　ぼそっと、零こぼすようにララが言う。

「最近、一人で歩いていたら後ろから誰だれかにつけられているような気がするんです……」

「それってストーカーじゃないッスか。妙みようなことをされたりしたんスか？」

「その、直接は。でも、留る守す中に鍵かぎをこじ開けられて、部屋の中の物を持ち出されたりしたことがあって……。母の形かた見みのルビーの指ゆび輪わ〈赤い果実〉を盗ぬすまれた時は、もう……」

　語るララの顔は、次し第だいに青ざめていく。思い出して恐きよう怖ふもまたよみがえったのだろう。

「とてもおつらい思いをされたのですね」

「こんなきれーなおねーさんを苦しめる奴やつは許ゆるせないッス！」

　息いき巻まくクレスポに、ララは「ありがとうございます」と、はかなげな微笑ほほえみを浮かべた。

「変な人をやっつけること。そして〈赤い果実〉を取り返すことをお願いしたいんです」

「〈赤い果実〉とはどんな指輪ですの？」

「名前の通り、さくらんぼみたいな丸くて大きいルビーの付いた指輪です」

　なるほど、っとベルカナは顎あごに手を当てた。

　その横で、クレスポは高らかに宣せん言げんする。

「よし。その仕事、俺おれたちが引き受けた！」

　ベルカナは目を剝むいた。

「ちょっと、クレスポさん。まだ報ほう酬しゆう額がくも聞いていないのに、何を言ってますの？」

「あ、あの、報酬は……その、たくさんは出せませんけれど、ちゃんとお渡わたしします」

「ほら、もらえるならいいじゃないッスか」

　さっきまで薄給で嘆なげいていたのは誰なのか。

　ベルカナは頭を抱かかえた。

「問題はそれだけではありません。相手はララさんの家で空あき巣す泥どろ棒ぼうをしたのですよ？　盗賊ギルドにも話を聞きにいかないと」

「何でッスか？」

「もし犯はん人にんがギルド員で、ちゃんとギルドの許きよ可かを得えてした仕事なら、わたしたちは同じギルド員として邪じや魔ましてはいけませんわ」

「……敵てきがギルド員じゃなかったら？」

「その場合は、ギルドの縄張りを侵おかした敵として、ギルドから追っ手が派は遣けんされますでしょう。わたしたちの仕事ではありません」

「……それじゃあ、どっちにしても俺たちは請けられないじゃないッスかー？」

「どうしても請けたいのであれば、ギルドに伺うかがいを立てるしかありませんわね」

「あんな大組織じゃ、答えが返ってくるのにスゲー時間がかかるッス。待ってられるか」

　口を尖とがらせるクレスポ。すると、その横でおろおろとしていたララが口を挟はさんだ。

「あの、よくは知らないんですけれど、こじ開けられた鍵は傷だらけになってたそうで、プロの仕事じゃないとか、なんとか……」

「ほんとッスか、ララさん？　じゃあ問題ないや。そんな下へ手たな奴やつはギルド員じゃないッスよ。捕つかまえてギルドに差し出しちゃえ」

「それはそうですが、クレスポさ……」

「決めた、俺は仕事を請けるッス！　ララさん、俺一人でも力になりますから」

　ララに向き直り、熱く語るクレスポ。勢いで手を握られるララは、ぽっと頰ほほを赤らめた。

　ベルカナは憮ぶ然ぜんとなる。

　……駆け出しの盗賊少年が、何を偉えらそうに。

　しかもクレスポは類たぐい稀まれなる虚きよ弱じやく体質。貧弱そうに見えるのは気のせいではない。実際、少しでもカビの生えたパンを食べれば腹ふく痛つうで寝込んでしまう程ほどに。だから敵に棍こん棒ぼうで殴なぐられようものなら、すぐに夜空のお星様になれてしまえるだろう……。

　それでもクレスポはこの仕事を請ける気満々だ。ララの可憐な顔に、豊かな胸に、目も心も奪うばわれてしまっている。
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　こんな間ま抜ぬけな彼を手助けすれば、自分も間抜けになるけれど……。これが原因で彼が本当に星になるのは寝ね覚ざめが悪い。それに、ララのことも放ほうっておきたくはなかった。

　……仕し方かたありませんわね。

　ベルカナはそう思うことにした。

「わかりました、わたしも引き受けますわ」

「ベルカナーっ」

「あ、ありがとうございます～！」

　二人の顔がパッと明るくなる。

　クレスポははしゃいで両手を振り回し、そしてララは感かん激げきのあまりに涙なみだを浮かべていた。

「じゃあ、早さつ速そく今から退たい治じしに行くッス！」

「あ、でも、もう夜遅おそいですよぅ……？」

「じゃあ明日！　今晩は家まで送るッス！」

　その言葉にどうも釈しやく然ぜんとしないベルカナ。

　さっきまで、明日はマーマンのおねーさんを見に行こうとはしゃいでいたくせに……

「んじゃ、ベルカナ。また明日！」

　鼻歌混まじりで店を出ようとするクレスポ。

　そんな彼に、ベルカナは言った。

「荷物、忘れていますわよ」

　一瞬後、放り投げられた背せ負おい袋ぶくろがクレスポの顔面にめり込んでいた。




　　　　２




「えーっと、次の角かどは……右に曲がります」

「げっ、右って余よ計けいに臭においがきついッスよ」

「ごめんなさい、もーちょっとですから」

　そうして翌よく日じつの午後、仕事に乗り出した三人は下水道を歩いていた。ララ曰いわく、ここは空き巣泥棒の居い場ば所しよに通じる道なのだそうだ。

「家に帰った時、ちょうどあの泥棒さんが帰ろうとしているところを見たことがあって、勇気出して追っかけたんです。ばれないようにこっそりと。そしたら、この下水道に入っていったんですよー」

　方ほう々ぼうから汚お水すいが流れ込むここは臭いがひどく、息をするのも命がけ。一応通路を歩いているけれど、それでも足場はぬめり、慎しん重ちように歩かないと溝みぞに滑すべり落ちてしまいそうだ。

「本当にこの先に泥棒がいるのですか？」

　光る杖つえを持つベルカナが、顔をしかめた。

　ララは、鼻の頭をつまみながら頷うなずく。

「はいっ。たひかにこっちでふ」

「了りよう解かいッス！」

　そして次の十じゆう字じ路ろも、その次のＴ字路も、ララは迷いなく進んでいく。クレスポはその都つ度ど頷き、ララの数歩前を歩き続けた。

　その様子に、ベルカナは首を傾げた。

「ララさん、本当にここで追つい跡せきしましたの？」

　慎重に歩いても、泥どろは跳はねてぴちゃっと鳴る。

「はいー。怖かったけれど、頑がん張ばりました」

「そうですか。こんな暗くて足場の悪い道でよく追跡できましたわね」

　下水道に陽ひは差ささない。ベルカナの〝明ラかイりト〟がなければ、周囲は闇やみに閉ざされる。

「小さい頃にここで遊んだことがあるので慣れてるんです」

　だから……

　疑われてショックだったらしいララは、蚊かの鳴くような声で言った。

「気にすることないッス、ララさん。ベルカナはその立派な胸に嫉しつ妬としてるだけッスよ」

「違います、それは全まつたく関係ありません！」

　下水道の道を知っているなんて、妙だ。ベルカナはララに不信感を抱いだき始めていた。

　それなのにクレスポは「勇気ある女性じゃないッスかー」と、暢のん気きなことを言っている。

　その言葉に赤くなるララは、うっかり足を滑らせてクレスポにしがみついていた。のしかかる柔やわい感かん触しよくに、少年は大盛もり上がりだ。

「依い頼らい人を信頼できないなんて、ベルカナはなってないッスねー」

「そんなふざけた態度をしていて、敵にやられても知りませんわよ」

　やっぱり心配なんてしなければよかった。

　ベルカナはイライラと胸中で呟いた。

　クレスポは転ばないようララの手を握りながら歩いている。その様子を見ていると、正体不明の不ふ快かいな痛みが胸を襲おそった。

　ついにストレスで体が壊こわれたのでしょうか。

　そう思わずにはいられない……。

「あ、ここです」

　ついに足を止めたララが、天てん井じようを指す。そこには地上に続くらしい出入り口があった。

　ずいぶん歩きましたわね……

　ベルカナは不ふ審しんに思う。とても内気な少女が一人で追跡できるような距きよ離りではなかった。

　けれど、考え込むベルカナをよそに、クレスポはすでに出入り口ヘ続く梯はし子ごを登っていっていた。そして、早くも蓋ふたを開けようと手をかけている。

「あ、待ってください、クレスポさん！」

「善ぜんは急げ！　早速開けるッスよー」

　ベルカナの制止の声もむなしく、クレスポは蓋を押し上げた。
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　地上に出たベルカナは、怒いかりに髪を逆さか立てた。

「何もなかったから良かったものの、罠わなでも仕し掛かけられていたらどうしたのです？　もしかしたら死んでいたかもしれませんわよ⁉」

「何事もなかったからいいじゃないッスか。それより、妙な場所に出たッスねーっと」

　話を紛まぎらわせるクレスポ。ベルカナはまだ怒おこっていたけれど、それでは先に進めない。嘆たん息そく混じりに「そうですね」と相あい槌づちを打った。

　三人は下水道を出て地上に立っていた。そこは少年の言う通り、暗く妙な場所だった。

　足場は土。木で枠わくを組み上げ、上から幾いく重えにも垂たれ幕まくがかけられている。高さは十メートルはあるだろう。見上げると首が痛い。

　周囲には木箱が乱らん雑ざつに置かれていた。しかも、奥おくから黄色い歓かん声せいや拍はく手しゆが聞こえてくる。

　杖に残る〝明ラかイりト〟のおかげで周囲が見えるが、見えるからこそかえって気味が悪い。

「あの、地上に上がるのは初めてなので、あたしもここはどこかわからな……」

「しっ。静かに！」

　人の気け配はいを感じたクレスポが、ララの口を塞ふさいだ。三人は慌あわてて近くの箱の陰かげに隠かくれる。明かりはもれないよう、杖は脇わきに挟はさんだ。

　隠れる三人の前で、垂れ幕の奥から人が現れる。それは、蝶ちようネクタイをつけた男だった。

「……蝶ネクタイ……スか？　あれ？」

　男は雪だるまのような体型だった。小こ柄がらで、顔も腹も丸い。頭のシルクハットを脱ぬぎ、わずかに残る髪を小さな手で撫なでつけている。

「あの人ですっ。間違いありません」

　ララが小声で言った。ベルカナとクレスポは顔を見合わせる。……あれが犯はん人にん？

　どう見ても気弱そうなオヤジにしか見えない……が、依頼人のララがそうだと言うのだ。二人は小男を追うことにする。

「ララさんは下水道で待っていてください」

　そう言って、ベルカナたちは歩き出した。

　小男はまた別の垂れ幕を捲めくり、奥へ歩いていく。クレスポが忍しのび足で追い、大だい丈じよう夫ぶと思ったら背後で待たい機きするベルカナに距きよ離りを詰つめるよう合図する。そうして尾び行こうを続けた。

　幸い他に人はいなかった。代わりに派手な色の玉や空からの檻おりなど妙な物がたくさんあった。

　一体ここはどこでしょう……？

　クレスポの後ろでこっそり〝明ラかイりト〟で照らして見て、ベルカナは首を傾げた。

　しばらく進むと、小男は五メートル程の梯子を短い手足で登り、広いロフトに上がっていった。そしてそこにもある垂れ幕を捲り、奥へ入っていく。

　その垂れ幕まで来た二人は、布の奥へ耳を傾かたむける。すると誰だれかと会話する声が聞こえた。

　振り返るクレスポに、無言で頷くベルカナ。

　クレスポはそっと布を捲って中を覗のぞき──

「いっ⁉」

　目を丸めて、喉のどを引きつらせた。

　ただ事ではないと感じたベルカナもまた覗き込み──そして同じように目を丸くした。

　そこは仕し度たく室のような空間だった。その中で男が話す相手は、白い肌をさらした美女だ。豊かな金きん髪ぱつを結ゆい上げ、豊満な胸には貝かい殼がらを当てただけという、みだらな格かつ好こう。しかも、その下半身は……

「さかなぁ⁉」

　そう、魚の尾だった。

　さまざまな宝石に彩いろどられ、ずいぶんキラキラしているけれど、間違いなく魚の尾だった。

「マーマン⁉」

　ベルカナは昨夜の会話を思い出す。間違いない、あれはまぎれもなくマーマンだ。

　ただ、水中ではなく、地上で鏡きよう台だいの前に座っているのが不ふ可か解かいだけれども……。

「しかも、俺好ごのみ！」

　たしかにみだらな格好をしているあたりがクレスポの好みに合っている……が、そんなことを考えている暇ひまはない。二人の驚きの声に、小男がこちらに気付いたのだ。

「何だね、チミたちはっ⁉」

　しまった！　と思ってももう遅おそい。二人は腹をくくり、思い切って垂れ幕を捲り上げる。

「大人おとなしくしなさい、空き巣泥棒！」

「さぁ、〈赤い果実〉を返すッスー！」

　その言葉に、男たちは顔をサッと青くした。

「まさか、チミたちはギルドの者かね⁉」

「団長、逃げて！」

　驚く蝶ネクタイ男を奥に押しやるマーマン。しかし、それをベルカナは許ゆるさない。

「万物の根源たるマナよ、かのものに刹せつ那なの眠ねむりを与あたえたまえ！」

　ベルカナが放つ〝眠りの雲スリープ・クラウド〟の呪じゆ文もん。その魔力に呼び出された淡あわいモヤに巻かれた者は、強制的に浅い眠りに落とされてしまう──はず。が、小男たちは眠らなかった。術に抵てい抗こうしたのだ。

　小男はさらに奥の布を捲って逃げ、マーマンはバッと立ち上がる。

「闇やみの精せい霊れいよ……」

　そして唱となえ始めたのは精霊語サイレント・スピリツト。自然物に宿やどる精霊の力──それも、闇の精霊の力を借り、人の気力を失わせる恐ろしい精霊魔法の呪文だ。

「いけません！」

　ベルカナとクレスポが身み構がまえるその前で、マーマンは右手を振り上げる！

「暗き壁かべを作りて、喪そう失しつのぉ、おおお⁉」

　けれど、悲しいかなマーマンの足は魚の尾だった。一本足ではうまく立てるものではない。マーマンは呪文の途と中ちゆうで転てん倒とうしてしまう。

「きゃああぁんっ」

　ベタンと顔面から突つっ伏ぷすマーマン。精霊への呼びかけはできず、失敗に終わった。

「……えーっと、今の状じよう況きようがうまくのみ込めてないのは……俺だけッスか？」

「いえ、わたしもです。でも、今マーマンが精霊魔法を使おうとしたのはわかりました。倒れている今の間がチャンスです！」

　クレスポが腰こしの得え物ものを素早く抜いた。彼が使うのは鞭ウイツプ。それは蛇へびのようにしなり、過あやまたず獲え物ものに絡からみついた。

　パシンと軽い音がして、マーマンは鞭に締しめ上げられる。

「おねーさん、生け捕どったりー！」

「きゃーんっ」

　マーマンは身をよじるが、鞭からは逃れられず、無ぶ様ざまに魚の尾を動かすだけだ。

「ここは、昨日話していた見世物小屋のテントのようですわね。それならこの垂れ幕もマーマンも、蝶ネクタイも、説明がつきます」

　ベルカナがやっと落ち着いた頭でそう判断した。クレスポは「なるほど」と呟く。けれど、その目は捕らえたマーマンの肢し体たいに向けられたままだったりする。

「あ、尾ひれが破やぶれてるッス」

　マーマンの尾を見て気付く。飾りの宝石は縫ぬい付けられたガラス玉で、並ぶ鱗うろこは精せい巧こうな造つくり物だった。その証しよう拠こに、もがいていると所々がほころび、糸が飛び出してくる。

「精霊魔法には、水中で自じ在ざいに動けるようになる魔法があると聞いたことがあります。しかも、呼吸までできるようになるのだとか」

「じゃあ見世物小屋のマーマンは、その魔法のかかった人間？　なんだ、偽にせ物ものなんスか」

　残念そうに呟くクレスポ。でも、その目は存分にマーマンを堪たん能のうしているようだった。

「とにかく、泥棒──団長らしい蝶ネクタイの男を追いかけます！」

　嬉き々きとして偽マーマンを縛しばるクレスポを置いて、ベルカナは蝶ネクタイの小男を追う。

　奥には地面に置かれた、車輪付きの巨大な水すい槽そうがあった。たっぷり水の入ったそれは、ロフトと同じ程の高さ──五メートルはある。マーマン・ショーのための物だろう。

「何て大きな水槽……すごい」

　現在のガラス技術ではとても作れない大きさだ。おそらくは、古代王国の遺い産さんだろう。

　古き魔法技術の賜たま物ものについ見み惚ほれてしまうけれど、こうしてはいられない。小男はその横の梯子を登り、さらに上へ行っている。後を追わなければ……。

　梯子の先にはまた一段、小部屋程のロフトがあった。ベルカナも追って登る──が、途と中ちゆう、うっかり下を見てしまい、肝きもを冷やす。一段目のロフトからさらに三メートルは登ってきた。地上からの高さを考えると目が眩くらむ。
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　それでも自分を奮ふるい立たせて登りきる。そこでは蝶ネクタイの男が小さく丸くなって震ふるえていた。その手が握っているのは……

「〈赤い果実〉！　それを渡わたしなさい！」

「い、イヤじゃいっ。渡さぬ渡さぬぅ！」

　幼おさな子ごのように首を振る小男。ベルカナは、その相手に迫せまる。

　八メートルの高さにあるロフトは、歩く度たびに軋きしんだ。手すりはない。恐きよう怖ふが胸を襲おそう。

「さあ！」

　自分にも活かつを入れるようにベルカナが叫さけんだ、その瞬しゆん間かん。

　小男は振り返り、右腕を横に薙ないだ。

「っ⁉」

　男の払った細剣レイピアが、ベルカナのスカートと共に左腿ももを裂さいた。それは恐おそるべきスピードで、全く予想していなかった反撃。ベルカナは驚き、そして痛みに膝ひざをついてしまう。

　逆に小男は反撃が成功したことで余裕を取り戻したらしい。厚い唇くちびるを汚きたない笑みに歪ゆがめる。

「なんじゃ。駆け出しかね、驚かせよって」

　小男は立ち、さらに細剣レイピアを振るう。今度は自じ慢まんの髪が、一ひと房ふさ犠ぎ牲せいになってしまった。

　避よけようにも速くて避けられない。相手は思った以上に手だれらしい。……今までの行動からはまるで予想できなかったけれど……。

　冷たい汗が流れた。嫌いやな結末が頭を過よぎる。

「ベルカナ！」

　そこにクレスポが追いついた。ベルカナを支え立たせる様さまを見て、小男はニタニタ笑う。

「走って損そんした。もうチミたち、怖くない」

　小男がそう言った一瞬後、ベルカナたちは何かに足を捕とらわれた。

「わっ！」

　それは、頑がん丈じような紐ひもの両端に重石おもしをつけた投擲武器ボーラだった。獲え物ものの足を絡からめとり、逃げられなくするものだ。

　今まさにその獲物にされたベルカナとクレスポ。それぞれ片足ずつを一本のボーラに捕らわれ、もつれて転んでしまう。

「ひどい目に遭あわせてくれたわね」

　背後からボーラを投げたのは偽マーマンの女。どうやら縄なわ抜ぬけし、魚の尾を脱ぬいで追ってきたらしい。貝殼とパンティーだけというあられもない姿で梯子を登ってきたようだ。

「縄抜けなんて楽らく勝しようよ。もう逃がさないわ」

　笑いながらにじり寄ってくる男と女。対するベルカナたちは、額ひたいに汗を浮かべた。

　絶ぜつ望ぼうして、二人が目を閉とじた──その時。

　全くの予想外な方向から、短刀ダガーが飛ひ来らいした。
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「のあぁぁっ！」

　その鋭するどい閃ひらめきは、男の肩かたに突き刺ささった。

　拍ひよう子しに指輪が手から零れる。ルビーの輝きはコロコロ転がるも、奇き跡せき的てきにロフトの端はしで留とまった。

「ベルカナさーんっ、指輪を確かく保ほして～！」

　柔やわらかい声と共に躍おどり出たのは、クリーム色の髪の女の子。ララだ。

　誰もが目を疑った。彼女が現れた方向に梯子はない。細い柱を登ってきたというのか？

　あっけにとられる一同をよそに、ララはスカートを翻ひるがえらせ、大きな胸をぽよんと揺らし、目にも留まらぬ速さで小男に迫る。

「えーいっ！」

　そして右手を払った。そこにあるのは逆さか手てに握られた銀の短刀ダガーだ。

「あひゃぁ～！」

　男の腕から赤が散る。ララが繰くり出す刃の餌え食じきになったのだ。

　ララは、ベルカナたちより強い敵を、さらに上回る強さでいなしていた。

「おのれっ！」

　突とつ如じよ現れた強敵に、偽マーマン女が構える。ララに向かって精霊魔法を使う気だ。

　その横でベルカナとクレスポは、もつれた互たがいの体を引き剝はがすのに必死だ。

「上に乗らないでくださいクレスポさん！」

「わかってるッスけど、足が！　イテテ」

　無む理り矢や理りクレスポを突き放したベルカナは、自由にならない左足と、そこに繫つながるクレスポを引きずり、匍ほ匐ふく前進で指輪のもとへ急ぐ。

　急なことで今の状況はよくわからない。けれど、依頼者が指輪を取れと言う。それならば、何としてでも確保しなければ。

　ベルカナは使命感に、杖を握らぬ右手を伸ばした。でも、あとちょっとが届かない。

　もう少し……！　と、呟いた、その時。

　クレスポがドンとベルカナの背を押した。

　その拍子でロフトが揺れた。指輪が跳はねる。

　熟うれたさくらんぼのように丸く紅あかいルビーが、キラリと光って宙に浮く──。

　ベルカナは、逃のがさず宙で摑つかみ取った。

「やりましたわ！」

「うわっ！」

　歓かん声せいと同時に、クレスポが悲鳴を発した。

　振り返れば、クレスポの腕が浅く斬きられている。斬ったのは、あの小男だ。

「返せぇ、〈赤い果実〉うぅ～」

　ララに深ふか手でを負おわされながらも、男は立っていた。ララは今、女と戦っているらしい。ララから逃のがれた男は指輪を取り返しに来たのだ。

「返せぇ！」

　男の細剣レイピアが閃ひらめく。真まっ直すぐ突き出されたそれは、ベルカナの喉のどを狙ねらっていた。

「危ない！」

　クレスポがまた、ベルカナを突き飛ばした。代わりに彼の腕に赤い線が引かれる。

　ベルカナは傷ついたクレスポに顔を歪ゆがめ──そしてその一瞬後、恐怖に青く染そめた。

「きゃああっ！」

　ベルカナには着地点がなかった。手すりのないロフトから投げ出され、宙に舞まったのだ。

　ここが八メートルの高さだと思い出し、ベルカナは背筋を凍こおらせた。幸い、ロフトの上のクレスポとボーラで繫がっていたので落下は免まぬがれた……が、それは一瞬だけだった。

　傷ついたクレスポが、ベルカナの分まで踏ふん張ることはできなかったのだ。

「わああぁぁっ‼」

　二人は今度こそ、宙に放り出された。




　ザバーン‼




　二人を受け止めたのは硬かたい土ではなく、水だった。あの、巨大な水槽に落ちたのだ。

　けれど、たとえ水面であろうと叩たたきつけられた痛みは相当のもの。背中をしたたかに打ったベルカナは、水中で悲鳴をあげた。

　こぽこぽこぽ……

　悲鳴は声にならず、泡あわとなって昇のぼっていく。

　ベルカナは痛みに霞かすむ目をなんとか開く。目前にはクレスポがいた。その向こうには水面が見える。

　何だか周りが妙に明るい。振り返り、その正体を知る。水槽の下には一緒に落ちた杖があった。そこに残る〝明ラかイりト〟の魔法が、水槽内を照らしているのだ。

　指輪は……？

　奇跡的に、まだ右手の中にあった。ベルカナはそれを失なくさないよう、指にはめた。

　それにしても息苦しい。クレスポもだいぶつらそうだ。波に揺れる赤毛の向こうにある顔が、じょじょに歪んできている。

　彼は必死にベルカナの腕を摑み、上に引っ張っていた。上下の位置を反転させ、ベルカナを上にすると、水面へ上がれと背中を押す。

　クレスポさん……

　彼の意を汲くみ取ったベルカナは、水面を目指して手を伸ばした。足をばたつかせようとして、左足がクレスポの右足と繫がっていることを思い出す。しかも、繫げるボーラの重石が、二人を沈めようと底へ引っ張っている。

　それでも何とか水から手は出せた。水槽の縁ふちを摑みたいけれど、滑ってうまくいかない。

　ゴボゴボッ

　クレスポのもらした空気がベルカナを追い抜いていった。水に赤色が混じってきている。傷口から流れる血のせいだ。

　まずい。クレスポの状態はかなり危険だ。

　ありったけの力で手を伸ばし、爪つめを立てて縁を摑む。そしてやっと、水から顔を出せた。

「ぷはぁっ！」

　しかしそれも束つかの間。ボーラの絡まる左足の重みが増し、再び水中に引きずり込まれる。

　ザブンという音と共に戻った水の中。そこでは意い識しきを失くしたクレスポが、漂ただよっていた。

　顔を紙のように白く染め、目を閉じたままピクリとも動かないクレスポ。彼の半開きの口から、連つらなる泡が逃げていく。

　いけない、このままじゃ！

　ベルカナは肝きもを冷やした。クレスポはとにかく体が弱い。長く息を止め、冷たい水の中にいて、体力を奪うばわれないはずがなかった。

　と、その時、周囲が途と端たんに暗くなる。何か巨大な布が水槽の上にかけられたらしい。

　世界には〝明ラかイりト〟に照らされる二人しかいなくなったような気がした。

　つまり、クレスポさんを助けられるのはわたしだけ……！

　さっきまでのクレスポの姿が脳のう裏りを過よぎる。

　彼は自分を助けようとしてくれた。

　いつも貧ひん乳にゆうだとバカにする憎にくたらしい子供だけど。それでも仲間だ。共に仕事をする唯ゆい一いつ無む二にの存在──

　そんな彼を殺してはいけない。死んで欲しくない！

　ベルカナは必死にもがいた。力いっぱい水をかいて、何とか水中から口を出す。そこで精せい一いつ杯ぱい空気を吸い込むと、また水中へ戻った。そこではクレスポが待っている。

　彼に空気を送ろうと近づくけれど、その時突然、水が大きく波打ち出した。

　まるで水槽自体が動いているようだ。これでは体が傾かしいでうまくいかない。

　ベルカナはクレスポと繫がる左足を引き、彼の体を寄せた。そして彼の足に自分の右足を絡ませて、逃げないように固定する。最後に背を曲げて、両手で彼の頰を摑んだ。

　波打つ赤と、チョコレート色の髪が交まじわる。

　生きて、クレスポさん……！

　ベルカナが唇くちびるを寄せた。そして、そのままクレスポの唇を塞ふさごうとする。

　二人が触れ合う、まさにその瞬間──

　の、一瞬前。

　水槽に光が差し込んだ。




　　　　５




　バッと布が取り去られた。

　布を取り去ったのは派は手でな化け粧しようのピエロだった。こちらを見て目を点にして驚いている。
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　驚いたのはベルカナも同じだ。とっさにクレスポを引き剝はがす。

　それは正解だった。何な故ぜなら自分たちを見ていたのはピエロだけではなかったから。

　すり鉢ばち状じようの客席に座る、すべての人が二人を見ていた。そう、ここは見世物小屋の巨大テントの中なのだ。そこにマーマンを見に訪れた百を超こえるだろう大勢のロマール市民が、ベルカナたちを啞あ然ぜんとなって見つめていた。

　マーマンが出てくるはずだったのが、ドラムロールの果てに現れたのは、抱き合う少年少女だったのだ。

「っ⁉」

　驚きのあまり、こらえていた空気を一気に吐はき出してしまうベルカナ。途と端たんに体の中へ水が流れ込み、今まで以上の苦しみが襲い掛かる。

　もがくベルカナと沈んだクレスポに、驚いたピエロが慌あわてて助けを呼びに行く。また、客席の人も数名、救助に舞台に登ってきた。

　ベルカナは引っ張り上げられながら、状況を頭の中で整理する。

　どうやらこの水槽は、中身が違うことを知られないまま舞台に引き出されたらしい。そして、お披ひ露ろ目めになったというわけだ。

　おかげでいい見世物になってしまった。

　恥ち辱じよくに顔が熱くなる。こんな恥はずかしいこと初めてだ！

　地面に降ろされると、拳こぶしを叩たたきつけた。

「だ、大丈夫ですかー⁉」

　次々に現れる見世物小屋のピエロたちが、二人の看かん病びように群むらがる。ベルカナは背をさすられ、完全に白しろ目めを剝むいているクレスポは、腹を押されて噴ふん水すいのように水を吐はいていた。

　と、その時。背をさすってくれていた小柄なピエロが顔を覗き込んできた。

「大丈夫ですかぁ、ベルカナさん？」

　名を呼ばれてギョッとする。ピエロは派手な帽子の下の、水色の目を意い地じ悪わるく光らせた。

　水色の瞳ひとみ……？　まさか……⁉

　ハッとなった瞬間、ピエロがベルカナの指にある〈赤い果実〉を抜き取った。それは目にも留まらぬ速さ。取られたベルカナも一瞬わからなかった。

「あ、あなたは……⁉」

　しかし、その後は続けられなかった。ベルカナの体が、別の大きなピエロに抱えられて舞台袖そでへ運ばれたからだ。

　そして、息を吹き返したものの、まだ意識のないクレスポと一緒に投げ出される。ぐっしょり濡ぬれた体が、むき出しの土に汚れた。

「い、いたたっ……」

「うふ。面おも白しろいもの見せてもらっちゃった」

　可愛かわいらしい声に、ベルカナが振り返る。そこに立っていたのはさっきの水色の瞳の小柄なピエロだ。不思議と、他に人はいない。

「あ、あなたは誰ですの⁉」

「さぁ、誰でしょう？」

　おどけるピエロ。肩をすくめ、そして派手な帽子を脱いだ。そこから現れたのは、クリーム色の柔らかな髪。意地悪く笑う彼女は、間違いない。依頼人の……

「ら、ララ⁉」

「その通り。お疲つかれ様、ベルカナちゃん」

　にっこりと笑うララ。その顔に内気そうな雰ふん囲い気きはまるでない。

「あなた、何者ですの⁉」

「そ、そうだそうだ！　その胸は何スか⁉」

　背後から的まと外はずれな援えん護ご射しや撃げきがとんだ。振り返ると、いつの間にか目を覚ましたクレスポが立っていた。

　そして、今度はララの胸に目をやる。

　そこには立派な巨きよ乳にゆうが……縦たてに並んでいた。

「あっ、いけない。あたしとしたことが、慌あわてて変へん装そうしたから胸の位置間違えちゃった」

　ペロリと舌したを出すララ。彼女は道どう化けの衣い装しようをぐっと摑むと、一気に引き剝がした。

　宙に舞うド派手なニッカボッカ。クリーム色の鬘かつら。そして、巨乳だったはずの水袋。

　その向こうに立っていたのは、動きやすそうな短いシャツとズボン姿の、盗賊少女だ。

「もとがこれだから、せめて変装する時くらいは立りつ派ぱなのがいいよねー。そう思わない？　ベルカナちゃん」

　黒いショートヘアーになったララが、自分の小さな胸をピタピタ叩いてニっと笑う。眠たげだった瞳は印象的な釣つり目になっていた。一瞬前までの少女とは、全く雰囲気が違う。

「はじめまして、新入りさんたち。あたしはララ。盗賊ギルド幹かん部ぶバーゼルさま直属の部下、ララよ」

　少女がにっこり笑って名乗った。

　ベルカナとクレスポは目を丸くする。

「ギルド員……ですって？　バーゼルの？」

「そ。今回はあたしの任にん務むを手伝ってくれてありがとっ」

「任務……ッスか？」

　啞あ然ぜんとなるベルカナに並び、クレスポが首を傾げた。

「うん。今回言い付かった任務は二つ。一つは旅芸人に扮ふんした密輸団から、〈赤い果実〉を取り戻すこと」

　指輪は、実は盗賊ギルドと取引のある商人の家から盗まれたものだったと話すララ。そしてその強盗実行部隊は別のギルド員たちが今頃押さえている手はずだと言う。あとは運び屋の見世物小屋の小男たちから盗難品を取り返すだけだった。

「で、もう一つは新人の実力調査」

　そう言う彼女が指すのは、ベルカナだった。

「あなたたちのことよ」

　そしてニッと笑う。

「今度入ってきた新人の戦闘技術はイマイチって聞いたから。今後のためにどれだけ使えるかを調査しろって言われたの」

　楽しそうなララに、ベルカナは屈くつ辱じよくに頰を染めた。怒りのあまり、視し界かいが赤くなる。

「騙だましたのですね、盗賊ララ！」

「大丈夫、それなりに使えるって報告してあげるからさ」

「そうじゃなくて、胸を偽いつわるとは何事ッスか！　男のロマンをよくもー‼」

「クレスポさん、責せめるべき点は、そこではありませんー！」

　叫ぶベルカナたちに、腹を抱かかえて笑うララ。

「ばかにして！」

　ベルカナは怒りをぶつけようと足を踏み出した……が、それより早く、ララがボーラを放った。それは見事にベルカナとクレスポの足を捕らえ、二人をもつれさせ転倒させる。

「何をしますの！」

「だって、ボーラは大好きでしょ！　戦闘中にうっかり水槽に布をかける紐ひもを引っ張っちゃって、悪いことしたなーって思ってたけど、ずいぶん仲良くしてたじゃないの」

「お黙だまりなさい！」

　もがく二人にララは呵か呵か大たい笑しよう。そこに、大きなピエロが現れた。

「あ、人払ばらいご苦労様。ありがとうね」

　彼が引きずるのは、縄なわで縛しばられた小男と偽マーマンの女。どうやら彼も仲間らしい。

「じゃ、ご協力ありがとうございました♪」

　にこやかに手を振り、去っていくララ。追いかけようにも立ち上がれないベルカナたち。

「お待ちなさい！」

　叫びも虚むなしく、ララはピエロと共に出て行ってしまうのだった。

「ベルカナ、そんな貧乳、押し付けられても嬉しくないッス。どいてくれ～」

「うるさいですわね！」

「それにしても、仲良くしてたって何のことッスかねー？」

　目をぱちくりと瞬またたかせるクレスポ──の顔に、ベルカナの拳がめり込んだ。

　それは風を超こえるスピードだった。

　ベルカナは、もはや耳まで真まっ赤かだった。

「覚えてらっしゃい、盗賊ララ‼」

　彼女の絶ぜつ叫きようが、見世物小屋にこだまする。

　もうじき日が暮くれようとしていた。







　　　　　ブックの日記　　　○月×日




　今日は古代語魔ま術じゆつ研究書『人が空を飛ぶまで』を読んでしまおうと思っていたのに、読みきれませんでした。

　何な故ぜなら、シャイアラ姐ねえさんが「大だい道どう芸げいを見に行きたい！」と、わがままを言い出したからです。数日前から下町の広場に見み世せ物もの小屋が来ていたのは知っていましたが、きっと姐さんが行きたがると思って言わなかったのに……。結局見つかって、楽しみな読書の時間を取られてしまいました。

　全く、どこで聞きつけたんでしょう？　姐さんの地じ獄ごく耳みみには時々驚おどろかされます。




　そんなわけで、見世物小屋に行ってみました。広場に入る前に聞いたのですが、なんとこの一団だんはマーマンを連れていると言うではないですか。

　マーマンと言えば、半人半魚の妖よう精せい。ボクもマーマンに関して書かれた本をまだ読んだことがないので詳くわしくは知りませんが、とにかく珍めずらしい機会には違いありません。

　だからマーマンの登場を今か今かと楽しみに待っていたのに……大きな水すい槽そうの中にはクレスポさんとベルカナさんがいました。

　あの肩かた透すかしと言ったら、開いた本の中身が白紙だったような気分？　とにかく最悪です。隣の姐さんは大喜びでしたけどね。

　でも。ベルカナさんに後から聞けば、マーマンは偽にせ物ものだったらしいです。盗とう賊ぞくギルドに騙だまされて仕事をさせられていたという話ですから、ボクや姐さんに話を振ふられなくて本当にホッとしていますよ。はい。

　まあ。偽物を見るくらいなら、二人の弱みを握にぎった方が得というものです。事実、姐さんはその夜の飲み会で、クレスポさんとベルカナさんを大いにからかって遊んでいました。

　ただ、楽しくなりすぎて飲みすぎていましたけれど……。

　マロウさんの三つ編あみに抱きついて離はなれない姐さんを、ベッドまで運ぶのは大変でした。




　それにしても、最近財さい布ふの中身が軽くなってきたような気がします。

　この姐さんの酒さけ臭くさい寝ね息いきを何かに使いまわせたなら、より有ゆう意い義ぎな出費になると思うのですが。……これも賢者セージとしての研究の腕の見せ所なのでしょうか？




　とりあえず、次はマーマンの生せい態たいについて書かれた本を読むことにしましょうか。
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「わかった。オラはもう冒ぼう険けん者しやをやめるべ」

　独どく特とくな訛なまり口調を耳にしたのは偶ぐう然ぜんだった。

「ん？　この声は……」

　耳みみ慣なれた声だった。

　北きた市し街がい地ちの通りを歩いていたクレスポは、思わず足を止める。そして、側そばの公園で銀ぎん髪ぱつの青年マロウと黒くろ髪かみの少女が見つめあっている現場を発見してしまった。

　いやいやっと頭かぶりを振ふった少女が、潤うるんだ目でマロウを見上げる。

「もう、危き険けんなことはやめて」

　マロウは緊きん張ちようした表情で、ゆっくり頷うなずいた。

「わかった。オレはもう、冒険者をやめる」

　訛りを改あらためて、マロウは続ける。

「この町に、二人で、住もう。そして、たくさんの子こ供どもと、幸せな生活を送るんだ──」

　つっかえながらも一いつ生しよう懸けん命めいに言うマロウ。そんな彼の頰ほほが、ほんのり赤く染そまる──

　少女はそれに感激し、マロウに飛びついた。

「もう、側を離はなれないでね！」

　花咲き乱みだれる春の朝に、少女の喜き声せいが響ひびく。

　それを物もの陰かげから見ていたクレスポは……

「え～っ⁉」

　と、顔を盛せい大だいにしかめるのだった。




　　　　１




「今の話は本当ですの？　あのマロウさんに恋人ができたというのは」

　正面に座すわるクレスポの話を聞いたベルカナは、首を傾かしげた。

　十七歳さいにしては小こ柄がらで、チョコレート色の髪をリボンで結ゆい、上質なワンピースを着る彼女は、年ねん齢れいよりも少し幼おさなく見える。

　それはクレスポも同じで、背せい高たかで締しまった体つきなのにどこか貧ひん弱じやくそうな彼は、まだ幼い顔立ちで、十五という年齢より若く見えた。

　ここはアレクラスト大陸中ちゆう原げん南部にある大国ロマール。その都の下町の、一軒の冒険者の店に二人はいた。周囲では万よろずもめごと引き受け屋の冒険者たちが酒を片手に騒さわいでいる。店の片かた隅すみに座るベルカナたちも駆かけ出しの冒険者で、昼食をとっているところだった。

「そう、あのマロウに、ッス！　もう、何であいつばっかりー！」

　叫さけぶクレスポは、赤毛をバリバリかいた。

　この悔くやしがりぶりを見るに、本当の話らしい。クレスポは常々モテたいと騒ぎ、幸せそうな恋人たちをうらやましそうに見る。だから、今の彼の反応こそ何より話を裏付けた。

「あのマロウさんに恋人ですか……。とても信じられませんわね」

　言いながら、ベルカナはマロウを思い出す。

　話題のマロウとは、人間と森の妖よう精せいエルフの血を引くハーフ・エルフで、ベルカナたちと同じく駆け出しの冒険者だ。

　美と叡えい智ちにあふれるエルフゆずりの美しい銀髪と美顔を持ち、頭は賢かしこく身み軽がる。それでいて非力なエルフと違い、人間の男と変わらぬ体力筋きん力りよくに恵まれ、背も高い。二種族の長所ばかりを兼かね備そなえている、素す晴ばらしい美青年だ。

　しかも性格もいい。誰だれにでも優やさしく、思いやりがあった。いつでも見る者を安心させる優しい笑顔をしている。

　ベルカナは今までに何度か彼と一いつ緒しよに仕事をしたことがあるけれど、つらい時やピンチの時、その笑顔に励はげまされたことがあった。

　そんな素敵な彼だから、当然女性にもモテるわけで、恋人ができてもおかしくはないように思うだろう。でも彼は──

「そう。あんな田舎いなか訛なまりのマロウにッス」

「……たしかにそれはそうですけれど……」

　クレスポの言う通り、マロウは訛りがひどい。最近この都に出てきたばかりだけれど、故郷の方言が直る兆きざしは全くない。美顔とはまるで釣り合わない言葉を話すのだ。

　たしかにそれもモテそうにない要よう因いんではあるけれど──彼にはそれ以上の問題がある。

「わたしは、マロウさんは異い性せいに興きよう味みがなさそうだったので、信じられないのですわ」

　頰を染めて弁当を作ってきた少女に「熱があるのに無む理りしちゃいけねぇ」と言い、散歩に誘さそってきた女性には「買い物の荷運びなら任まかせるだ」と胸を叩たたき、馬車の窓から手招きするマダムには「何か落としたんだべか？」と心配して訊たずねる、あのマロウである。そんな彼に恋人とは、とても信じられなかった。

「マロウも男なんスから、彼女の一人や二人、欲しくなるに決まってるッスよー」

「二人も要いらないでしょう？　マロウさんはそんな人ではありませんわ。心を惹ひかれ合った良い人と健けん全ぜんなお付き合いを始めたに違いありません。マーファの神しん官かんですしね」

　マロウの信しん仰こうする大だい地ち母ぼ神しんマーファは「自然であれ」を教きよう義ぎとする女神。人として自然な生活──むやみな争いのない誠実な愛に溢あふれた生活を送れと説とく。だから、クレスポみたいにがっつくように恋人は作らないはずだ。

　何よりあの優しいマロウだから、女性が嫌いやがることや強引なことはしないはずである。

「誰かさんにも見習ってもらいたいものです。いつも女性の後を追って、恥ずかしい……」

　そう言ってクレスポを横目で見る。

　彼は、不満そうに顔をしかめた。

「でも、マロウだって公園なんて公こう衆しゆうの面めん前ぜんで恋人と抱き合ってたッスよー？」

「えっ⁉」

　クレスポの言葉に目が点になる。

　あのマロウさんが、そんなことを？

　別にやってはいけないことではないけれど、進んでやるべきことではないし、ベルカナとしては、人前でなんて健全とは言いがたかった。

「そ、それは本当ですの？」

「もちろんッス。マロウだってやっぱり男なんスよー。しかも『危険なことはやめて』っていう彼女に、『冒険者をやめる』、『この町に二人で住もう』とか言ってたし……」

「えええっ⁉」

　ベルカナはつい声を荒あらげてしまう。

　あのマロウさんが、そんな甘い言葉を⁉　しかも、冒険者をやめる⁉

「それも、標準語で言ってたッスよ」

「言葉までお相手にあわせてますの⁉」

　ますます信じられない。誰が何度言おうと直らなかったあの訛りを直すほど入れ込んでいるのだろうか？

「あーっ、俺おれもマロウを見習って、おねーさんとイチャイチャしたいッス！」

「それは見習わなくて良いですけれど！　でも、これは大問題ですわ……」

「全まつたくッス。あんなステキなおねーさんをマロウが一人占じめだなんて、許せないッスね」

「違いますっ。本当に女性のことにしか頭を使わない人ですわね。問題なのは冒険者引退の件けん！　これはわたしたちにも関わる問題です」

「何で？　マロウの問題じゃないッスか」

　目をパチクリと瞬しばたたかせるクレスポ。

　ベルカナはふぅと嘆たん息そくした。全く、この少年は要よう領りようが悪くて、説明する方も大たい変へんだ。

「クレスポさん、現げん状じようをよく考えてください。わたしたちはどうして出会いましたか？」

「たまたま事件に巻まき込まれたからッスね」

　そう。ベルカナとクレスポ、マロウと、あと二人の駆け出し冒険者は、不幸にも事件に巻き込まれたことで知り合った。そして──

「事件には盗とう賊ぞくギルドが関かん与よしていて、事件の守しゆ秘ひ義ぎ務むを押し付けられたわたしたちはギルドの構成員にされました。しかも五人で一組パーテイと考えられていて、ずいぶん面めん倒どうな仕事を何度も振られています」

　盗賊ギルドは裏社会を牛ぎゆう耳じる組織で、スリや盗ぬすみ、密みつ輸ゆに故こ買ばい商しようと、さまざまな悪あく徳とく商売を統とう括かつし、それらに関わる構成員を助け、そして彼らから上うわ前まえを取ることで運うん営えいされている。

　ここロマールの盗賊ギルドは、数千人の構成員を抱かかえる世界でも特別大きな組織で、国から存在を黙もく認にんされるほどの勢力があった。

　そんなギルドに無理やり入会させられてしまったベルカナたちは、わずかながらも組織の内情を知ってしまったので、脱会することは許ゆるされず、体ていよく使われているのだった。

「そんな今のわたしたちの中から、マロウさんに抜けられては困りますでしょう？」

「何でッスか？」

「だって、五人の中でも、特に頼りになりますもの」

　ベルカナは、言った。

　無理やりパーティにされた五人は、それぞれ得意分野がある。ベルカナならば古代に栄さかえた魔術を扱え、クレスポならば隠おん密みつ行動や身軽に動き回れる盗賊技術があった。

　マロウの場合は、戦斧バトルアツクスを持って戦う戦士としての腕前。そしてマーファ神の敬けい虔けんな使し徒とであり、神の奇き跡せきで傷を癒いやせる神しん聖せい魔法の二つの特技がある。加えて、誰よりも優すぐれた運動神経があった。

　五人の中で最も優秀な冒険者であるマロウは、最も頼りになる仲間なのだ。

「マロウさんがいなくなると大変です。わたしたち、仕事ができなくなってしまいます」

「あ、でも、ギルドが脱会を許さないッスよ。逃げたら、暗殺者に追っかけられるらしいし」

「ですがマロウさんはマーファ信者。ギルドの戒かい律りつより愛を取る可能性は十分あります」

　愛と平和の神マーファは愛のある生活を推すい奨しようする。だから、たとえ追われることになってもあるいは……

「うー、たしかにそうッスけど……でも大だい丈じよう夫ぶ！　マロウがいなくても、俺がいるし！」

「一晩おいた牛乳を飲むだけでお腹を壊こわす虚きよ弱じやく体質のあなたが何を言うのですか」

　調子に乗るクレスポに、ベルカナは冷たい一いち瞥べつをくれてやる。こんな貧弱なクレスポを仲間にしながらも、やっていけているのはマロウの存在、活かつ躍やくがあってこそなのである。

　クレスポさんのためでもありますのに……

　要領の悪い彼には説明しなければいけないのだけれど、ベルカナはそうしなかった。

　代わりにこっそり唇くちびるを尖とがらせる。

　対するクレスポは、未いまだ納なつ得とくいかない顔で腕を組んでいた。うんうん唸うなり、そして──

「やっぱり冒険者引退より、あのおねーさんと付き合ってることの方が問題ッスね」

　と、的まと外はずれな結論を出した。

「もぅ、聞いていて頭が痛くなりますわ」

「だって本当に可愛かわいい黒髪のおねーさんだったんスよ！　歳としだけじゃなく洗せん濯たく板いたみたいな胸もベルカナと同じくらいッスけど」

「失礼ですわね！」

　思わず胸元を隠かくしてしまうベルカナだった。

「とにかく、あのおねーさんはマロウにはもったいないッス！　俺がもらう！」

　闘とう志しを抱いだく戦士のように、クレスポが立ち上がる。そんな彼に、ベルカナは頭を抱かかえた。

　マロウさんがいなくなるのが一大事だと言ってますのに、まだ女性の後を追いますの⁉

「そして俺が公園で抱だき締しめて、甘あまい言葉を言うんスよ！　決めた、今から奪うばいに行く！」

　歩き出すクレスポに……ベルカナも立った。

「あれ？　ベルカナも来るんスか？」

「……行きます。わたしもマロウさんから引退について聞きたいですから。それに……」

　ベルカナは、食べ終わった後の皿を見る。クレスポは「マズイ」と、顔を歪ゆがめた。

「このままでは勘かん定じようを押し付けられますし」

「ちぇ、バレてたッスか……」

　……何より、彼の破は廉れん恥ちな行こう為いを阻そ止ししなければならない。

　ベルカナは、心の中で拳こぶしを握り締めた。
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　マロウ様の披女⁉　そんな女ひとがいるなんて、開いたことないです！

　そんな、いつの間に？　毎日物もの陰かげから拝見してましたけど、全く気付きませんでした。

　もー、誰だれよ、抜ぬけ駆がけした女はー‼

　黒髪のおかっぱ？　アリスのこと？　まさかあの娘こが彼女なの⁉

　でも、わかるかもー。アリスってば、だいぶマロウ様に入れ込んでたもんねー。

　きっといつもの強ごう引いんさで押し切ったのよ！

　でも、マロウ様も「元気なのはいいけどちょっとそそっかしい」って、アリスのことを気にしてたわ。あぁ、やっぱりそうなのね！

　今日は二人で演えん劇げきを見に行ってるし……。

　やーん、あたし、ショックー！

　でも、アリスなら許せるかなー？

　──……。

「あぁ、まだ頭の奥がズキズキします……」

　ついさっきまでの黄色い声の嵐あらしを思い出し、ベルカナは両耳を押さえた。

「でも、俺が言った通り、マーファ神殿に行ったら情報をゲットできたじゃないッスか」

「それはそうなのですけれど……」

　マロウはロマールの北市街地にあるマーファ神殿に寝ね泊とまりしている。なので、そこならマロウと恋人についての情報を得られないかと考えたのだ。実際、情報は得られたけれど……まさかあんなひどい目に遭あうなんて。

「もー、何ですの、あの修しゆう道どう女じよたちは！」

　マロウはモテる。それ故ゆえに、彼に好意を寄せている修道女たちに「マロウの恋人について知っているか？」なんて訊ねると、どんな女だったのか、どこで見たのかと、逆にひどい質問攻めにあってしまったのだ。

「俺は大満足だったッスよ。あんなにたくさんのおねーさんに囲まれたし、情報は手に入るし。いいなーマロウ。もう恋人がいるなら、あのおねーさんたちは全部俺にくれ！」

「わたしは人の声が頭痛を起こす凶きよう器きになると、初めて知りましたわ……」

　女性が好きなだけでこの頭痛が起こらないのなら羨うらやましい話だと、ベルカナは思った。

　日が傾かたむき始めた頃、二人は下町の劇げき場じように来ていた。情報では、マロウとその彼女らしきアリスは、ここに演劇を見に来ているそうだ。

　アリスもマロウと同じ、神殿に住み込みの神官だという。黒髪のおかっぱというのも、クレスポの証言通りだった。ただ、誰も二人が付き合っている事実を知らなかった。まだ交こう際さいを始めて日は浅いのかもしれない。

「にしても、同じ屋根の下に住む彼女と劇げき場じようデートなんて、羨ましすぎるッス！」

「劇は今、流行のデートスポットですから」

　演劇は、最近ロマールで人気が上がってきている娯ご楽らくの一つだ。上流階級の老夫婦から、小こ銭ぜにをかき集めてチケットを買う下町の娘まで、客層は広い。

　入り口の門を様々な恰かつ好こうの客が次々にくぐり、豪ごう奢しやな劇場へ入って行く横で、ベルカナたちはマロウとアリスが来るのを待っていた。

「マロウさんはまだ入ってませんわよね？」

「そのはずッスけどねー。あ、あれは？」

　クレスポが劇場前の、広場を指差した。

　広場には出店が並び、劇場を訪れるたくさんの客や通りがかりの人たちの目を楽しませている。その人だかりの中に──

「あ、マロウさん！」

　銀髪の男の姿が見えた。高い身長に、使い込んだ緑色の服──。間違いなくマロウだ。

「マロウさ──……」

　声をかけようとした時、気付いた。マロウの横に、少女の姿があることに。

　マロウより頭二つ小さい彼女は、黒髪のおかっぱで、マーファの神官服を着ていた。間違いなく、アリスだろう。二人はまだこちらに気付いてないようだ。それどころか──

「あっ！」

　二人は腕を組んでいた。アリスはずいぶん嬉うれしそうで、マロウにしなだれかかっている。互いの口と耳を寄せて話をしていた。

　これはもう、立派な恋人の振ふる舞まいであり、二人だけの世界を作り出していた。

「くそーっ、マロウばっかりー！」

「…………」

　隣のクレスポが地じ団だん駄だを踏ふんでいる。対するベルカナは何だか妙みような気持ちだった。

　まだ眼前の光景が信じられないのかもしれない。あれほど異性に疎うとかったマロウが、本当に恋人を連れている姿は、とても信じられない。そして、衝しよう撃げきだった。

「ほら、人前でイチャイチャしてるッス」

「本当ですわね……と、あら？」

「あっ！　どうも別れるみたいッスよ」

　遠くの彼らは二、三話すとマロウだけがどこかへ走っていった。恐らく、近くの出店に何か買いに行ったのだろう。アリスだけが残った。

「ラッキー。俺はアリスさんの所へ行くッス。ベルカナはマロウの方に行ってくるッスよ」

「え？」

　小走りで駆け出すクレスポ。その先に待つ黒髪の少女の姿を見て──ベルカナは、とっさにクレスポの襟えり首くびを捕つかまえた。

　獲え物ものは勢いあまって首がしまってしまう。

「ゲホ。何スか～。別行動のはずッスよ？」

「わ、わたしもアリスさんの方へ行きます」

　言うと……言ってしまうと、彼は驚おどろいた。

「え？　だって、ベルカナはマロウに用があるんスよね？　俺は口く説どきに──」

「だって、彼女には何な故ぜマロウさんに冒険者をやめさせるのかを訊かなければ！」

　でないと、またあなたは女性に恥はずかしいことをするではありませんか！

　胸中叫ぶと、自ら進んでアリスを目指した。

「ベルカナがいると口説きにくいッスよ！」

　クレスポの言葉を無視し、ずんずんと進む。

　さすがに近づいていくとアリスもこちらに気付いたようだ。不思議そうな顔で振り返る。

　アリスは想像以上に可愛い少女だった。

「あの、どちら様でしょう……？」

　首を傾かしげる彼女に、ベルカナは問う。

「あなたがマーファのアリスさんですね？」

　訊くと彼女は警けい戒かいして一歩下がる。知らない人間に名を呼ばれ、不ふ審しんに思ったのだろう。

「マロウさんとの関係について訊きた──」

「本当に恋人なんスか⁉　俺じゃ駄だ目め⁉」

　言いかけたところに、クレスポが横よこ槍やりを入れる。ベルカナはクレスポを睨にらみつけた。

「ちょっと、邪じや魔ましないでくださいっ」

「そっちが先に邪魔したんじゃないッスか」

「でも、彼女の話を聞くのも大事だと──」

「おまわりさーん‼」

　口こう論ろんをしている横で、アリスが叫んだ。

「えっ⁉」

　驚いて見ると、そこではありったけの声で人を呼ぶアリスがいた。

「ひったくりですぅー‼」

「な、何を言っているのですか！」

　止めようとするけれど、時すでに遅おそし。周囲の人が振り返り、衛えい視しの足音が近づく。

「ベルカナ、これやばいッスよ！」

「わかってますっ」

　身に覚えはないけれど、大声に周りが疑ぎ惑わくの目でこちらを見ている。これは分ぶが悪い。

「い、一いつ旦たん逃げましょう」

　ベルカナは走った。一歩遅れてクレスポが続く。人ひと垣がきをかきわけ、とにかく距きよ離りを稼かせぐ。

　その去り際ぎわ、ベルカナはアリスを振り返る。

　すると人込みの向こうのアリスもまた、唇を嚙かんでこちらを見ていた。そして、現れたマロウに助けを求めるようにしがみつく。

　それも、こちらを流し目で見ながら──

　それは、明らかな宣せん戦せん布ふ告こくに見えた。

「覚えてらっしゃい！」

　べルカナは毒どくづいた。
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「あれも複雑な愛の表現なんスかね～」

「何をバカなことを言ってますの？　明らかに敵対的な態度だったではありませんか」

「いや～、クレスポ様が現れたのは嬉しいけど、照れくさくて、つい衛視を呼んだとか」

「そこまで想像力が豊かだと、幸せですね」

　すっかり夜も更ふけた頃。二人は劇場近くの茂しげみに隠れていた。

　ワンピースは泥どろまみれ。髪には葉っぱが絡からまり、ひどいことになっている。けれど、こうでもしないと衛視たちからは逃げられなかった。

　二人は、あれからしばらく逃げ回った。開演時間までにマロウと話したいと思っていたけれど、もちろんそんな余よ裕ゆうはなかった。ベルカナが魔法を使ってまでして衛視から逃げ、こうして隠れている。
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「どうしてこんな目に遭わされるのでしょう？　とても腹が立ちますわっ」

　ただ声をかけただけなのに、あまりの仕し打うちだ。ここまでされる覚えは全くない。

　ふつふつとアリスへの怒いかりが湧わき起こってくる。そしてそれは、マロウと一いつ緒しよにいるシーンを思い出させた。

　あの誠実なマロウに、人前で恋人関係を見せ付けるような行動を取らせているのは、アリスに違いない。それが妙みように腹が立つ。

　同じように、そんな二人を指を咥くわえて見るクレスポにも妙に腹が立った。

　そして、マロウがクレスポのような軽けい率そつな行動を取っていることにも──。

　現状は、ベルカナの思いと遠く外れたところで時の車輪が回っているようだった。そして、それを狂くるわせているのは、アリスである。

「彼女には一言言わないと気がすみません」

　あの流し目への憎にくしみを嚙かみ締めながら、閉へい演えん時間まで茂みの中に潜せん伏ぷくする。

　やられっぱなしではいられない。マロウたちが劇場から出てきたら、話を聞くつもりだ。

　決心して待っていると門が開いた。場内から観客たちが出てくる。マロウはどこだろう。

「でも、本当に可愛いッスよねアリスちゃん」

　横で同じく潜むクレスポが、語り出す。

「絶対マロウにはもったいないッスよねー」

「まだ言ってますの？　人を勝手に犯罪者扱いする人ですわよ？」

「でも、ちゃんと謝あやまってくれたら……」

「優やさしいですわね、クレスポさん。でも自分のどこがマロウさんに勝まさると思いますの？」

「冒険者としての素そ質しつッスかね～？」

「マロウさんの方がずっと優すぐれてますわ」

「えー？　じゃあ、性格ッス」

「冗じよう談だんを……あっ！」

　そうこうしている間に、長い銀髪の青年が門から出てきた。マロウだ！

　彼はまたアリスの腕を引いていた。甘い空気の彼らは、ふわふわと浮き足立っている。

　ベルカナは唇を嚙み締めた。

「マロ──」

「ベルカナ！」

　声をかけようとした、その時。クレスポが手を引いた。肩を摑つかまれ無理に振り返らされる。

「じゃあ、どうすればいいんスか？　俺、真しん剣けんにモテたいんスよ！　何でマロウばっかりモテるんスか？　世の中不公平ッス！」

　クレスポは真剣な目で、こちらを見る。

「ベルカナ、俺は、アリスちゃんが欲し……」

　ヒュン……と、風を切る音がした……

「ぶべっ」

　と同時に、ベルカナの繰くり出した拳こぶしが、見事にクレスポの顔面にめり込んだ──。

「今はそんな場合ではありません！」

　倒れるクレスポをどけ、慌あわてて門の方を見る……が、そこにはマロウの姿はなかった。

「もー、せっかく見つけましたのにぃ！」

　ベルカナはクレスポの胸むな倉ぐらを締め上げる。

「ぐえぇ、く、苦しい、痛ひ、し、死ぬ」

　見る間に青くなっていくクレスポを突き飛ばし、ベルカナは一いつ喝かつした。

「協力するならともかく、邪じや魔まするならさっさと帰ってください！」

　クレスポは顔を押さえたまま動かない。それもまた何な故ぜか腹が立つ。

「もう、クレスポさんが冒険者引退するなら止めませんのに！」

　言わずにはいられない、ベルカナだった。
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　時は深夜に差しかかろうとしていた。

　マーファ神しん殿でんの二階建だて寄宿舎から、どんどん光が消えていく。未だ隙すき間まから明かりを漏もらしている木の窓は、三つだけだ。

　その様さまを一人見上げ、ベルカナは唇を嚙む。

　結局、神殿の寄宿舎まで来てしまった。けれど、後こう悔かいはしていない。あの落とし前はどうしてもつけたかった。あれだけの目に遭わされた怒りを収おさめるにはこうするしかない。

「べルカナ、調べてきたッスよ」

　背後に、音もなくクレスポが現れる。結局彼とは一緒にいた。アリスに物申すため、口説くため、どちらにしても彼女を追うには、互いの力が必要だった。利り害がいの一いつ致ちである。

　クレスポは今、寄宿舎のどこにアリスの部屋があるかを調べに、ギルドへ行っていた。

「あの二階の窓ッスね。まだ明かりがある」

　クレスポが指差す。ベルカナは頷いた。

「……今度は邪魔しないでくださいね？」

「わかってるッスよ」

　クレスポが頷うなずくのを見て、べルカナは魔術師の杖メイジスタツフを構かまえた。

「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ。闇やみの祝しゆく福ふくを──」

　今は無なき古代の魔法語を紡つむぎ出す。杖を持つ右手で虚こ空くうを撫なでるような仕し草ぐさをすると、夜よ闇やみよりまだ深い闇が漂ただよい始めた。ベルカナの〝暗黒ダークネス〟の効果である。

　この闇に巻かれた者は、外からでは姿が見えなくなる。

　闇は神殿の敷地内に作り出した。敷地を囲む二メートルの塀へいから建物までの間を埋うめた。

　それができたのを見ると、クレスポは音も無く塀を越えた。そして闇の中に身を潜ひそめる。こうすれば、遠くを歩いている見張りの者から姿を見られることなく、寄宿舎まで行くことができる。

　ベルカナも後に続いて、闇に潜んだ。これなら隠おん密みつ行動が得意でなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　寄宿舎の壁に張り付くと、〝暗黒〟を消して側そばの茂しげみに身を潜める。そのすぐ後を、見張りの男が歩いていった。もう少し遅ければ──危ないところだった。

　クレスポが鉤かぎ爪づめ付きのロープを取り出す。それを寄宿舎の二階めがけて放った。鉤は過あやまたず目標のバルコニーに引っ掛かかった。

「この壁は足をかけやすいんで、楽勝ッスね」

　クレスポの言うとおり、壁は凹おう凸とつがあって、足はかけやすそうだ。

「ベルカナは大丈夫ッスか？」

「大丈夫ですわ」

　胸をはって答えたものの、実は自信はなかった。

　ベルカナは魔術の他に、わずかながら戦士の心得もあって、運動神しん経けいにもそれなりに自信がある。けれど、こんな壁は登ったことがない。

「んじゃ、先に行くッス」

　クレスポが、慣れた様子でするすると登っていく。

　動どう揺ようしていないふりをしながら、後に続こうとベルカナもロープを握にぎる。すると、上から革かわ手て袋ぶくろが降ふってきた。早くも二階についたクレスポが貸してくれるらしい。はめると、自分の手には大きな手袋だった。

　ベルカナは壁に足をかけた。ロープは意外と手に痛い。両足を壁に乗せてみる。両脇を締め、じりじりと足を上へ登らせる。それは想像以上につらい作業だった。

　ベルカナはノロノロと登る。やっと二階に手が届くと思った、その時──。

「あっ！」

　足が滑ってバランスが崩くずれた。

　落ちる──！

　冷や汗が噴ふき出る。落下感が襲おそいかかる──と思ったら、

「大丈夫ッスか？」

　クレスポが手を握って、助けてくれた。そして、そのまま引き上げてくれる。

「休む？」と、クレスポが目で訊きいてきた。べルカナは首を振る。何故かとても恥ずかしかった。それに、時間が惜おしい。

　ベルカナは、息を整ととのえ、魔法を紡つむぐ──

「万物の根源たるマナよ、錠じようを開けよ……」

　力ある言葉が、木の窓にかけられていた錠を解といた。カキンと小さな音が鳴る。

　クレスポは頷き、木の窓に手をかける。

　そして、それを一気に押し開けた──！
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「だ、誰⁉」

　突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやに、部屋の主ぬしは飛び上がった。必要最低限の家具が置かれた部屋にいたのは、黒髪のおかっぱ少女──アリスだ。

「あなたたちは！」

　改めて顔を見て、劇場でのことを思い出したらしい。アリスは顔が真まっ青さおになった。

「アリスさん、お話があってきましたの」

　杖を構えたベルカナが前に出る。その背後で、クレスポも続いた。

「今日は劇場で、お世話になりましたわ」

「あたしとマロウを調べていたの、あなた？　神殿の皆みなから聞いたんだから」

　アリスは小こ柄がらな少女だった。驚きと恐きよう怖ふに震ふるえる肩かたは、まるで小動物のようだ。

　身構える彼女を、ベルカナは睨にらみつける。

「聞きたいことは二つ。一つは、何故わたしたちをひったくり扱あつかいしたのか──」

　ベルカナの言葉にアリスの顔色が無くなる。

「もう一つは、マロウさんに冒険者をやめさせなければいけない理由です」

　すると、アリスは目を丸くした。

「俺は見たんスよ、公園で抱き合って、一緒に暮らすって約束したところを！」

　今度は、アリスの顔は林りん檎ご色いろに染まった。

「み、見てたの⁉」

「見てたッスよ」

　そのやりとりで、クレスポの話は本当だったんだと胸に何かがずしりと落ち込んだ。

　ベルカナの怒りがさらに湧わいた。

「さぁ、話しなさい。犯罪者呼ばわりされたこと、場合によってはタダではおきません」

　ベルカナがすごむと、アリスはひるんだ。

「そ、それは……」

　ベルカナが一歩進む。アリスは一歩下がる。

「さぁ、お話しなさい！」

　ベルカナが言った、その時──

「アリス～、衣い装しようはこれでいいだか～？」

　拍ひよう子し抜けする声が割り込んだ。

　低すぎず、良く通る声。柔やわらかい口調。そして、腰こしが砕くだけそうになる田舎訛り──

　間違いない。

「マロウさん！」

「マロウ！」

「あれー？　ベルカナにクレぽん、どうしてこんなところにいるだべかー？」

　何か布を持つマロウが、部屋の扉を開けて立っていた。

　長い三つ編あみにまとめた銀ぎん髪ぱつ。目も覚めるような美顔。朝の空の色をした瞳ひとみ。何より、クレスポを「クレぽん」と独特に呼ぶ彼は──たしかに、ベルカナの知るマロウだった。

　その当然のことが、ベルカナをほっとさせる。自分の知るマロウの存在が嬉しかった。

「マロ──」

「マロウ、助けて！　この人たち、窓から入ってきて、あたしを脅おどすの！」

　ベルカナの声をさえぎり、アリスがマロウの背に隠れた。突然盾たてにされたマロウは首を傾げる。

「アリス、この二人はオラの友達だべさ。大丈夫だ～。二人とも、アリスに何の用だべ？　窓は出入り口じゃねぇだよ？」

　マロウの言葉に、クレスポが抗こう議ぎした。

「マロウが変なこと言ってるからッスよ！」

「変なこと？」

　まるで覚えがないと、マロウは首を傾げる。

「『冒険者をやめる』、『この町に二人で住もう』と彼女に言っている現場を、クレスポさんが見たそうです」

　アリスを指差すと、彼女はさっとマロウの陰に隠れた。そしてマロウは──赤せき面めんする。

「な、何でそのことを知ってるだ⁉」

　マロウが上ずった声を出した。

「ほら、俺が言ったのは本当だったッス！」

　クレスポが追い討ちをかける。

　ベルカナは──悔しかった。心のどこかで、マロウはそんなことを言わないと思っていた。

　けれど──本当だったということは……

　ベルカナは衝しよう撃げきに言葉を失なくしてマロウを、見た。すると彼は──

「何で、ペケポロトン王子のことを知ってるだ？」

　と言った。

「……は？」

　ベルカナとクレスポの目が点になる。

「オラの練習、見ちまっただか？」

　頰を染めたマロウが言う。

　──ペケポロトン王子……？

　妙な名に、ベルカナたちの眉み間けんに皺しわが寄る。

「『わかった。オレはもう、冒険者をやめる。この町に二人で住もう。そして、たくさんの子供と、幸せな生活を送るんだ』？」

　マロウの背後から、アリスが言った。

「そ、それッス！　俺が聞いたのは、まさにその言葉ッス！」

　クレスポが言うと、マロウは照れた。

「それ、次の神殿の祭でやる劇の台詞せりふなんだべ」

　マロウが、もじもじと、目を泳がせてそう言った。

「えん、げき……スか？」

「んだ。最近、ロマールで劇が流は行やってるって言うから、今度一いつ般ぱんにも公開する神殿の祭で、マーファの教えをわかりやすく伝える演劇をすることになっただよ。な、アリス？」

　話を振られ、アリスは小さく頷いた。

「この子が台本書いただよ。ある冒険者志望の王子がマーファの啓けい示じを受けて愛に目覚めるって話だべさ。オラも協力したいだども、あんまり演技が上う手まくねぇし、この訛りだし……公園で特訓をしてただよ。神殿のみんなには内緒でやってた企画だべさ」

　そして、手の中の衣装を見せてくれる。ビラビラレースの王子様シャツだった。

　ベルカナにはマロウの言っている言葉がすぐには理解できない。……つまり？

「つまり、『冒険者をやめる』というのは、台詞で、本心ではないのですか？」

　恐おそる恐る問うと、マロウはたんぽぽの綿わた毛げが飛ぶかのように、さわやかに笑った。

「当然だべ～？　オラ、まだ冒険者をやめる気なんてねぇだよ～」

　その笑顔に、ベルカナは呆ぼう然ぜんとなった。

「クレスポさんが、マロウさん引退、と騒さわいだから、今日はこうしてこんな所まで……」

　今までのことが走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえった。一気に疲つかれが押し寄せてくる。

「えーっ、じゃあ、マロウとアリスさんは恋人じゃないんスか？」

「え？　いや、それは違うだよぉ……」

「じゃあ、何でイチャついてたんスか！」

「それは……」と、マロウは言いにくそうに、顔をしかめた。「アリスがその方が良いからって。オラとアリスは恋人役だから、普ふ段だんからそれっぽくしてないと、って……」

　と、マロウが言うと、アリスが首を振った。

「違うのっ！」

「え？」

　三人が一いつ斉せいにアリスを見た。アリスは涙を浮かべた目を伏せ、両手を握り締めていた。

「違うの……ごめんなさい、マロウ」

「ど、どうしただよ～⁉」

　突然泣いて謝あやまり出す彼女に、マロウは仰ぎよう天てんする。

「だって、マロウが気付いてくれないから」

「え？　オラが何に気付いてないだ？」

　アリスは「全部よ！」と涙を零こぼした。

「好きって言っても『オラも好きだべ』って返されちゃう。あたしは本当に心を込めて告白してるのに、マロウはいつもあたしを子供扱いして、真ま面じ目めに応こたえてくれない！」

「ええっ⁉」

　赤くなるマロウ。ベルカナは何となく察さつしてきた。それはつまり──

「あなたはマロウさんを振り向かせようと、劇で恋人役に仕立てたのですか？」

　アリスはコクンと頷いた。

「普段からそれっぽくなんて、噓うそ。ただマロウの恋人気分を味わいたくて。そうすればいつか本物になれるんじゃないかって……」

　そう言って、アリスは鼻をすすった。

「どうしても邪魔されたくなくて。劇場で衛視を呼んだのも、そこの彼女を本当の恋人じゃないかって思ったから……」

　つい言ってしまったのだと──

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　そう言って、アリスは泣きじゃくり始めた。

　静かな寄宿舎の一室で、少女の嗚お咽えつだけが聞こえる。ベルカナは居い心地ごこちが悪くなった。

　犯罪者呼ばわりされたことにはまだ腹が立っている。けれど、こう泣かれては……

「アリス……」

　と、その時、マロウが彼女の肩を叩たたいた。

「そりゃいけねぇだな。ベルカナたちにちゃんと謝あやまらねぇとダメだべ」

「マロウ……っ。ぐずっ」

　泣くアリスに、マロウは難しい顔で言う。

「オラにとって、アリスは妹みてぇなもんだから、気持ちに応えられねぇ。ごめんな」

「う……」

　再びうつむくアリス。でも、その顔をマロウは優しく包つつんで上向かせる。

「でも、劇のお手伝いはできるだ。あの劇を完成させたいってのも、噓だったべか？」

　アリスは首を振った。

「じゃあオラは全力で手伝うだ。ペケポロトンをやる。でも、恋人の練習はもうなしな？」

　マロウが微笑ほほえんだ。あの、不思議と人を安心させる笑顔だった。

　アリスは唇を歪ゆがめ、涙をぬぐい……そして、頷いた。「ありがとう」と。

「でも、あきらめないからね！」

　唇を嚙んで見上げるアリスに、マロウは困って頰をかいた。

「とにかく、ベルカナたちに謝らねぇと。なぁ、ベルカナ、クレぽん？」

　マロウが笑顔で振り返った。ベルカナはクレスポと顔を見合わせる。

　正直、謝られて気のすむ話ではない。

　けれど……マロウがあの笑顔で言ってるのだ。

「……そうですわね……」

　そう答えるしかなくなってしまう。

　どこまでもずるい笑顔だった。でも、この笑顔に、みんなは救われるのである──

　ベルカナは脱だつ力りよくし、そして拳を握り締めた。

「……クレスポさん？」

　くるっと振り返る。そこには、「マズイ」という文字を顔に書いた男がいた。

「これは一体どういうことでしょう？」

「えっと……さぁ、どういうことッスか？」

「あなたの妙な誤ご解かいのおかげでわたしは頭痛に襲われ、衛視に追われ、寄宿舎に不法侵入して──そして得たのは、赤あかっ恥ぱじですか⁉」

　力いっぱい睨みつける。そうすればそうするほど、クレスポの顔は蒼そう白はくになっていく。

「お、俺は悪くないッスよ。紛まぎらわしいことをしてたマロウたちがあぁぁあ、ぎゃー‼」

「問もん答どう無む用ようですーっ！」

　その夜、ベルカナの杖はいつになく閃ひらめいたのだった。
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「わかった。オラ……オレはもう、冒険者をやめる。この町に二人で住むだ……住もう。そしてたくさんの子供と幸せな生活を──」

　舞台上のペケポロトン王子が、時々不思議な訛りで喋しやべっている。

「もう側を離れないでくださいね」

　ヒロイン役のアリスが、ペケポロトン王子ことマロウに、そっと寄り添そった。感動的なシーンなのに、訛りが……と思ったけれど、客席の修道女たちは黄色い声を発している。あれはあれでいいらしい。







[image: ]







「なかなか上じよう手ずですわね、マロウさん」

　客席のベルカナが、公演の邪魔にならないよう小声で言う。隣のクレスポは頷いた。

　今日はマーファの祭日。信者も、そうでない者も、多くが神殿に集まって祭を楽しんでいた。中でも、礼れい拝はい堂どうで行われている劇公演には、かなりの人が集まっていた。

「今まであの怒りを忘れられませんでしたけど、今、公演を見てやっと落ち着きました。マロウさんが引退しなくて良かったです」

「そりゃ良かったッス。もう顔面殴なぐられなくてすむかと思うと、ホッとするッスね」

「あら、許すのはアリスさんのことですわ」

「えーっ」

　ベルカナはちらりとクレスポを見た。幼おさない顔にある唇が、アヒルのように尖っている。

「今でも止めてくれないんスか、俺のこと」

「え？」

　唐とう突とつな言葉に、ベルカナは驚いた。そして思い出す。勢いで「あなたが冒険者をやめるなら、止めない」と言ったことを。

「俺、ロマールのギルド幹かん部ぶになるくらい、強い盗賊になるッスよ。損はさせないッス」

　その言葉にベルカナは笑った。笑いながら思い出すのは。寄宿舎に乗り込んだ夜のこと。あれは、彼がいないとなしえなかった。だから……

「クレスポさんが引退しようとしても、きっと引きとめますわよ」

　盛せい大だいな拍はく手しゆが湧わき起こる。劇が終わった。

「え？　今何て言ったんスか？　拍手で聞こえなかったんスけど？」

「さぁ？　忘わすれましたわ」

　わざと冷たく言い返す。

　舞台でマロウがお辞じ儀ぎしている。こちらに手を振ってくれたので、手を振り返した。

　そうしながら、心の中で呟いた。

　これだけでは仕返しになりませんわね、と。







　　　　　ブックの日記　　○月△日




　今日は『ペケポロトンとマーファの愛』を借りて読みました。

　本ではなく、マロウさんの後こう輩はい（？）が書いた戯ぎ曲きよくです。物語を読むのは久ひさ々びさですが、なかなか面白かった。




　きっかけはマーファ神しん殿でんの祭。そこではクレスポさん、ベルカナさんの姿すがたも見かけました。

　やっぱりタダだったからですかね。神殿がボランティアでやってる祭なので、配られるお菓か子しや出し物の見物料もすべてタダ。無料とは素す晴ばらしいもんです。

　もちろん、寄き付ふ金きん受付窓まど口ぐちはありましたが。

　でも、ボクも姐ねえさんも神を信じていませんし、タダでもらえるものはタダでもらう派なので、そんなものを払はらう気はさらさらありませんでしたけどね。

　お金が欲ほしいなら、あらかじめ出し物に値ね段だんをつけた方が効こう率りついいではないですか。どうして非ひ効率的な方法でお金を集めるのか？　そう思うと、関心のなかった宗しゆう教きようにも興きよう味みが湧わいてくるのだから、不思議です。




　祭では、劇げきが上じよう演えんされていました。ボクは観賞したことがなかったので、今回の見学は非常に貴き重ちような体験でした。今日読んだのは、この劇の戯曲。

　戯曲はもちろん、劇も面おも白しろくて、姐さんは「今度はアタシの手でマロウを王子様の恰かつ好こうにしてみたい」と呟つぶやいていましたが、本気ですかね？　たしかに、標ひよう準じゆん語ごを喋しやべるマロウさんはとても面白かったですけど。

　それにしても、劇を成功させようという真しん剣けんな姿し勢せいは素晴らかったです。

　大だい団だん円えんの後の拍はく手しゆ。そしてヒロインの女の子が流した感かん激げきの涙なみだも、劇の出来に勝まさるとも劣おとらない素敵なものでした。

　だから……最初は払う気もなかった寄付金も、ちょっとだけ出しました。

　神殿にではなく、マロウさん宛あてに、です。




　その夜はアイリちゃんの店で晩御飯を。打ち上げを抜けてきたマロウさんも一いつ緒しよでした。

　姐さんはクレスポさんたちが語ったアリスさんを巡めぐる苦労話に、笑い、怒いかり、そしてやっぱりマロウさんの三つ編を握にぎったまま寝てしまいました。

　マロウさん。今日も宿まで送ってくれて、その他もいろいろ、ありがとうございました。
















バッド・レッド










「ちょっとだけならいいじゃないッスかー」

「駄だ目めですっ！　絶ぜつ対たいに駄目ですっ！」

「スゲー暇ひまだから、ちょっとした気分転てん換かんッスよー。ね？　少しだけ見せ……ぶべっ」

　しつこくしがみつくクレスポの顎あごを、ベルカナの足が華か麗れいに蹴けり上げた。

　細いクレスポの体が、ゴロゴロと床ゆかを転がる。雨漏もりで濡ぬれた床ゆかは冷たそうだけれど、知ったことではない。

「駄目だと言っているではありませんか。地下室へは入るなと言われているでしょう？」

　クレスポがひっついていた床の隠かくし戸の上に立ち、ベルカナは憤ふん然ぜんと腕うでを組んだ。

　ちょうど近くに雷かみなりが落ちたらしく、けたたましい音と共に、顎をさする恨うらめしそうなクレスポの顔が浮かび上がった。

「こんな猟りよう師し小屋に閉とじ込められて、暇で死にそうなんスよ。ちょっとくらいいいじゃないッスか、ベルカナー」

「暇なのは、わたしだって同じですわよ」

　外は大雨だった。屋根を叩たたく雨音はひどく、昼間なのに世界は暗い。ただでさえ気が滅め入いりそうなこんな日に、狭せまい猟師小屋に待たい機きするよう言いつけられては、いっそう鬱うつ屈くつした気分になるし、何より退たい屈くつだった。

　……しかもクレスポさんと二人きりですし。

「この仕事、ちっとも楽しくないッスー」

　クレスポが駄だ々だっ子のように床に伸のびた。

「楽しい仕事なはずありませんわ」

　不満は山のようにある。それなのに断れなくて、とっても悔くやしいけれど、仕方がない。

「だって、ギルドの仕事なんですもの」
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「裏うら切ぎり者のアジトの見張りをしてもらう」

　そもそもはこう言われたのが始まりだった。

　尊そん大だいに言われてかちんときたけれど、頷うなずかなければいけなかった。だって相手は盗賊シーフギルドの上司ジヨーシサマだから。

「報ほう酬しゆうの金額によります」

　でも、簡かん単たんには頷かない。それが魔術師ソーサラーベルカナ・ライザナーザだ。

　まだ十七歳の小こ柄がらな少女で、リボンを飾かざる巻まき毛とワンピースという上品な身なりだけど、手に持つのは魔術師の杖メイジスタツフ。腰に下げるのは戦鎚メイス。そして背負うのは大楯ラージシールド……。

　駆かけ出しの万よろずもめごと請うけ負おい屋──冒ぼう険けん者しやであるベルカナは、ロマール盗賊ギルド本部の一室で、刃のように目を尖とがらせて声を張った。

「いつもいつも小こ遣づかい程度の報酬で働くと思ったら、大間違いですわよ。それに……」

　言いかけて、ベルカナはチラリと隣となりを見る。

「どうして、この人と一いつ緒しよなんですの？」

「何スか、その言い方は。心しん外がいッスねー」

　口を尖らせたのは、隣にひょろりと立っていた赤毛の盗賊少年クレスポだ。

「俺おれじゃ不満、みたいな顔じゃないッスか」

「全まつたくもってその通りです」

　背せい高たかで筋肉質な体なのに、どこか細くて頼たよりなさそうに見えるクレスポは、十五歳。同じ冒険者として腕うではそれなりに認めているものの、やっぱり頼れる人とは言いがたい。

「子供にぶたれるだけで失しつ神しんするような貧ひん弱じやくな方で、満足できるはずありませんわ」

「それは言いすぎッスよ。せいぜいおねーさんのビンタくらいッスね。失神するのは」

　彼は幼おさない頃ころに病気を患わずらったせいで体が弱い。その生命力の低さは並なみ大たい抵ていのものではなくて、今の話も冗じよう談だんですまなかったりする。そんな彼を、どうして頼れようか。

「ま、おねーさんのビンタで美人天使だらけの天国に行けるなら、それは本ほん望もうッスけど」

　その上おねーさん好き。ウヒヒと笑うクレスポに、ため息を禁きんじえないベルカナだった。

「これは依い頼らいではない。ギルドの命令だ」

　そこに割り込む、冷ひややかな声。書しよ斎さい机づくえで指を組む上司・バーゼルだ。

「人手が足りないのだ。お前たちのチームからも力を貸してもらう」

　銀ぎん灰かい色しよくの髪の上司は、図書館ですれ違ったなら目を引かれる知的でステキな中年ミドルだけれど、こうしてふんぞり返られては腹の立つオッサンでしかない。

　ベルカナは怒いかりに任まかせず、冷静に抗こう議ぎする。

「わたしとクレスポさんはチームを組んだ覚えはありません。顔見知りなだけです」

「同時に入会したのだ、チームだろう」

「違います。そもそも、盗賊ギルドへの入会だって望んでしたことではありませんわ」

　盗賊ギルド──それは、ここアレクラスト大陸中原にある大国ロマールの都の闇やみに巣す食くう一大組そ織しきのこと。窃せつ盗とうや密みつ輸ゆ、故こ買ばい商しようその他の盗賊仕事を統すべ、構成員がそれらの仕事をする時に、何かと便べん宜ぎを図はかる組合なのだ。代わりに、構成員はアガリを払う義ぎ務むがある。

　ベルカナたちもこの盗賊ギルドの構成員だけれど、それはある事件に巻き込まれたからであって、望んで入会したわけではない。

　事件でギルドの秘密を知ってしまい、守しゆ秘ひ義務を押し付けられて、入会を迫せまられたのだ。

「偶ぐう然ぜん同じ事件に巻き込まれただけで、それまで顔も知らなかった人とチームだと言われましても……」

「えー。もう何回か一いつ緒しよに仕事してるのに、その言い方はひどいんじゃないッスかー？」

　クレスポが心外だと顔をしかめる。その言葉に、ベルカナは脱力した。

　今は赤の他人だとは思っていない。ただ、仕事を断ことわる口実で言ったのに、クレスポがそう言っては元の木もく阿あ弥みだ。

　本当、彼の能のう天てん気きさには調子を狂くるわされる。

「無理な入会にひどい報酬……散さん々ざんですわ」

「全くッスねー」

　クレスポがまるで真しん剣けん味みのない様子で頷くので、ベルカナは口をつぐむのだった。

　それをどう受け取ったのかは知らないが、バーゼルは咳せき払ばらいをして仕事の話を始めた。

「運びをしていた者たちがギルドを裏切り、儲もうけと商品を横おう領りようしていたのがわかった」

　ヘソを曲げながらも、耳をそばだてる。密輸は珍めずらしくないけれど、裏切り者とは珍しい。

「そいつら、まだ捕つかまってないんスか？」

「いや。もう私と私の部下で捕とらえている」

　世界の陰かげを市場とするギルドには多くの秘密がある。それを知った者は、逃げられない。

「裏切り者は全部で六人。二人は捕らえて二人は死んだ。残りは逃走中に谷底に落ちたから、今、死体を回収している最中だ」

　逃げても地の果てまで追っかけられてしまうのだ。それが盗賊ギルドの慣ならわしだから。

「奴やつらは街道外れにアジトを置いて横領金を隠していた。アジトの場所は押さえたが、まだ金や商品の運び出し作業ができていなくてな。荷を運ばせる部下が到着するまで、お前達にはそのアジトを見張っていてもらう。山賊などに盗とられてはつまらんからな」

「それだけ？　なーんだ、楽勝ッスねー」

　クレスポが口くち笛ぶえを吹いた。ベルカナも内心ホッとする。変な物を運べとか、妙みような物を盗ってこいなど、嫌いやな仕事を押し付けられるかと思ったけれど、今回はまだマシのようだ。

「そういうわけで、ロマールから一日歩いた山にある猟師小屋に行ってもらう」

　前言撤てつ回かい──。ベルカナはため息をついた。

　楽だろうけれど、そんな誰だれも現れそうにない場所に長時間待機だなんて、時間の無む駄だもいいところだ。全く、裏切り者たちは、ずいぶん面めん倒どうな仕事をこさえてくれたものである。

「奴らは使い捨てられた小屋をアジトにしていた。横領金と商品は、小屋の床から繫つながる地下の天てん然ねん洞どう窟くつに入れたままだ。お前たちは小屋で待機。地下に入ることは禁ずる」

「了りよう解かいッス。ちゃんと報酬払ってくれよー？」

　どこまでも気楽なクレスポが不思議だった。

　──わたしは不運を呪のろって、ため息をつくことしかできませんわ。
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「バーゼルは入るなって言っただけで、隠かくし戸を開けるなとは言ってないッスよ？」

　そうして二人は、さして広くない小屋に詰つめさせられていた。

「言い方が違うだけで、同じ意味でしょう」

　床で伸びるクレスポに、ベルカナは言う。

　二人がここに到着したのは、今け朝さのこと。まだ前任と交代して半日も経たっていないけれど、早くも暇に殺されそうだった。

　昨晩から降ふり続く大雨はやむ気配がなく、外にも出られない。このままだと地面が流されてしまいそうな勢いだ。小屋のすぐ横の谷底には濁だく流りゆうができて鈍にぶい音を立てている。

　小屋の中には雨と濡れた木の匂におい以外に何もなく、ランタンの光が影かげを揺らすばかりだ。

　ベルカナは持じ参さんした本があるけれど、何の対たい策さくもしてこなかったクレスポは暇で仕方なさそうだ。得え物ものの鞭ウイツプの手入れにも飽あきたようで、ついに床の隠し戸に興味を向けていた。屁へ理り屈くつをこねては、何とか隠し戸を開けようとして、暇と好こう奇き心しんを満みたそうとしている。

「もしもの時、中がどうなってるか知らないと、大変な目に遭あうかもしれないッスよ？」

「地下へはここからしか入れないと聞きましたもの、小屋を見張っていれば大だい丈じよう夫ぶです」

　バーゼルは地下へ入るなと言った。きっと中によくないものがあるに違いない。これ以上にギルドの秘密に関かかわるのはごめんだ。

　ベルカナがそう思った、その時──

　──パチャ。

　そんな耳慣れない音が聞こえたような気がした。ベルカナは無む意い識しきに首を巡めぐらせる。

　雨が屋根を叩たたく音でも、雨あま漏もりが床を打つ音でもなく、水溜たまりを踏ふんだかのような……。

　そう思い、ベルカナはとっさに身み構がまえる。

　と、同時に甘い匂いが鼻をついた。

「え……っ⁉」

「あーっ、手がついうっかりー」

　それは、音に気をとられたベルカナの隙すきをつき、隠し戸を開けたクレスポの声だった。

「うげー、何スかこの甘い匂い……！」

　そして、地下から漂ただよう強きよう烈れつな匂いに顔をしかめる。バラやユリなどの花の香かおりをでたらめに混ぜたような、甘いばかりの不ふ快かいな匂いだ。雨の匂いを忘れてしまうほど、ひどい。

「何してますの、クレスポさん⁉」

「わーっ、指がはさまるッスよ！」

　ベルカナは慌あわてて隠し戸を閉める。クレスポは、さっと手を引っ込めた。

「何な故ぜ開けたのですかっ！」

　戸の近くは匂いがきつく、鼻が曲がりそうだ。怒いかりだけが原因ではなく顔が歪ゆがむ。

「だって、中が気になって……ゲホ」

　むせ返る甘さに咳せき込むクレスポ。

　そしてそれにかぶさって聞こえる、あの音。

　──パチャ、パチャ……パチャ。

　ベルカナは忘れていた緊きん張ちよう感かんを思い出した。すぐにクレスポの側そばにしゃがみ、耳打ちする。

「クレスポさん、足音が聞こえます」

「え？　こんな雨の中なのに？　カエルでも跳はねただけじゃないんスか？」

「カエルなものですかっ」

　パチャパチャ、と雨を踏む足音はどんどん近くなる。雨の中でもはっきり聞こえるほど。

　足音は一つ。仲間を連れたバーゼルでも、群むれる山さん賊ぞくでもないだろう。雨の中、こんな小屋に何の用なのかさっぱり見当がつかない。だからこそ不気味で嫌いやな予感がする。

　さすがにクレスポも気付き、体を緊張させた。けれど指はしっかり鼻をつまんでいて　──と、それを見たベルカナは顔を青くした。

「クレスポさん、その指！」

「え？　指がどうかしたッスか？」

「何言ってますの、こんな……！」

　こんな重じゆう傷しようなのに……！

　彼の左中指が半分ちぎれて先がなかった。脈みやくと共に噴ふき出だす赤が、つまむ鼻を染めている。

　隠し戸を閉める時、本当に指を詰つめていたらしい。

「大変です、早く手当てを──」

　不ふ意いに、ガンッと小屋の入り口が叩かれた。

　反射的に振り返って見ると、小屋の出入り口の戸に刃やいばが生えていた。外から突き立てられた短刀ダガーが、ボロい戸を破やぶったのだ。

　その刃はすぐに引っ込み、また突き立てられる。ガン、ガン、と、刃で殴なぐられるたび、響ひびく音。同時に、戸がギシギシ悲ひ鳴めいを上げた。

　クレスポが顔を引き締しめて立ち上がる。ベルカナも続いた。指のことが気になるけれど、戦う意志を見せる彼に弱った気配はない。今は我が慢まんしてもらおうと思って、杖つえを構えた。

　敵を迎むかえ撃うつのに、どこかに身を隠して不意をつきたいけれど、ここには何もない。ベルカナが心の中で舌打ちした、その時──。

　耳をつんざく音と共に、ついに戸が壊こわれた。

　怪かい力りきで破られたそこから、吸い込まれたように雨風が吹き込む。雷らい鳴めいが轟とどろき、来訪者のシルエットを浮かばせた。

　ほら、カエルなはずありませんわ！

　雷の逆ぎやつ光こうで輪りん郭かくしか見えないし、俯うつむいて顔は見えないが、それはたしかに人の形をしていた。

　不ふ吉きつなその影へ、待ち構えていたベルカナは魔法を唱となえた。

「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ……！」

　複雑な身み振ぶりを行い、発音の難むずかしい古代の魔法語を紡つむぐ。ベルカナの得意とする、古代語魔法〝眠りの雲スリープ・クラウド〟が、完成する──！

「眠りをもたらす、安らかなる空気を！」

　力ある言葉に魔力が応こたえた。

　突とつ如じよ小屋の入り口に白いモヤが現れる。この魔法の雲に巻かれたなら、たちまち浅い眠りに落ちるはず──が、相手は倒たおれなかった。

「ウゥゥ……ッ」

　頭かぶりを振って耐たえたそれは、低く喉のどを鳴らした。そしてギロリとこちらを睨にらむ。

　瞬間、ベルカナは恐怖に体を強こわ張ばらせた。

「──っ！」

　モヤの晴れた奥──ランタンに照らされたそこに立っていたのは、人ではなかった。

　赤くぬめる肌はだ。妙に長くて節ふしくれだった手足。浮いたあばらと、筋張った首。そしてその上にあるのは──カエルの顔だった。

　そう、敵は人間のような体を持つ赤い肌はだのカエルだったのである。しかも、その顔にある一いつ対ついの目は──らんらんと赤く輝かがやいていた。

「ひっ……」

　体が縮ちぢんだかと思った。それほど禍まが々まがしい、赤。恐きよう怖ふで礫はりつけにされるかと思うほどに──。

　背せ筋すじを不快なものが這はい上がる。あれは不吉なものだと、本ほん能のうが警けい鐘しようを鳴らした。

　あの赤目を見ているとよくない。見ているだけで、胸が締しめつけられるように息苦しい。

「魔物モンスター……！」

　吐はき捨てると、ベルカナは強張る体に鞭むち打うって後退し、目を背そむけた。

「な、何スか、あの変な魔物は……！」

　それはクレスポも同じだったらしい。苦い顔で、直視しないようチラチラ敵を見ている。

「知りませんわ、あんな魔物」

　光る赤目のカエル人間なんて聞いたことがない。自分の知る魔物と照らし合わせてみるけれど……やっぱり思い当たるものがない。

　ベルカナは唇くちびるを嚙かんだ。正体がわかれば弱点がわかるかもしれないのに……。今なお鼻につく甘い匂いにイライラしてくる。

「ベルカナ、危ないッス！」

　警告に、ベルカナは我われに返った。

　眼前に赤い光が迫っていた。思考にふけっている間に、飛び掛かかられていたのだ。

「ガァーッ！」

　赤目カエルが握にぎる短刀が振り下ろされる。ベルカナは右に跳とんでそれをかわした。

　ベルカナは敏びん捷しようさには自信があったから、これくらいなんでもない──けれど、今まで自分がいた場所を見てぞっとする。短刀が床を貫つらぬいていた。もし避さけられなかったらと思うと、冷や汗が噴ふく。
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「これでも食らうッスよ！」

　赤目がベルカナに気をとられている隙すきに、クレスポが背後から鞭で攻撃した。

　しなった鞭は赤目の右足を打ち据すえる。これなら相当の打撃がいったはず……。

　しかし、敵は動じなかった。赤目を振り返らせて新たな獲物を睨にらむ。

「ウガーッ！」

　逆さか手てに握る短刀を振り上げ、襲い掛かる赤目。クレスポは不吉な赤い光に怯ひるみながらも、すんでのところで身を捩よじってかわした。

「こんな変な化け物が出るかもしれないなら、ちゃんとギルドで言って欲しいッスよ！」

　八つ当たりのように叫ぶクレスポ。

　ベルカナはそんな彼にまた援えん護ご魔法を撃うとうとした──が、その時あることに気付いた。

「……ギ……？」

　クレスポの言葉に、赤目が反応したのだ。一瞬動きを止めたかと思うと、どんどん顔に濃こい皺しわを刻きざんでいく。

「ギィィィ⁉」

　そして、駆かけ出した。赤目は牛のようにクレスポに体当たりを繰くり出したのだ。

「わ、アブねっ！」

　けれど、そんなむやみな突進に捉つかまるクレスポではない。軽やかにその場を飛び退のいた。

　一瞬後、鈍にぶい音が鳴って小屋の壁板が三枚はがれる。壁が突進に耐たえられなかったのだ。

「なんて怪かい力りきなのでしょう……」

　恐ろしさを通り越し、感心してしまう。

「でも、あの穴から逃げれるッスよ！」

　ベルカナは領うなずいた。こんな狭せまい小屋の中では戦いづらくて仕方がない。

「ほら、こっちッスよ！」

　クレスポが両手を振り回す。わかりやすい挑ちよう発はつに赤目は引っ掛かり、また突進してくる。

どうも知ち能のうは相当低いらしい。歯を食いしばり──カエルに歯があるかは知らないが──馬ば鹿かの一つ覚えのように突っ込んでくる。

「はっ！」

　それをギリギリまで寄せたベルカナたちは、逆に前に跳とんで赤目の体当たりを免まぬがれた。

　背後でまた、壁板が外はずれる音がする。けれど、構わず二人は目の前の穴から外に出た。

　雨あま粒つぶが全身を濡ぬらす。雨の匂いが、あの不快な匂いを一気に流し落とした。代わりに濁流と豪ごう雨うの響きが耳を打つ。

「さ、逃げるッスよ！」

　敵を目で捉とらえながら走り出すクレスポ。その顔を見て──ベルカナは眉をひそめた。

　血がなかった。さっきまで彼の顔を汚よごしていた指の血が、綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

　雨で流れたというには、あまりにも綺き麗れいだ。まるで、最初から汚れていなかったみたいに。

「何してるんスか、逃げるッスよ！」

　叱しつ咤たされ、我に返る。そして、クレスポの行き先を見たベルカナは──息を詰めた。

「駄目です、そっちは！」

「へ？」

　クレスポの顔が色を失った。彼の足元に、地面がなかったからだ。

　小屋の横にはたしかに谷があった。けれど、まさか雨で地面が崩くずれ、これほど縁ふちが迫っているとは思わなかったのだろう。

　クレスポの体が宙で傾かたむいた。

「クレスポさんっ！」

　ベルカナは無む我が夢む中ちゆうで飛び出した。クレスポの手を握る。体はそのまま落下した。

「きゃぁぁーっ！」

　雨の中、クレスポの左手を握り締める。

　その中指は、ちぎれてはいなかった。




　　　　３




「──カナ……ベルカ……」

　ぺちぺちと頰ほほを叩かれ、瞼まぶたが震ふるえた。

「ベルカナーっ」

　……この声は？　わたしを呼ぶのは……？

　ベルカナはノロノロと意識を取り戻す。

「あ……クレスポ……さん……？」

　霞かすむ目が捉えたのは、泥に汚れたクレスポの顔だった。明るい茶色の目が、ぱちぱちと瞬まばたいて、こちらを覗のぞき込んでいる。

「気付いたッスか？　谷に落ちて気を失ってたんスよ？」

　ベルカナは岩肌を背に座らされていた。雨風にさらされてはおらず、周囲は暗い。ただ、ごうごうと濁流が流れる音が聞こえてくる。

「ここは……？」

　朦もう朧ろうとしながらも立ち上がろうとすれば、右太ももに鋭するどい痛みが走った。

「そこ、落ちた時にケガしたんスよ。折れてないけど、無理して立たない方がいいッス」

　言われて見ると、泥だらけの体の中で、右太ももだけはきれいに拭ふかれて応急処置の布が巻かれていた。傷の位置が結けつ構こう高くて顔から火が噴ふきそうだけれど、それは仕し方かたがない。

「運良く底に落ちる前、せり出た岩に引っ掛かったんスよ。で、側そばの洞どう窟くつに入ったんス」

「そうでしたか……」

　谷は底まで七、八メートルはあった。しかも底には濁流が流れている。落ちていたら──まず助からなかっただろう。

「さすがにあの魔物も、ここまで追ってこないッスね。流れにのまれたと思ったかな？」

　いつもの能天気ぶりで話す彼だけれど、気絶した自分を運ぶなどで疲つかれているはずだ。

「あの……ありがとうございました」

　礼を言うのは妙みように照れくさかったけれど、声を振ふり絞しぼる。ところが、

「ランタンは置いてきちゃったから、後で明かりをよろしくッス」

　クレスポの耳には届かなかったらしい。やはり能天気に魔術師メイジスタツフの杖を差し出されてしまい、ベルカナは口をつぐんで受け取った。

　と、その時、ベルカナはハッとなって、とっさにクレスポの左手を捕まえる。

「え、ええっ⁉　何スか、急に⁉」

「左手の……左手の中指は⁉」

　驚く手をガッシリ摑つかみ、中指を見つめる。泥に汚れたそれは、ちゃんと爪つめの先まであった。手で触さわって何度もその存在を確かめる。

「小屋でも気にしてたッスけど、何ともないッスよ？　何か変へんッスよ、ベルカナ」

　困ったような、照れたようなクレスポの声に、ベルカナはパッと手を離した。顔が熱い。

「も、申し訳ありません……」

　けれど、たしかにあの時は指はちぎれていた。溢あふれる血を見たのは気のせいではない。

　……何な故ぜだろう。ベルカナは首を傾かしげた。

「……と、とにかく、ここでうだうだしてても仕方がないッスよ。谷は登れないし、帰り道を探しに行くッス」

　気まずい空気を取り払うようにクレスポが言う。ベルカナも慌あわてて立ち上がった。

　太ももの傷は痛むけれど、歩くには支し障しようはなさそうだ。……まだ戦える。

「絶対に帰りますわ。ギルドの仕事で帰れなくなるなんて、そんな人生絶対イヤです」

　ベルカナは、クレスポに続いて歩き出した。
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　杖の先に灯ともる〝明ラかイりト〟の魔法の光が、狭せまい洞どう窟くつの壁かべに二人の人ひと影かげを映うつしていた。

　雨の中、谷の側面を登ることはできないと判断したベルカナとクレスポは、出口があることを願って洞窟を歩いていた。

　狭い一本道を、クレスポを先頭にして進む。

「今歩いてるのってどこッスかねー？」

「小屋の真下くらいではないでしょうか？」

　そんな会話でも、していたら気が紛まぎれる。地図のある地下遺い跡せきならいざ知らず、明かりひとつで天然洞窟を行くのは不安があった。谷の縁が雨で崩くずれていたのが気にかかる……。

「それにしてもさっき戦った奴やつ、変な魔物だったッスね。あの赤目に睨まれると、なんかこう、ぞくっとするって言うか……」

「何か魔力でもあるのでしょうか？」

　奴はたしかに変な魔物だった。赤目の力もそうだけれど、やっぱりあの容よう姿しが気になる。

「しかも、あの頭。強きよう烈れつだったッス」

「そうですわね……」

　短刀を持っていたから、それなりに文化のある生活を送っているはずだけれど、カエル人間の種族があるなんて聞いたことがない。

「まるでジャングルみたいだったッス」

「……………え？」

　頭がジャングル？

「何言ってますの？　カエル人間の頭は、ぬめっててかった、気味の悪い赤い肌でしたわ」

「カエル？　敵は髪かみの代わりに花と葉っぱがボサボサ生えてて、手も足も太い大男……」

　クレスポの言葉が途と切ぎれた。同時に、ベルカナは目を瞠みはる。あの匂いが鼻を掠かすめたのだ。

「うげっ、またあの甘い匂いだ……！」

　顔をしかめるクレスポに対し、ベルカナは目を輝かせた。──鼻はつまんだけれど。

「よかった！　この匂いがするということは、小屋と繫つながっているということです！」

　前方を照らす。眼前は狭い道が開け、縦たて横よこに五メートルはある広い空間になっていた。

「でも、それってつまり──」

　──ウウゥ……。

　不吉な唸うなり声が聞こえた。

「あいつもいるってことッスよね？」

　クレスポが呟つぶやいたのと、洞窟を駆かける足音が響ひびき始めたのは同時だった。〝明ラかイりト〟の光を見つけられてしまったらしい。

「ガァアア‼」

「わーっ、いきなり突とつ進しんしてきたッスよ！」

「とにかく、広い所へ！」

　狭い場所では二人並んで敵と対たい峙じできない。走って道を出ると、匂いがきつくなる。そして、赤目が迫ってくるのがはっきり見えた。

「うぅっ」

　赤目を見た時の奇き妙みような感覚も相あい変かわらずだ。できるだけ直ちよく視しせずに、敵の体を捉とらえる。

　やはり、赤い肌をしたカエル人間だ。それなのに、どうしてクレスポはあんなことを？

「フギィィ！」

　毎度同じ短刀を握にぎっての突進攻撃を、二人は両りよう脇わきに跳とんで避よける──が、ベルカナは着地の時によろめいた。足が痛い。

　クレスポが鞭を抜いた。

「援えん護ごは任せたッス、ベルカナ！」

「……わかりました」

　貧弱なクレスポを前に立たせるのは正直不安があるけれど、自分は負傷している身だ。ここは頑がん張ばってもらうしかない。

　ベルカナは意を決して呪じゆ文もんを唱となえた。

「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ、楯たてとなりて守れ！」

〝守りの楯プロテクシヨン〟の呪文が完成する。クレスポの周囲を不ふ可か視しの壁が覆おおった。璧は、敵の攻撃の威い力りよくを殺そいでくれるだろう。

「ありがたいッス！」

　振り返ろうとしている赤目に、クレスポの鞭が飛ぶ。蛇へびのようにうねったそれは、赤目の背中を打ち据すえた。

　グウと、赤目が唸うなる。けれど、大してこたえていないらしく、すぐに短刀を振りかざしてクレスポに襲おそい掛かる。

　もっと大きなダメージを出さないと……！

「ケーッ！」

　耳を潰つぶすような奇き声せい。短刀はクレスポの右肩を狙ねらったけれど、風を切るだけに終わった。

「万物の根源たるマナよ、彼かの剣つるぎに力を！」

　続けてベルカナはもう一つの魔法を飛ばす。

〝魔力付与エンチヤント・ウエポン〟のかかった鞭は、淡あわい光を帯おびた。これで攻撃の威力は増ます。

「やぁっ！」

　クレスポの鞭が閃ひらめく。さっきよりも一段としなった鞭は、まるで吸い付くかのように赤目の腕うでを打った。

「ギャンッ！」

　先より強い一撃に、赤目が悲鳴を上げた。

「「やった！」」

　たしかな手ごたえに歓かん声せいを上げる──が、

「……え？　傷が……？」

　強打されたはずの腕なのに、まるで傷がついた様よう子すがない。

「そんな、効きいてないんスか⁉」

　クレスポは驚くけれど、焦あせらずに赤目の短刀を避け、また鞭を振るう。

　背中を打たれた赤目は悲鳴を上げる──が、やっぱり負傷した様子はない。

「これではキリがありません……！」
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　戦いを見守るベルカナは、唇くちびるを嚙かんだ。

　クレスポは反撃できているけれど、ダメージを与えられないと埒らちが明かない。

　何か、何かカラクリがあるはず──！

　ベルカナは焦る頭で考える。

　鞭が駄だ目めなら、攻撃魔法はどうだろうか？　でも、今、赤目めがけて魔法を放っては、誤あやまってクレスポにぶつけてしまうかもしれない。

　どこか急所があるのだろうか？　それを突つけば、倒たおすことができるのか？

「何か──……」

　思わず親指の爪つめを嚙みそうになった時──、

「うわあっ！」

「クレスポさん！」

　今まで避け続けていたクレスポが、ついに赤目の凶きよう刃じんに捕まった。斬きるというより、刃で殴ったような赤目の攻撃を腹に受け、クレスポの体が宙に浮く。そのまま背後に飛ばされ、ガンと何かにぶつかって転がった。

「げほッ」

　クレスポの顔が歪ゆがむ。〝守りの楯〟のおかげで重傷は免まぬがれたが、血がにじんで辛つらそうだ。

「クレスポさん！」

　ベルカナは駆け寄った。うめくクレスポを支えながら──その背後にある物に気付いた。

「これは……？」

　底の浅い木箱がたくさん散らばっていた。

　壁かべに沿そって積み上げられていたこれらは、クレスポにぶつかって崩れたらしい。

　そこからは土と共にたくさんの白い花がこぼれていた。そして強烈なあの匂いが充じゆう満まんしている。この花が匂いの原因だったのだ。

「……この花は！」

「ふえ？　何スか、この臭くさい花は？」

「マドワシバナです」

　ベルカナは自信を持って言った。

「本で読んだことがあります。匂いに強い幻げん覚かく作用を持つ、麻ま薬やくの原料となる花です」

　麻薬はロマールの闇やみ市いちではよく売られている品だ。おそらく裏うら切ぎり者たちが密輸していた商品とは、この麻薬の原料だったのだろう。

「今、あの赤目がカエル人間に見えているのも、この花の匂いによる幻覚なのですわ！」

「えっ⁉　赤花ジャングル怪かい人じんッスよ⁉」

　ベルカナとクレスポで敵の姿が異ことなって見えるのも、クレスポの指がちぎれたように見えたのも、全すべては幻覚だったのだ。それなら合が点てんがいく！　カラクリは解とけた！

　後は、いかに幻覚を打ち破るか？　鼻をつまめばいい？　でも、小屋ではそれだけでは駄目だったし、どうすれば──？

　けれど、考える暇を赤目は与あたえてくれない。

「ガァーッ！」

　凶きよう刃じんからベルカナは飛び退のこうとした……が、負傷したクレスポが逃げ遅おくれるのが見えた。

「クレスポさん！」

　クレスポを押して庇かばうと、右腕を斬られた。

「ベルカナ！」

　ビッと服が裂さけ、傷口が燃えたように、痛みと血の熱がほとばしる。悲鳴はのみ込んだものの、ベルカナの動きは止まってしまった。

　また短刀を突き出そうとする赤目。けれどそれはクレスポが体当たりで遠ざけてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶッスか⁉」

「は、はい……」

　クレスポに助け起こされる時、ベルカナはある匂いを嗅かいだ。甘くない、鉄を含んだようなこの匂いは……腕から流れた血の匂いだ。

「……これですわ」

　たしか小屋での時も、花の匂いに雨の匂いが打ち勝った時、指がちぎれている幻覚は見えなくなった。匂いで幻覚を見ているなら、この甘い匂いに上うわ回まわる匂いを嗅げばいいのではないか？　そうすれば──

「むげっ！　な、何するんスか！」

　ベルカナは自分の傷口をクレスポの鼻にこすりつけた。痛いけれど、それは我が慢まんする。

「血生なま臭ぐさいッスよ！　うべっ」

「それでいいのです！」

　鼻の周りを血で赤くしたクレスポは、顔をしかめた。そして、赤目を見て……固まった。

「クレスポさん？」

「……たしかに、本来の姿が見えるようになったッスけど……これは……」

　相手の正体を目まの当たりにして、クレスポは硬こう直ちよくしていた。すぐに気を取り直して身構えるけれど、その顔は引きつっている。

　とにかく彼のおかげで、血の匂いで幻覚効果を消せるのがわかった。自分も鼻面に傷口を押し当てる。ツンと臭におう血生臭さに、甘い匂いから頭が醒さめた。

　幻覚が晴れ、そこに立っていた敵は──。

　人だった。否いな、人だった魔物だ。

「レッドキャップ……」

　その名をポツリと口にする。

　カエル人間の頃より、本ほん性しようは一回り小さかった。赤い皮ひ膚ふに、髪かみが抜け落ちた頭。赤く光る目と、曲がった背中。節ふしくれだった手足。ボロボロの衣服を着て、短刀を握る敵は、まぎれもなく人間だったものだ。

　幻覚では傷を負っていないように見えたけれど、実際はかなり深ふか手でを負っていた。幻覚の時は生命力に溢あふれていたように見えていたが、今はあちこちから血を流しながら幽ゆう鬼きのようにゆらりと立っている。

「レッドキャップ？」

「……朱しゆ頭とう病びようの感かん染せん者です」

　人の精神は、精神の精せい霊れいの働きに左右される。朱頭病は、あまりの恐きよう怖ふに襲おそわれたためにその働きに異い常じようが現れる病やまいだ。異常に働く精霊力のせいで、正しよう気きを失い、皮膚が赤く腫はれ、頭とう髪はつが抜けるのでその名で呼ばれる。

　そしてその病は、朱頭病感染者の目を見ると感染する。光る赤目を見て、おぞましい寒さむ気けに襲われていたのは、そのせいだったのだ。

　──謎なぞが解けた。

「イヒ、イヒヒ……ヒヒヒ……」

　正気でない赤目は歪んだ顔をさらに歪めた。

「お、おまえラ、ぎるどノもんだ……ロ？」

　赤目がくぐもった声で話し出した。

「おれおオッテきたカ？　ころスノか？」

　手を力なく垂たらし、恨うらめしそうに見てくる。

「ぎるどぎるど……ニクイ。オレたちノかねをマキアげ、こきつかうギルド、ニクイ！」

　傷付いた足で地面を蹴り、短刀を振り上げてクレスポに襲い掛かる。

　それなのに、クレスポは動かない。光る赤い目に射い抜ぬかれ、体が硬こう直ちよくしていた。

「駄目、光る目には朱頭病を感染させる力があります、長く見てはいけません！」

　叫ぶと、クレスポは歯を食いしばって赤目から目を外した。けれど、凶刀は避けられない。

「ぐあっ！」

「クレスポさん‼」

「だ、大丈夫ッス！」

　斬られた左腕もそのままにクレスポは叫ぶ。

「くそーっ、赤いだけの目なんかに負けないッスよ！　幻覚が晴れた今がチャンス、今なら正確に奴の体の形を捉えられるッス！」

　クレスポが駆け出した。そして、赤目とすれ違いざまに、鞭を鳴らす。

「いっけぇ───！」

　ヒュンと、風を切る音がした。

　鞭がバチンと、赤目の足首を捉えた。そして、そのまま絡からみつき……、

「転ころべぇ！」

「ギャゥ！」

　赤目の体が傾かしいだ。そのまま地面に倒れ伏す。今が、好こう機き──！

「万物の根源たるマナよ、光の矢となれ！」

　とっさに魔法を唱えていた。いつも以上に舌が回り、複ふく雑ざつな呪文を唱えあげる。魔力が集まり──〝光の矢エネルギー・ボルト〟が発動する！

　熱線が、光の尾おを引いて赤目の胸を突ついた。

「ギャアアアアアッ‼」

　軋きしむような絶ぜつ叫きようが洞窟にこだまする──。

　赤目の魔物は、のけぞって床ゆかを跳はねた。
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　ベルカナ渾こん身しんの〝光の矢〟で、赤目は倒れた。けれどそれはベルカナも同じだった。魔法に気力を使い尽つくし、ぺたんと座すわり込む。

「ベルカナ……」

　満まん身しん創そう痍いのクレスポが傍かたわらに座る。彼ももう、意い識しきを保っているのが精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「あとは、帰るだけですわね……」

　ベルカナが呟つぶやいた、その時──

「ヒヒヒ……」

　伏した赤目から、気味悪い声が聞こえた。

「お前、まだ……！」

　赤目が起き上がろうと、身を捩よじっている。しとめたと思っていたけれど、まだ意識があったらしい。なんてしぶとい奴やつだろう。

「ベルカナ、逃げるッス……よ」

　クレスポが言うけれど、彼に逃げる力は残っていないように見えた。ベルカナも、足の怪け我がが痛んで、クレスポを助ける力はない。

「置いてはいきませんわよ、クレスポさん」

　ベルカナはとっさにクレスポの手を握った。

「ベルカナ……」

「ハヒャ、ハ、ぎるどのヤツ、コロす。シネ、シネ、しねシネしねしねしネ……」

　赤目が立ち上がる。そして短刀を構えた。

　それはひどく緩かん慢まんな動きに見えるのに止める手はなく──このままでは殺されてしまう。

　あぁ、もう終わりですの──⁉

　ベルカナがそう思い、赤目が腕を振り上げ、そして──

「そこまでだ」

　低い声が止めに入ったのは同時だった。

　洞窟の奥から、見知った顔の男が大勢の部下を引き連れて現れた。

「バーゼル！」

　マスクをつけたバーゼルが立っていた。

「ど、どうしてここに？」

「仕事が早く片付いたので追ってきた。小屋は壊されていたが、まだ生きていたか。地下は幻覚の匂いが充満しているから入るなと言っただろう？」

「そ、そんな話、聞いていませんわ！」

「そうッスよ。しかも、ここに入ったのは谷の側面からッスよ⁉」

「……そうか。この先の一本道は行き止まりになっていたらしいが、雨で穴あなが開いたか」

　そして、ふんと鼻を鳴らす。ベルカナはかちんときた──けれど、助けてくれるまでは文句を言わないように努つとめることにした。

「さて裏切り者。谷底の死体が一つ見つからず、この雨で流れたかと思っていたが……こんな所にいたのか」

　バーゼルが冷ひややかに言った。

　赤目を見るバーゼルも、やはり朱頭病の目線に顔をしかめたけれど、恐きよう怖ふに打ち勝ったのか、すぐに平へい静せいを取り戻す。

　この赤目は、やはり裏切り者一味の生き残りらしかった。そして、その赤目は──バーゼルを見たまま硬直していた。

　ベルカナは首を傾げる。今まで突進ばかりしていたのに、どうしたのだろう？

「……ア、……ア、アア……」

「いっそ死んでいれば楽だったのにな」

　バーゼルが笑う。そして、腰こしに下げていた剣けんを、シャラリと抜いた。

「また、怖こわい目に遭あいたいか……？」

　ベルカナは無意識に自分の腕を抱だいた。彼の笑えみは初めて見たが、ぞっとした。レッドキャップの赤目よりもずっと──。

「アアアア、あああ、あ、あああ──‼」

　赤目が絶叫する。襲い掛かるどころか、手を震わせて頭を振る。あまりに異常な行動だ。

「アアアアーッ！」

「思い出したか？　追い詰つめられた時のことを。裏切り者への制せい裁さいを──」

　剣の切っ先を赤目に向ける。ただそれだけで、赤目は喉のどが裂さけんばかりに絶叫した。

「アアアアア───！」

　ベルカナは人が発はつ狂きようする瞬しゆん間かんを初めて見た。

　怖こわい。人はここまで人でなくなれるのか。

「ふん。手を下さずとも捕らえられそうだな」

　バーゼルが言い捨てて、剣をしまう。

　その様子を見て、ベルカナは思う。この裏切り者を恐怖のあまり朱頭病にしたのは、彼ではないかと。だから赤目は、バーゼルの言葉に恐れたのではないだろうか？

　……ギルドに逆さからえば、恐ろしい制裁が待っているという。──人を狂くるわせるほどの。

「おい、これを縛しばれ。目には布を巻くんだ」

　バーゼルは部下たちに命令すると、こちらに振り返った。

「お前たちもご苦労だった。手当てを受けてロマールに戻れ。本部で報ほう酬しゆうを渡わたそう」

　それだけ言って、バーゼルは帰っていく。

　いつもなら皮肉の一つも言い返してやるところだけれど、今は何の言葉も浮かんでこなかった。ただ、目の前の光景が衝しよう撃げき的てきで……。

　ベルカナは胸元で拳こぶしを握り締めた。そして思う。自分は何て世界にいるのだろう、と。

　もし自分もギルドの命令を破ったら。命令を守れなかったら、ああなるのかもしれないのだ。あの、赤目のように──。

　血の気が引いた。怖い、恐ろしい……。

「あ～、バーゼルってずるいッスね～」

　と、そこにのん気な声がした。クレスポだ。

「いいところを持っていきすぎッスよー」

　何を言ってますの、この人は？

　目の前で叫ぶ赤目が縛られているという惨さん状じようがあるのに、彼は普ふ段だんのままだった。

「ま、助かったからいいッスけどねー。命あって、なんぼッスから」

　この非常事態に、彼の日常があるのが不思議で可お笑かしくて、ベルカナはふきだした。何だか可笑しくてたまらない。それなのに、何だかとっても安心した。

「なに笑ってるんスか、気持ち悪いな～」

　それはこっちの台詞せりふである。

　血に汚れた頰をかく彼を見て、強くなろうと思った。大丈夫、何が起こっても自分を失わない強さがあれば、きっと大丈夫。

「でも、何であんな幻まぼろしを見たんスかね？」

「その時、わたしたちがカエルや花のことを考えていたからではないでしょうか？」

「えー？　それならもっとセクシーなおねーさんを考えてれば良かったッス」

「そんなことを考えている限りは、いいところを持っていかれ続けますのよ、きっと」

「えーっ、それはないッスよ。いつかアイツを超こえるんスから、俺は」

　生なま意い気きなことを……。

　けれど、そんな強気な一言に、日常が帰ってきたんだと実感するベルカナだった。







　　　　　ブックの日記　　○月＊日




　マーマンの生せい態たいについて書かれた本がなかなか見つかりません。

　読みかけだった『人が空を飛ぶまで』に続けて『縦たてロール流行の起き源げん』まで読んだのに。

　どちらもカストゥール時代の研究書でしたが、まぁ面白い本でした。




　今日の晩ばん御ご飯はんの席では、クレスポさんとベルカナさんが苦労話を聞かせてくれました。

　何でも、ボクたちの知らないところで盗とう賊ぞくギルドからの仕事を請うけていたそうなのですが、それがとても大変だったそうで。

　二人は、マドワシバナという薬草の見み張はりに立たされていたと言います。あんなものが出回ったなら大変ですね。最近はロマールでも、妙な禁きん制せい薬草が入荷されていると聞きますし、本当に混こん沌とんとした街だなぁ、と。




　仕事を終えた後のベルカナさんは少し疲つかれた様子でした。

　それなのに「仕事は仕事。ギルドでも頑がん張ばる」的な発言をしていたのだからビックリです。何でも、今度という今度こそバーゼルにいいところを持っていかれたのが許ゆるせないそうで……彼を左さ遷せんするのもいいな、とか呟つぶやいていました。

　たしかにそれはいい案かもしれませんね。

　対するクレスポさんは、まるで疲れた様子もなく、自分の見た幻げん覚かくがいかに強きよう烈れつで面おも白しろかったかを伝えるのに必死になってました。あの様さまを思い出すと……ああ、バカは楽そうだなぁと思ったり。




　ちなみに今夜は、クレスポさん、ベルカナさんのおごりでした。姐ねえさんのおかげです。

「臨りん時じ収しゆう入にゆうがあったからいいでしょ」とゴリ押おししてしまうのはさすがと言うか何と言うか。

　ベルカナさんは「シャイアラさんは働いてないでしょう」と言い返しましたが、それも、

「だって、アタシたちがいたら山小屋でも水すい槽そうの中の時みたいには過ごせなかったでしょ？　ああ、その時のことを話してくれるなら、逆ぎやくにおごってもいいけどさ」

　と、言って黙だまらせていました。さすが姐さん。あの饒じよう舌ぜつぶりには、いつも脱だつ帽ぼうの思いです。

　……ボクは帽子を被かぶる習しゆう慣かんを持ちませんけどね。
















ライアー・ラヴァー







　プロローグ




「ああっ、敵てきが逃にげようとしています！」

　やっと見つけた標的たちが、用水路に浮うかぶ小こ舟ぶねに乗り込んでしまった。

　一人が手て際ぎわよくとも綱づなも解とき、もう一人がオールを握にぎると、舟はすぐに陽光できらめく汚お水すいの上を滑すべり出す。橋のへりに駆かけつけた時には、もうずいぶん進んでしまっていた。

　しかも、船上の二人は忌いま々いましくも「アッカンベー」をして見せてくれる。

　ベルカナは怒いかりのあまりに失神してしまいそうだった。

　まさかこんな撤てつ退たい手しゆ段だんを用意していただなんて！

「あちゃー、裏うら通どおりに舟を隠かくしてたんだ。退たい路ろを調べておく時間がなかったからなー」

「誰だれのせいですか、シャイアラさん！　あなたが寝ね坊ぼうしなければ、刻こく限げんまでに小舟を沈しずめておくこともできましたのにっ」

　隣となりで額ひたいを叩たたいているエルフに、ベルカナは髪かみを逆さか立だてる──が、こんなことをしている場合ではない。追う手段を考えなければ。

　用水路の幅はばは三メートルほど。並へい走そうしても真ん中を走る舟に武ぶ器きは届とどくまい。かと言って、泳いで追うには水が汚きたなすぎる。ここに飛び込むのは絶ぜつ対たいに嫌いやだ。

「あの小舟はかなり古い型ですね」

　──と、背はい後ごの眼鏡めがねをかけたグラスランナーがぽつりと呟つぶやいた。

「あのように板を継つぐタイプのものは十五年前に流は行やった型ですよ。今ならもっと先せん端たんを尖とがらせて進みやすくしたものが主流です。北東の方では右う舷げんと左舷の大きさを変えることで漕こぎ手一人でも進めるような画期的な舟が発明されているというのに、まだこんな旧きゆう世代のものを使うとは。実にロマールらしくありませんねぇ。だいたい……」

「本を取り出して解かい説せつしている場合ではありませんわ、ブックさん！　いい案が思いついたのかと期待しましたのに！」

　どうにかしないと！

　焦あせって周囲を見回せば、メンバー一頼たよりになりそうなハーフ・エルフが──

「マロウさ──」

　小路の角でしゃがみ込んでいた。

「あーん、あーん」

「よしよし。お母さんとはぐれちまったか？」

　偶ぐう然ぜんにも遭そう遇ぐうした迷まい子ごのお守りに手一いつ杯ぱいらしい。目の前で敵てきが逃げてしまおうとしている時に！

「こうなったら、このわたしが！」

　ベルカナは魔術師の杖メイジスタツフを強く握り締しめた。そして、魔ま法ほうの詠えい唱しようを開始する。

「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ──」

　失われし古代王国で生み出された魔法〝眠りの雲スリープ・クラウド〟を使えば、舟の中の標的たちを寝かせられる。そうすればオールを漕ぐ手も止まってスピードが落ちるはずだ。

「眠ねむりをもたらすやすらか……」

「ここは俺おれに任まかせるッスー！」

　呪じゆ文もんが完成するその一いつ瞬しゆん前。背後から元気いっぱいな少年の声が響ひびいてきた。

　少年は背後から駆けつけたかと思うと、そのまま橋の手すりに足を駆け──

「とぅっ！」

　と、大きくジャンプした。

　小舟へ向かって描えがかれる、美しい放物線。

　まさか飛び移うつる気ですの──⁉　と、ベルカナが目を点にした、その時。

　──バチンっ。

　と、舟の敵がライト・クロスボウのボルトを発はつ射しやさせた。

　それは見事に真まっ直すぐ飛んでいくと──

「ぬぁ⁉」

　スコンっと、少年の鉢はち巻まきのど真ん中に命中した。

　どぱーんっと盛せい大だいに立ち上る水しぶき。

　一瞬後、少年は用水路にぷかーっと浮かび上がる。

　その壮そう絶ぜつな光景に、ベルカナは魔法の続きを唱えることも忘わすれてしまっていた。

「げっ。クレスポ、生きてるー？」

　エルフが顔をしかめた。そこに下品な高笑いが聴きこえてくる。

「ひゃっひゃっひゃー！　残念だったなー、ヒヨっ子どもー！」

　憎にくき標的たちの姿すがたが遠ざかる。

「あーん、あーん」

　迷子の泣き声が響く中、ベルカナもまた泣きたい気分になるのだった。




　　　　１




　もう少し、もう少し……。

　我わが悲願の達成まで、あともう少し。

「おいで」

　手て招まねくと、自信の作品がそろそろと歩いてやってきた。

　その足の運び方も、困こまったように顔を傾かたむける癖くせも、どれもこれも望んだとおりのものだ。

「ネイハム……」

　ギシっとソファーを軋きしませて、それは体を預あずけてきた。

　柔やわらかい感かん触しよく。懐なつかしい白百合しらゆりの香こう水すいの匂におい。

　けれど、何かが違ちがう──

「もっと……もっと柔らかく、私の名前を呼よぶのだ」

「はい。ネイハム」

「そう。今のように、優やさしく──」

　──彼女がそうしたように……。

　望むものがすべて揃そろえば、取り戻もどせるに違いない。

　この屋や敷しきに灯ともる明るさを。このソファーで過すごす幸せな時を。傍かたわらで微笑ほほえむ彼女を──

　もう少しだ。もう少しで願いが叶かなう。

　あと少しの足りないものを見つけたなら──

「ネイハム」

「……何だ？」

「愛してるわ」

　それが彼女のように微笑んだ。

　そして──

　部屋に盥たらいが落ちる音が響きわたった。
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「最初に断ことわっておきますが、わたしは不本意です」

　ベルカナ・ライザナーザは、それこそ目線で人を殺す勢いきおいで目を吊つり上げた。

「流行に流されるのは嫌きらいですし、何より占いなんて信じていませんの。自分の人生を赤の他人の言うとおりに生きるのも、赤の他人に言い当てられるのも嫌です。ですから、本当は下町で流は行やりの占いの館やかたなどに行きたくはないのです」

　それもこんな恰かつ好こうで。

　自じ慢まんのチョコレート色のロングヘアーは二本の三つ編あみに。首にはダサい花はな柄がらのスカーフ。その下は、肌はだ触ざわりの悪いブラウスに映はえない色のスカート。足には薄うすっぺらい革かわ靴ぐつだ。

　こんなに無ぶ様ざまな恰好、生まれてこの方かた十七年、したことがない。

「スカートの丈たけ、あってないわね。ベルカナはちっさいからサイズがなかったの？」

「余よ計けいなお世話ですわ、シャイアラさんっ。それより、そちらはいつもの服に見えますけれど、ちゃんと変へん装そうしなくて構かまわないのですか？」

「自前だけど、いつもとは違う服よー？」

　そう言って、森の妖よう精せいエルフのシャイアラは自分の恰好を確たしかめる。

　いつもは後ろに流す豊ゆたかな金きん髪ぱつは高く結ゆい上げ、エルフの象しよう徴ちようたる先の尖とがった長い耳は頭に巻まいた布ぬので隠してある。少し余よ裕ゆうのあるワンピースに太いベルトを締しめ、ロングブーツをはいた出いで立ちだ。

　たしかにいつもの肌にぴたりとつく服装とは違うけれど、たわわな胸むねのラインと白い太ももが丸出しなのは同じだった。こんなに目立つ恰好では、普ふ段だんと違う服でも印象は変わらないままではないか。

　……シャイアラさんって、丈の短いスカートしか持っていないのでしょうか？

　唸うならずにはいられないベルカナだった。

「どうしてギルドで適てき当とうな服を借りてこなかったのです？」

「ギリギリまで寝ねてたから、借りに行く暇ひまがなかったのよ」

　シャイアラが大真ま面じ目めに答えた。

　ベルカナは、思わず脱だつ力りよくする。

　それが叡えい智ちあふれる種族、エルフの言葉だろうか？

「少しは学習してください。どうしてこんなことになったのかわかっているのですか？」

　こんな恰好をする羽目になったのも、興きよう味みもない占い小屋に行かなきゃいけなくなったのも、すべての原げん因いんは二日前にある。




　二日前──




「無様だな」

　と、四十がらみの長身男が言った。

　盗とう賊ぞくギルドの上司、バーゼルである。

「ギルドに黙だまって盗ぬすみをしている奴やつらを捕つかまえて来いと言ってみれば、小こ舟ぶねに乗られて逃にげられたとはな。たまたま別のギルド員が傍そばにいたから、行方ゆくえをくらます前に捕とらえることができたが、他の者の手を借りるとは、情なさけない」

　バーゼルは仰ぎよう々ぎようしく額ひたいを押おさえてため息をつく。わざとらしい態たい度どに怒いかりは込みあがるばかりだけれど、仕事をできなかったのは事実。ベルカナは唇くちびるを嚙かんで怒ど声せいを飲み込んだ。

「こんなことでは困こまるな。盗賊ギルドの一員としてしっかり働いてもらいたい」

「別に、入りたくて入ったわけではありませんわ」

　ここは、中ちゆう原げん南部の王国ロマールの首都にある、盗賊ギルドの本部だ。

　ロマールは交通の要よう衝しようであり、世界各地から旅人が訪おとずれる賑にぎやかな街である。

　そしてその華はなやかな顔の陰かげでは、世界一の規き模ぼだとうたわれる裏社会が広がっているのだ。盗賊ギルドとは、その世界を牛ぎゆう耳じる巨きよ大だいな組そ織しきのことである。

　広い闇やみ市いちに並ならべる密みつ輸ゆ品ひんや盗とう品などを監かん査さし、またそうした品を扱あつかう闇商人や盗賊たちを統とう括かつしている。ギルドはその者たちに仕事をしやすい環かん境きようを提てい供きようし、かわりに上じよう納のう金きんの支し払はらいや、ギルドの指し示じで仕事を請うけることを義ぎ務む付づけるのだ。そうして運うん営えいされている盗賊ギルドは絶大な力を持ち、国家さえその存そん在ざいを黙もく認にんしているほどである。

　ベルカナは、そんな恐おそろしい組織にひょんなことから加入してしまった。

　抜ぬけるにはリスクが大きすぎるため、ベルカナは現げん在ざいギルドの一構成員であることに不本意ながら甘あまんじていた。

「そーよ。無む理り矢や理りギルド員にした上に仕事をしろだなんて横おう柄へいよ」

　そう言って腕うでを組んだのは、金髪のエルフ、シャイアラだった。

「アタシ、働くの好きじゃないから」

　わがままと怠たい惰だを体現する彼女は、丸出しの太ももを組み替かえて、深いため息を吐つく。

「盗賊を志こころざしたことなんてありませんよ。ボクは賢者セージなんですから」

　部屋の隅すみで本を読んでいたブックが顔をあげた。

　彼は草原の妖精グラスランナー。子こ供どものような容よう姿しと好こう奇き心しんを持つのはグラスランナーらしいものの、グラスランナーらしからず草原を走るより本を読むのが好きな彼は、伊だ達て眼鏡めがねをクイクイと動かした。

「大体、あんな強ごう引いんな加入の仕方はどうかと思いますよ。人には選ぶ自由があって……」

　と、本で得た知ち識しきをペラペラと喋しやべり出す。

　彼は、知識に対して貪どん欲よくだ。だから賢い種族とうたわれるエルフのシャイアラと行動を共にしているのだが……いつも小間使い扱あつかいされている。

「え？　オラはギルドに入ると仕事をもらえるって聞いただども？」

　首を傾かしげたのはハーフ・エルフの青年マロウだ。

　一つに束ねた長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらし、水色の瞳ひとみを瞬しばたたかせる彼は、舞ぶ台たい役者も顔負けな美び貌ぼうの持ち主である。表情は柔にゆう和わで、その上迷まい子ごも放っておけない優やさしい心の持ち主である。彼に会った娘むすめは誰もが目をハートの形にするとはシャイアラの弁べんだ。

　ただ、

「違うんだべか？」

　片かた田舎いなか育ちで染しみ付いた訛なまりが玉に瑕きずである。

　また、騙だまされやすいのもそうだ。出で稼かせぎに街へ来ている彼は、ギルドに加入する際、「ここで仕事を紹しよう介かいしてもらえる」と騙されて入った。実は表を歩けない者たちの巣そう窟くつであることをまるで知らないのである。

「まぁ、その話はまた今度しよう、マロウ。今は仕事の話してるんだし」

　騙した張本人のシャイアラが、さりげなく話題を変えている。

「そうだ、仕事の話だ。今まで何度か仕事を振ってきて、どれも一いち応おうこなしてきたから少し甘く見ていたが……失敗は許ゆるされんのだぞ」

　バーゼルが頷うなずく。

　ベルカナは肩かたをすくめた。

　彼らもまたベルカナと一いつ緒しよに盗賊ギルドに入ってしまった面々だ。そして、勝手にパーティと勘かん違ちがいされて、共にギルドの仕事をしてきたメンバーである。

　いや──メンバーはこれだけではない。もう一人いる。

「あれは、運が悪かったッスね」

　穴あなの開いた鉢はち巻まきを巻まく少年が、わざとらしくしかめた顔で頷いた。

「あの時、クロスボウのボルトさえ飛んでこなかったら捕まえられたと思うッス」

　大真ま面じ目めに語る少年の名は、クレスポという。

　彼は背高で引き締しまった体つきではあるものの、どこか貧ひん弱じやくな雰ふん囲い気きがある。その原げん因いんは、幼おさない頃ころに大病を患わずらったせいらしく、身体からだがとても弱いのだ。

　いや、身体が弱くなくともボルトを正面からぶつけられては昏こん倒とうしてしまうだろう。クレスポの場合、命があっただけでも奇き跡せきである。

「そう思わないッスか、ベルカナ？」

「馴なれ馴れしく話しかけないでください。鼻が曲がりますっ」

「えー？」

「あなた、自覚していませんの？　そのひどい臭におい！」

　用水路に落ちた彼は、引き上げられた後に治ち療りようされ、今やピンピンしているけれど、汚水に落ちた臭いばかりはなおっていなかった。服も着替えているというのに、用水路恐おそるべし、だ。

「本当に運が悪かっただけか？　遠えん距きよ離り武器で迎げい撃げきされることくらい、予想しろ」

　バーゼルがクレスポに一いち瞥べつをくれる。

　──あなたに無理矢理ギルドに入れられなかったら、仕事を失敗することも仕事を振られることもありませんでしたわ。

　ベルカナは心の中で毒づいた。

　けれど、バーゼルの言うことはもっともである。

　ベルカナだって用水路に浮かぶマヌケなクレスポを置き去りにしたい気がなかったわけではない。でも、目の前で死なれたら気分が悪いので、縄なわで引き上げたけれど。

「そもそも、取引現場の建物の裏に用水路があるのはわかっていただろう？　あらかじめ舟の存そん在ざいをたしかめなかったのか？」

「しょうがないじゃない。早朝なんかに取引するんだから、起きるの大変だったのよ」

　シャイアラが言う。

　彼女の寝ね坊ぼうが原因で、事前に現場周辺の確かく認にんができなかったのだ。

「そんなことでは困るな、無む能のうが」

「なんだと‼」

　シャイアラが怒いかりに髪を逆さか立だてた。隣のベルカナも同じ気分だったが……言い返せない。

　仕事に失敗したのは事実だ。だから無能と言われても仕方がなくもない。

　──でも。

　わたしは努力しましたわ。他の皆みなさんが足を引っ張ったんですのよ！

　内心で抗こう議ぎするベルカナだった。

「とにかく。名めい誉よ挽ばん回かいの機会を与あたえてやろう。次の仕事では失敗することのないように」

「えーっ」

　バーゼルの言葉に、全員が一いち様ように不平の声をあげた。

　別に新たな機会なんて欲ほつしていないのに……。

「仕事の内ない容ようは、下町の売れっ子占い師しの調ちよう査さだ。そいつがギルドが取り仕切っている薬品を無む断だんで売っている疑うたがいがある。それを売買する場合はギルドに上納金を支し払はらう義務がある。払っていないことが発覚し次し第だい──」

「ちょっと。勝手に話を進めないでくださいません？　まだ仕事をするとは言っていませんわ」

「全くッスね。どうせなら幽ゆう霊れい屋や敷しきの調査みたいな面おも白しろそうなのとか、美女の部屋に潜せん入にゆうできそうなドキドキする仕事がいいッス！」

「ああ～。あの、郊こう外がいにあるってゆー有名な屋敷のことだべか？　側そばを通ると中から音が聞こえてくるっていう……」

「論ろん点てんがずれていますわよ、クレスポさん、マロウさん！」

　頭を抱かかえるベルカナに、今度はバーゼルが言う。

「この先ずっと無能と呼よばれたいか？」

　鋭い一言に、部屋に沈ちん黙もくが訪れる……。

　ギルドに興きよう味みはない。ギルドの仕事もしたくない。

　けれど、これ以上無能呼ばわりされるのは、ベルカナのプライドが許ゆるさなかった。




　だから──




　この、みすぼらしい変へん装そうなのである。

「一応、そのへんの娘むすめさんっぽくは見えるでしょ？　相手は毎日山のように娘の顔を見てるんだから、一回行ったくらいじゃ顔なんて覚えられないわよ」

　シャイアラが言う。

　ベルカナたちは今、ありふれた町娘になりすまし、問題の占い師の館に行ってみようとしていたのだ。

　そう。結局仕事を請うけたのである。

　理由は人それぞれだろうけれど、ベルカナの場合はプライドを守るためだった。

　何としてでもこの仕事を完かん遂すいし、そしてバーゼルを見返すのだ。

　もう無能などとは呼ばせはしませんわ！

「……そうですわね。普ふ段だんよりは普通の恰かつ好こうですわ」

　──ところが、のっけからこの状じよう態たいである。ベルカナは反論する気も失せて、頷うなずいた。

　そしてシャイアラと共に、占い師の館へと赴おもむいた。

　問題の館は、賑にぎやかな下町の通りの一角にある。

　館とは名ばかりで、その外見は色とりどりの分ぶ厚あつい布ぬのを幾いく重えにもかけたテントであり、その前には若わかい娘たちが様々な表情で長い列を作っている。噂うわさにたがわず若い娘に大人気のこの館には、連日列ができるのだそうだ。

「占い師の名前はソフィー。まだ十代半ばくらいの若い女の子なんだって」

「そのソフィーが薬を売っている、と？」

「情じよう報ほうによるとね。でも、売ってるのは紅こう茶ちやらしいわよ。困ったことや悩なやむことができた時に、心を落ち着かせるために飲むようにって、売ってくれるんだって」

「今日はその紅茶を買って帰りたいですわね」

　ベルカナは呟つぶやく。

　ここにいないメンバーは、その紅茶を追って情報収集をしてくれているはずだが、手がかりは多いに越こしたことはない。

「じゃ、行きますか」

　シャイアラが言った。

「ええ、行きましょう」

　ベルカナは頷いた。

　二人は歩き、長い列の先頭へ行く。そこには、若い娘たちに混まざって本を読んでいるブックの姿すがたがあった。彼は順番が来るまで、ベルカナたちの代わりに並んでくれていたのだ。

　ちょうどブックが一番前だったので、待たずに中へ入れそうだ。

「お疲つかれ、ブック」

「ああ、もうそんな時間ですか。読書に夢む中ちゆうで忘わすれていましたよ」

　本を閉とじるブックに、シャイアラが笑う。

　そんな光景に周りの娘たちが怪け訝げんな顔をした、その時──

「次の方、どうぞ」

　テントの奥おくから、男の声が響ひびいてきた。

　ベルカナは思わずシャイアラと目を見合わせる。

　占い師は女ではなかったのだろうか？

「はーい。お邪じや魔ましまーす」

　シャイアラが返事をして、中に入った。ベルカナも続く。ブックは何かあった時のために、外で待機だ。

　テントの布を捲めくると、むっと甘あまい匂においが流れてきた。バニラにも似にたこの匂いに、ベルカナは顔をしかめるも、歩を進める。

　中は薄うす暗ぐらい。それなのに、足元には奇き怪かいなものがひしめき並べられていた。それらは円えん錐すいや角柱などの幾き何か学がく的な形をした置物のようで、ベルカナは首を傾かしげたくなった。占いに必要なのだろうか？

「ようこそ、占いの館へ──」

　まるですずらんが喋しやべったかのような、小さくて上品な少女の声が耳じ朶だを打った。

　テントの奥。一本の蠟ろう燭そくに照らされる円えん卓たくにつく少女が微笑ほほえんでいた。

　頭にすっぽりと深い色のベールを被かぶり、髪の色はわからない。ただ、幼おさない丸顔にある大きな碧へき眼がんがひどく印象的に瞬いていた。

　彼女が、占い師ソフィー。

　そして──

　その後ろに、怪あやしい男が立っていた。最初に声をかけてきた人物だろう。

　今すぐにでも葬そう儀ぎに行けそうな真っ黒な上下を身につけ、同じく黒い帽ぼう子しを目ま深ぶかに被っている男は、黒い双そう眸ぼうで値ね踏ぶみするようにこちらをジロジロと見つめている。

　居い心地ごこち悪いですわね……。

　ベルカナは眉まゆ根ねを寄よせた。

　すると、それに気付いたらしい男が、フッと笑った。

　まるで生いけ贄にえを見つけた暗黒司祭のように──

　ベルカナはぞっとなって、思わず両りよう肩かたを抱だく。隣となりを見ると、シャイアラも顔を引きつらせていた。

　男はソフィーの耳元に唇くちびるを寄せると、何かを囁ささやいたようだ。ソフィーは小さく頷き、そして席を勧すすめてきた。

「どうぞ、おかけください」

　彼女が指すのは、一つの椅い子すだった。

　どちらが座すわるんだと、ベルカナとシャイアラは目線を合わせる。

　先にそっぽを向いたのはシャイアラだった。その意をくみ、仕方なくベルカナが席につく。

　あの男がにわかに笑ったように見えたのは、気のせいだろうか？

「初めてのお客様ですね。今日は何のご相談でしょう？」

　ソフィーが安心させるように微笑みかけてくる。

　それはとても優やさしい笑顔だったけれど、どこか機械じみていてベルカナの好みではなかった。

「……えっと、わたしの今後を占っていただけますでしょうか？」

　適てき当とうに答えると、それでもソフィーは笑顔で頷うなずいた。

　そして小こ袋ぶくろを取り出し、そこから色のついた砂すなをさらさらと卓上にこぼしていく。

「星の砂に聞いてみましょう。あなたのこれからを……」

　黒い布の上に、緑や赤の砂が螺ら旋せんを描かいていく。

　不思議な光景につい見とれていると、何だか頭の芯しんがぼやけてくるような気がした。不ふ快かいだったはずの甘い香こうの匂いが気にならなくなり、ふわふわと体が浮ういたような気分になってくる。

「……出ました」

　そんな気分を、ソフィーのひとことが打ち壊こわす。

　ハッとなったベルカナを、彼女の青い瞳ひとみが捉とらえていた。

「あなたには今、重大な転機が訪おとずれようとしています──」

　さして大きな声でもないのに、それは耳に明めい瞭りように届いた。

「詳くわしく占ってみましょう。少し、胸むねを触さわらせていただけますか？」

「……は？」




　　　　２




　夕食時の酒場は、笑い声に乾かん杯ぱい音おん頭どに騒さわがしい。

　自分の声さえ消え入りそうなほど騒々しい周囲を見回し、ベルカナは思わずため息をついた。

　──わたしは何な故ぜこんな所にいるのでしょう？

　ベルカナ・ライザナーザは、ロマールに住まうお嬢じよう様さまだ。

　傭よう兵へい稼か業ぎようで莫ばく大だいな資し産さんを手に入れた父の教えで剣けんを習い、多た額がくの授じゆ業ぎよう料りようを払はらって賢けん者じやの学院に通い、古代王国期の魔ま法ほうをはじめとする様々な勉学に励はげんでいた。また亡なき母が稼か業ぎようにしていた万よろずもめごと引き受け屋──冒ぼう険けん者しやを目指すためにも、野外活動の術なども修しゆう練れんしている。

　どれもこれも恵めぐまれた環かん境きようでなければ教われないものばかりだけれど、ベルカナは生まれの幸運だけに甘えることなく努力を続けてきた。そのためどの分野においても平へい均きんを上回る成せい績せきを出せる優ゆう等とう生せいになったのである。
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　加えて容よう姿しにも恵まれている自信がある。ふんわりとしたチョコレート色の髪と同色の瞳。少し低いけれど形はよい鼻に、控ひかえめな唇。あいにく背せは伸のびなかったし、胸も……十分とはいえないサイズに留とどまってしまったけれど、スタイルは悪くないはずだ。

　そんな自分をさらに磨みがくため、十七年間、順調にエリート街かい道どうを進んできた。このまま順調に人生を送っていけば、果ては学院の教きよう授じゆ。もしくは名うての冒険者になっただろう。

　ある日ある時、まかり間違って盗とう賊ぞくギルドに加入さえしなければ。

「へー。重大な転機ッスかー」

　正面に座るクレスポが、目を丸めていた。

　占いの館からの帰り道、いつもの五人はいつもの店で晩ばん御ご飯はんを食べていた。情じよう報ほう収集の経けい過か報告をする場である。

「なーんか胡う散さん臭くさい占いだったわ。肝かん心じんなことは何も言わないのよ」

　隣となりでワインを傾かたむけているシャイアラが言う。彼女もベルカナも、変へん装そうを解といていつもの恰かつ好こうに戻もどっていた。

「ね、ベルカナ？」

「そうですわね」

　話を振られて、ゆっくりと頷いた。

「心の変化によって、わたしの人生は左右されるそうですわ」

　たしかに、あの占い師ソフィーは言っていた。




『それはあなたの心の変化によって始まります。ほんの小さな、ほんの些さ細さいな日にち常じようのできごとに端たんを発し、まるで白しろ布ぬのが紅くれないに染そめられるようにみるみるあなたの心を変えてしまうのです。そして今後の人生までも──』




　明めい瞭りように響ひびいたソフィーの声は、時間の経たった今でも鮮せん明めいに思い出すことができた。




『心の変化が正しい方向に行われたなら、あなたの人生は幸せなものになるでしょう。けれど、そうでなかった場合は……』




　心配そうに声のトーンを下げたのも、はっきり覚えている。




『ですが安心してください。わたしにはあなたをよき道に導みちびくことができます。あなたが迷まよった時は、いつでもここに訪れてください』




「それも変わった占い方なのよ」

　シャイアラが言って、ニヤリと笑う。

「胸を触らないと、詳くわしく占えないんだって」

「しゃ、シャイアラさん！」

　ベルカナは顔を赤くして、エルフを睨にらみつけた。

　シャイアラは笑い、周囲は「えーっ⁉」と驚きよう嘆たんする。

「べ、ベルカナ。胸を触られたんだべか？」

「それは……たしかに変わった占い方ですねぇ。ボクもはじめて聞きました」

「ぷぷーっ。そんな平らな胸でいいなら、まな板撫なでても占えるんじゃないッスか？」

「クレスポさんっ‼」

　少年のひどい発言に愛用の杖つえを振り回しながら、ベルカナは屈くつ辱じよくに唇くちびるを嚙かんだ。

　そう。あの占い師しソフィーは「より深くあなたの心を知るために」と、胸を撫でてきたのである。

　仕事だと思えばこそ我が慢まんできたけれど、そうでなければ攻撃魔ま法ほうの一つでも唱えてやりたい心しん境きようだった。

「まぁまぁ。そのベルカナの頑がん張ばりのおかげで、ソフィーがどんな占い師なのかわかったわけだし、あんまり言うとかわいそうよ」

　と、先せん陣じんを切ったシャイアラが笑ってクレスポをなだめていた。

「で。結局、紅こう茶ちやは売ってもらえなかったんですよねぇ」

　ブックの低い声が、ベルカナを現げん実じつに引き戻した。

　相変わらずご飯を食べながら本を読む彼は、紙面から顔も上げていなかった。

「え、ええ。そうです。どうも常連客でないと売らないようですの」

「結構食い下がったんだけどね。あんまりやりすぎると怪あやしまれそうだったし」

　シャイアラも肩かたをすくめた。

「でも、紅茶に関してはアンタたちが調べてきてくれたんでしょ？」

　彼女が目を向けた先には、ステーキにかぶりつくクレスポと、サラダを混ぜているマロウがいた。

「アタシたちが占ってもらってる間に、調べにいってたんでしょ？」

「うぃッス。俺、調べたッスよ」

　クレスポがシュタっと手を挙げる。

「俺が調べてきたのは、盗とう賊ぞくギルドでの聞き込みと、幽ゆう霊れい屋や敷しきの調ちよう査さッス！」

「え？」

「な、なんで幽霊屋敷の調査をしているのです⁉」

　にこやかに報告するクレスポに、ベルカナは顎あごを外す思いだった。

「まーそっちは趣しゆ味みッスね。横を通ると中から物音が聞こえるって怪かい談だん話は、結けつ構こう有名じゃないッスか。だから、かわいい女の子たちに話すとうけるんで、ネタを増ふやしに……」

「そういうのはここでは報告しなくていいのですっ。ちゃんと仕事してください！」

「ちゃんと紅茶のことも聞いてきたッスよー。そしたらギルドで紅茶を持ってる人はいなくって。代わりに、占いの館にいる黒ずくめの男が、時々出入りしてる建物の存そん在ざいは聞いたッスよ」

　その言葉に思い出すのは、いやらしい笑みをしていた男である。

　あの心の奥おく底そこをなでられるような、ぞっとする笑みは忘わすれたくても忘れられない。何か恐おそろしいものがあった。

「……そうですか。そこも調べなくてはいけませんわね。マロウさんは何かわかりましたか？」

　問うと、マロウはかぶりを振った。

「神しん殿でんの修しゆう道どう女じよの何人かが占い師ソフィーに通ってるって聞いたから、その子たちから紅茶をちょっとわけてもらおうと思ったんだども……とても大事そうにしてたから、わけてもらいづらくて……」

　そう言って、もじもじと顔を赤くするマロウ。

　ベルカナはハァとため息をつく。

「マロウさん、そこはもうちょっと強ごう引いんに捜そう査さをしてもよかったのではないでしょうか？」

「まー、マロウは優やさしいからねー」

　シャイアラが困ったように笑う。

「マロウ、ちゃんとしないと駄だ目めじゃないッスか」

　弱みを見つけて喜ぶようにクレスポが言う。

「あなたが責せめるところじゃありませんよ、クレスポさん」

　クイクイと眼鏡めがねを動かすブック。

「アンタだって、全然関係ない屋敷のことを調べてたくせに。どうあがいてもモテないんだから、もう諦あきらめたら？」

　茶化すシャイアラの声。そして、いつしか笑い声にあふれていく食しよく卓たく──

　ベルカナはその様さまを見ていて、一人口をつぐんだままだった。

　こういう光景を見ていると、いつも思う。

　──彼らと一いつ緒しよに仕事をしていていいのか、と。

　クレスポは貧ひん弱じやく。マロウは優しすぎる。シャイアラは面めん倒どうくさがり屋だし、ブックは本ばかり読んでいて、決定権けんはいつでもシャイアラにゆだねている。

　不安なのだ。彼らが同じ仕事をするパートナーであることが。

　同じタイミングでギルドに加わったことから、彼らとパーティを組んでいるものだとギルド側から勘かん違ちがいされているのだが、

　──もしわたしがパーティメンバーを選ぶとしたら、絶ぜつ対たいにこのメンバーは集めませんわね。

　だから、本当はさっさとこのメンバーとは別れた方がいいに違いないのだ。

　でも、問題があって──

「あれ？　静かッスね、ベルカナ。好物のポテトサラダがまだこないからッスか？」

　唐とう突とつにクレスポに声をかけられ、ベルカナは驚おどろいた。

「え、え？」

「ベルカナぁ、あんまり食べ物に好き嫌きらいしちゃいけねぇべ？」

　保ほ父ふさんのように諭さとしてくるマロウに、シャイアラが笑った。

「そーよ。ポテトサラダばっかり食べてるからお胸が成長しないんじゃないの？」

「な、なんですってー⁉　それとこれとは全く関係ないではありませんか！」

　思わず怒ど鳴なると、横からブックの冷静な突っ込みが入った。

「俗ぞく説せつですが、鶏とり肉にくがいいそうですよ。次に占ってもらう時のために備そなえて食べてみてはどうですか？」

「余よ計けいなお世話です！」

　どんと机つくえを叩たたくと、それでスイッチが入ったように周囲の四人が笑い出す。みんながみんな、本当に愉ゆ快かいそうに笑うものだから、ベルカナは怒いかりを通り越こして脱だつ力りよくしてしまう。

「あははっ。みんな面おも白しろいだなぁ」

　マロウがおなかを撫なでながら笑う。

　その言葉に、ベルカナは笑いを引っ込めた。

　そう、彼らと離はなれるには問題がある。

　想そう像ぞう以上に──彼らと一緒にいるのが楽しいのだ。




　　　　３




　おれたちーは　アドベンチャラー♪

　ゆうかんーな　アドベンチャラー♪

　こまったことがあーるなーら　いってくれー

　さがしもーの　しらべもーの　ドラゴンたいじもなんのそのー




「おれたちーは、アドベンチャラー♪　ゆうかんーな……」

「クレスポさん、真ま面じ目めにしてください」

　夜の下町の飲み屋通りには、飲んだくれの冒ぼう険けん者しやたちが歌う陽気な歌が流れていた。

　自じ宅たくで聞いたことのあるみやびな音楽とは違うけれど、ベルカナは嫌きらいではなかった。

　でも、小路に身を潜ひそめている時にまで歌って欲ほしくない。

　隣となりのクレスポを見て、ふぅとため息をつく。

「いいじゃないッスか。これからの仕事に気合を入れるためにも」

「それで身を潜ひそめているのがばれてしまったら、元も子もありませんわよ」

「大だい丈じよう夫ぶッスよ。あんまり力んでても仕方ないッス」

　そう言って、伸のびをしてみせる。

　その顔に緊きん張ちよう感がないのは気になるけれど、緊張のあまりに動かないよりはずっとマシかもしれない。

　占いの館やかたを訪れた翌よく日じつの晩ばんである今、ベルカナとクレスポは飲み屋通りの小路で身を潜めていた。

　昨日クレスポが仕入れてきた、あの黒ずくめの男が出入りしているという建物を見み張はるためである。

　あれから詳くわしく聞き込んでみると、決まった日に黒ずくめの男と、闇やみ市いちの商人デボワという者が会っているという。

　もしかすると、それが薬の売買に繫つながっているのかもしれない。

　そう思って、今、二人は建物の手前で待ち伏ぶせているのだ。

「ここはロマールッスよ。裏うら道みちから歌が聞こえてもおかしくない街ッス」

　クレスポが今度は小さく口笛を鳴らす。ベルカナは少し笑った。

　用水路に飛び込むし、幽霊屋敷の調査に行ったりするし、歌も歌うけれど、ベルカナはクレスポが嫌いではなかった。

　別にそれはクレスポに限かぎったことではない。

　仕事に関しては首を傾かしげたくなるいつもの面々は、みんな嫌いではない。よく互たがいをけなし合うけれど、決して仲は悪くない。

　──けれど。

　それと仕事は違うと思うのです。

　ベルカナは心の中で呟つぶやいた。

　楽しさをとるか、仕事仲間としてのレベルを求めるか。

　答えは簡かん単たん。後者の方が大事に決まっている。

　それが自分らしい選せん択たくに違いない。




『あなたには今、重大な転機が訪れようとしています──』




　不意に、ソフィーの言葉が蘇よみがえった。

　ベルカナは思わず顔をしかめる。

　どうしてまたこんな時に……。

　あの甘あまい匂においまで漂ただよってきそうなほど、はっきり思い出してしまった。

　占われた時以来、ベルカナは時々こうしてソフィーの言葉を思い出すようになった。それも、自分の身と仕事のメンバーについて考えている時は、特にだ。

「ベルカナ」

　クレスポが肘ひじでつついてきた。

　ハッとなって、彼の目線の先を追う。

　時々酔よっ払ぱらいが行きかう通りに、四十がらみの小男が歩いていた。手には大きな布ぬのかばんを持っている。

「あれがデボワって奴やつッスよね」

「間違いありませんわね」

　黒ずくめの男と会っているという、闇商人だ。

「追いましょう」

　そう言って、ベルカナは汗あせばむ手で魔術師の杖メイジスタツフを握にぎりなおした。

　今日は黒ずくめの男の前で、盗とう賊ぞくギルドの者として姿すがたを現あらわさなければいけないかもしれない。何が起こるかわからないので、ちゃんと武ぶ装そうをしてきた。古代、カストゥール王国で栄えた古代語魔ま術じゆつを使うために必要な杖つえと、護ご身しん用の戦鎚メイス。革鎧レザー・アーマーに身を包んで、大盾ラージシールドもしょっている。

　隣のクレスポも得物の存在を確かく認にんするように、腰こしに下げた鞭むちを撫でていた。

　二人はデボワと一定の距きよ離りを保たもちながら歩いていく。

　生あい憎にくベルカナには音を立てずに歩く心得がないので、盗賊技ぎ術じゆつのあるクレスポに先行してもらい、その後を極きよく力りよく静かについていった。幸いデボワにはばれていないらしく、何度も左右前後を確認していたけれど、その目がベルカナたちとぶつかることはなかった。

　密みつ会かい現場らしい小さな廃はい屋おくも、情報に聞いた通りの場所にあった。たくさんの酒場が立ち並ならぶ通りで、ここだけが使われていなかった。けれど、形がまだしっかりと残っているので、デボワがするりと入っていくのを見ても、他の店に入っていくのと変わらないように見えた。

「本当に現れただなぁ」

　隣の小路から、ひょっこりとマロウ、シャイアラ、ブックが顔を出す。

　彼らは建物自体を見張るために、身を隠かくしていたのだ。

「よし。じゃ、さっさと入って突つき止めよう」

　シャイアラが腕うでをグルグル回した。「早く終われば早く帰れる。早く帰れば早く寝ねられるのよ」

「ですが、肝かん心じんの黒ずくめの男がまだ現れていませんわ。わたしたちが先に入って、後から来たらどうしますの？」

　そう指し摘てきすると、ブックが首を振った。

「周りを見てきましたけれど、黒ずくめの男はこの周辺にいませんでしたよ。きっとまだ密会の時間までは余よ裕ゆうがあるんでしょう」

「アタシたちが先だった時は、中で隠れて待ってればいいじゃない」

　シャイアラがあっけらかんと言う。

　たしかにその手がないわけではないけれど……果たして正せい解かいなのだろうか？

「俺も入るのに賛さん成せいッス。デボワが現れるまで張ってるのもしんどかったし、そろそろ体を動かしたいッスね」

　クレスポもまた腕をグルグル回している。

　その意見を一いつ蹴しゆうするのは簡単だけど、それでは全体のやる気が下がってしまうかもしれない。それはよくないと判はん断だんしたベルカナは、「わかりました。中に入りましょう」と頷うなずいた。

「廃屋の中へはクレスポさんが先頭で入ってください。もし万が一罠わなが仕し掛かけられていてはいけません。その時は外していただかないと」

「了りよう解かいッス」

　クレスポが小声で敬けい礼れいした。室内の罠の設せつ置ちや解かい除じよは盗賊の領りよう分ぶんである。この人選に異い議ぎはないようで、全員がベルカナに頷いて返した。

「デボワは普ふ通つうの商人に見えますから、可か能のう性せいは低いと思いますが……用心に越したことはありませんからねぇ」

　と言って、ブックはランタンの明かりを絞しぼった。

「んだ。頼たよりになるだなぁ、ベルカナは」

　いつしか隣に立っていたマロウが、にっこりと微笑ほほえみかけてくる。

　これを見た女は全員とろけてしまうとシャイアラは言うが、ベルカナはとろけてしまうことはなかったし、それどころか胸むねが痛いたんだ。

　──そんなこと、今さら言わないで欲ほしいですわ。

　だってもう、このメンバーとは縁えんを切ろうと決めたのだから。




　別に占いを信じたわけではない。

　ただ、占いを親切な忠ちゆう告こくだと解かい釈しやくすれば、このメンバーとやっていくのはどうかを考え直す、いい機会だと思ったのだ。

　そして客観的に見てみたところ、一つの結けつ論ろんが出た。

　──やっぱり、一いつ緒しよに仕事を続けるのはどうかと思いますわね。

　盗賊ギルドに入ってしまったのだ。そしてそこで仕事をしていくのだ。命の危き険けんにさらされることは少なくないだろうし、その時には信しん頼らいできる者が仲間であって欲しい。

　今のメンバーは、いい人たちだと思う。でもそれは食事の席だけでのこと。いざ危機が訪れた時、彼らはお互いを助け合って困こん難なんを切り抜けていくだろうか？

　少し考えてみるけれど、誰もが一番に逃にげていきそうだ。

　──いえ、マロウさんはそんなこともないと思うのですけれど。

　逆ぎやくに彼の心配なところは、その優やさしいところである。

　とにかく。今のメンバーは、自分の理想としている仲間ではないのはたしかだ。

　ギルドの仕事をしていくのなら完かん璧ぺきにこなしていきたいし、困難と直面した時は、仲間と共に潜くぐり抜けていきたい。

　──そのためには、今のメンバーでは駄だ目めだと思うのです。

　その結論に至いたったベルカナは、この仕事が終わって汚お名めい返上したならば「もう二度と一緒に仕事はしません」とはっきり言うつもりだ。そしてこの関係を終わらせるのだ。

　それは結局、占いを信じたわけではないか──。

　そう言われると返す言葉がない。けれど、今のベルカナにはこれが限げん界かいだった。

　頭から離れないのだ。あの青い瞳ひとみと静かな声と、甘あまい香かおりが──。

「あ……」

　壁かべに耳を引っ付けていたクレスポが、声を漏もらした。ベルカナはハッと我われに返る。

　今、五人は廃はい屋おくの一室にいた。元は書しよ斎さいだったらしいその部屋は、今や本の並ばぬ本ほん棚だなと、漁あさられてすべての引き出しが開けられている机つくえだけが捨すて置かれていた。

　──いけません。仕事に集中しないと。

　ベルカナは自分に言い聞かせた。

　クレスポが廃屋の床ゆかを調べて言うには、この部屋に続く廊ろう下かには、埃ほこりが動いた跡あとがあるらしい。ということは、この部屋には人の出入りがあるのだと推すい理りしてここまで来たのだけれど、中はもぬけの殻から。もしや隠かくし扉とびらでもあるのかと思い、壁を探さぐっていたところである。

「こっちの壁の奥から、何か声が聞こえるッス」

　押おし殺した声でクレスポが言う。その時にはブックもまた壁に小さな耳をつけていた。

　いつも「ボクは本好きの賢けん者じやです」と主しゆ張ちようするブックは、実は盗賊の心得もあるのだ。

「声の数は……二人？　男が二人で何かを喋しやべっているように思うッス」

　クレスポの顔がいつになく真しん剣けんだ。会話の内ない容ようは聞き取れないらしく、それがもどかしいのかもしれない。

「もう黒ずくめの男も来てたってわけ？　いつの間に？」

「シャイアラさん、静かに……」

　ベルカナは頭をめぐらせた。もしかしたら、この先の隠し部屋には別の入り口があるのかもしれない。だから正面で見張っていた仲間たちには気付かなかったのだ。

　もしその考えが正しければ、この部屋に飛び込むのは慎しん重ちようになるべきだろう。でないと、簡かん単たんに逃げられてしまう。

「クレスポさん、少し覗のぞけませんか？」

「やってみるッス」

　クレスポが周囲を調べると、すぐに隠し扉を開ける細工を見つけた。床の隅すみにあったつまみを少しだけ動かすと、壁板の継つぎ目が浮ういて扉がわずかに動いた。そうしてできた細い隙すき間まから、クレスポは中を覗き込んだ。

「どうでしょう、黒ずくめの男はいますか？」

　問うと、クレスポは隙間に顔をつけたまま、静かに頷いた。

「！」

　ベルカナたちが顔を見合わせる。

　ところが──

「あ、まずい。話が済すんだみたいッスよ！」

　クレスポが慌あわてて言う。

　ここでデボワと話し相手がバラバラになってしまったら──今こ宵よいの努力が無駄になってしまう。現げん場ばを押おさえられなくて──次の取引の時まで機会をなくしてしまう！　そして、バーゼルを見返すことができなくなってしまう！

　それなら──！

「入りましょうっ」

　ベルカナは言った。

「この機会を逃のがすわけにはいきません！」

「了りよう解かいッス！」

　クレスポが隙間に手を入れて、一気に戸をスライドさせた。低く、狭せまい入り口だけれど、そこにはたしかに黒ずくめの男へ通ずる道が開かれた。

「マロウさんからお願いしますっ」

「了解だべ！」

　マロウが身を滑すべらせた。まだ腰こしに下げたままだけれど、得物の戦斧バトルアツクスにはしっかり手をやっている。続くクレスポは、もう鞭むちを手に握っていた。

　ベルカナは魔術師の杖メイジスタツフを握り締しめた。そして唱える、古代語の呪じゆ文もんを──！

「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ、我われに光を与あたえたまえ──！」

〝明ラかイりト〟の魔法が発動する。杖つえの先せん端たんに生まれたまばゆい光が、隠し扉の奥を照らし出した。

「盗賊ギルドッスよ！　その取引、ちょっと待ったー！」

　クレスポが声を張り上げた。

「んなっ⁉」

　板張りで何も無い部屋の奥で、デボワがマヌケな悲鳴を上げている。

　その傍かたわらには──黒ずくめの男が立っていた。あの、占い師の少女ソフィーも一緒である。

「ソフィーも一緒だったのね！」

　シャイアラが驚おどろきに叫さけんだ。ベルカナもまた、目を瞠みはった。

　たしかに、そこに立っていたのはマントを纏まとった占い師ソフィーと、その連れの黒ずくめの男だった。男の手には、布ぬのに巻まかれた四角い物が握られている。恐おそらくは禁きん制せい品ひんだろう。

　ベルカナは、思わずソフィーを見た。

　ソフィーは無む表ひよう情じようにこちらを見ている。昨日、占いの館やかたで見た柔やわらかい笑顔が幻まぼろしだったかのように思えるほど、それは冷たい表情だった。

　そして隣の男は顔を歪ゆがめていた。

　──喜びに。

「ネイハム殿どの、こ、これは⁉」

　デボワが今にもひっくり返りそうになりながら、黒ずくめの男にすがりつく。

「何でも悪い取引をしてるって聞いたべ！　傷きずはつけねぇから投とう降こうしてけろ！」

　マロウが言う。彼はマーファの僕しもべだから、積極的には攻せめ入らないのだ。

「アンタがこんなところで何してるかしらないけれど、とにかくその品物を──」

「ソフィー、矢を」

　シャイアラの声をさえぎり、黒ずくめの男が言った。

　と、同時にソフィーが両手を前に出して何かを呟つぶやき始める。

「え？」

　それは子こ供どもが戯たわむれに手を躍おどらせているだけにしか見えなくて、ベルカナたちは一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けてしまった。

　けれど、あの動作、あの呟き声は……。

「いけません、魔ま法ほうが──」

「マナよ、ほとばしる光の矢とならん」

　ベルカナが気付いた時にはもう遅おそかった。

　ソフィーは古代語魔法〝光の矢エネルギー・ボルト〟を完成させる。細い両手の指先から、熱く赤い閃ひらめきがほとばしった。

　──あぶない……！

　警けい告こくが、声になる暇ひますらなかった。

「うわああぁぁっ‼」

　赤い光は過あやまたずマロウとクレスポの胸むねに伸のび、二人を弾はじき飛ばした。

「クレスポさんっ！」

「マロウ！」

　光に撃うたれたマロウが、ひるんで膝ひざを折った。そして痛いたみに唸うなり声を上げるけれど、クレスポからはそれさえ聞こえてこない。一撃げきで昏こん倒とうしたらしい。弾き飛ばされ大の字に倒たおれていた。

　いや、昏倒しただけならいいけれど……。

　ブックが飛び出し、クレスポの体に手を添そえる。シャイアラもまた二人に駆かけつけた。

　ベルカナも、足こそ動かなかったものの、その様に目を奪うばわれてしまっていた。

「ぐぅっ」

　と、そこに新たな悲鳴が聞こえてくる。

　それは、デボワの断だん末まつ魔まだった。

　小さな男がくの字に折れた。そのまま床ゆかに倒れ、赤い液えき体たいを吐はき出しながら動かなくなる。

「なんてことを！」

　デボワは、黒ずくめの男の持つ短刀ダガーで、胸を貫つらぬかれたのだ。

　ベルカナは頭の中が真っ白になるかと思った。

「何を熱くなっているのかな、お嬢じようさん」

　男が、短刀の血を払はらってベルカナを見た。

「今日はいい身なりをしているね。盗賊ギルドの者？　不思議なことを言うね、迷まよえる子羊さん。今日もソフィーの言葉を聞きに来たのではないのかな？」

　くすっと、男が笑った。

　ベルカナの頭がカッと熱くなる。

　彼は、昨日の客であることを見抜いているらしい。その上で、ベルカナをあざ笑ったのだ。

　わたしは──わたしは、占いを信じるような軟なん弱じやく者ものではありませんわっ。

「ソフィー、行くぞ」

　男が身を翻ひるがえす。彼の指が、ベルカナたちが入ってきたのとは反対側の壁かべに触ふれた。すると、床板の一枚まいがスライドし、落とし戸が開かれる。

「お待ちなさい！」

　駆け寄ろうとすると、男が振り返った。

　また、ニヤリと口元を歪ませる。あの、悪魔が喜んだようないやらしい笑顔である。

　毎度毎度、どうして見せてくれるのかは知らないけれど、とにかく見ていて不快だ。神しん経けいを逆さか撫なでされるとは、まさにこのことだ。

「逃にがしはしませんわ！」

　もう許ゆるせない。

　それに、この仕事は失敗できないのだ。自分の名めい誉よのためにも！

　自分にわけのわからない占いをし、目の前で堂々と人の命を絶たち、しかもクレスポとマロウに傷きずを負わせるだなんて！

「よくもやってくれましたわね！」

　ベルカナは我われ知らず、怒いかりに叫さけんでいた。恐きよう怖ふよりも怒りが勝まさった。

　けれど、その制せい止しも当然無む視しして、男は床下に体を滑すべり込こませる。それを待って、ソフィーも続こうとした。恐らくは、廃はい屋おくの外へ繫つながる脱だつ出しゆつ路ろなのだろう。

　でも、逃がすものですか！

　ベルカナはとっさに駆け出した。

「ダメよ、ベルカナ！」

　シャイアラが叫ぶが足は止まらなかった。

　落とし戸は男でも楽に通れる広さがあったので、ベルカナが通るのは容よう易いだった。するりと身を入れ、地下に続く石の階かい段だんを駆け始めた時、

「あとはお願い！」

　と言い残したシャイアラが後ろに続いてくる足音が聞こえてきた。

　一瞬、シャイアラを待とうかという考えが頭をよぎったけれど、ベルカナは振り返らずに、明かりの灯ともった杖つえを前に出して先を急いだ。

　階段の先はまた石いし畳だたみの道となって続いている。間違いない。廃屋の外に繫がる脱出路だ。

　しばらく行くと、通路は地上へと続く木もく製せいの梯はし子ごに行き当たった。見上げると、ソフィーが今まさに出口から出て行った。マントの裾すそがひらめいた後に、星空が見えた。

　ベルカナも梯子に手をかける。男も上がっていったのだから大だい丈じよう夫ぶだと頭では理り解かいしているけれど──いざ体重をかけるとギシっと軋きしんで臆おく病びよう風かぜが吹ふく。

　それでも進まなければいけない。人をバカにしたあのイヤラシイ笑顔、クレスポたちを傷つけたこと、絶対に許せない！

　大丈夫、大丈夫──。

　自分に語りかけながら、登っていく。早く上がって、あの二人を捕つかまえるのだ！

　やがて出口に手がかかると、ベルカナは一気に地上へ出た。

「……えっ⁉」

　やっと地上に出たベルカナが見たのは、誰だれもいない路ろ地じ裏うらだった。でたらめな家々の連なりが生んだ、小路とは言えない広さのそこは、妙みような臭いのするゴミや木箱が積み上げられた汚きたない場所だった。

　周囲を見回すけれど、人ひと影かげはない。

　まさかもう逃げられたのだろうか？

　困こん惑わくしながらも地上で立ち上がろうとした、その時──。

「危あぶない！」

　シャイアラの声がした。と同時に、何かに足を引っ張られてベルカナは転んだ。

「なっ⁉」

　見れば、出口から腕うでを伸のばしたシャイアラが、ベルカナの足を捕とらえていたのである。

　そして、その向こうにはソフィーが立っていた。ソフィーがベルカナに襲おそい掛かかろうとしたのを、シャイアラが乱らん暴ぼうな方法で防ふせいでくれたのだ。

　彼女はどこかの木箱に隠かくれていたらしい。両手には何も持っていないけれど、その手が動く時は注意しなければならない。彼女はかなりの腕を持つ魔ま術じゆつ師しだ。

「闇やみの精せい霊れい、アタシの声に応こたえ……」

　背はい後ごのシャイアラが呪じゆ文もんを唱えようとした。

　エルフは万ばん物ぶつに宿る精霊たちと心を通わせ、その力を借りて魔法を使うことに長たけているのだ。

　シャイアラも例に漏もれず、今まさに闇の精霊の力を借りようとしたのだ。けれど──。

「そこまでだ」

「シャイアラさん⁉」

　声に、背はい後ごを振り返ると、そこには血ち塗ぬられた短刀を押し付けられているシャイアラの姿すがたがあった。

　短刀の持ち主は、もちろん男。ニタリと笑って、ベルカナを見つめている。

「……っ」

　シャイアラは喉のどを引きつらせる。呪文の続きを唱えられそうにはなかった。

「出てきてもらおうか」

　男の言葉に逆さからえず、シャイアラが穴あなから這はい出た。

　ベルカナは男とソフィーに挟はさまれ、助けるどころか立ち上がるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　その様子が嬉うれしいのだろうか、ますます可お笑かしそうに笑う男は、シャイアラを抱だき寄よせた。

「ちょ、ちょっと離はなしなさいよ！」

　シャイアラが暴あばれようとする。が、首くび筋すじの短刀のせいで思うように動けない。

「シャイアラさんっ」

　とっさに魔法を唱えようとするけれど、手元に魔術師の杖メイジスタツフはなかった。転んだ時に手放してしまったらしい。

「マスター」

　ソフィーが呟つぶやくように男を呼よんだ。男はそれに対し、頷うなずいて応こたえた。

「今こ宵よいは最高の夜だ。望むものがふたつも手に入る」

「？」

　男の声に、ベルカナは首を傾かしげた。

　彼は何を言っているのだろう。

「さぁ、彼女も」

「はい、マスター」

　ソフィーがベルカナに迫せまってきた。

「ベルカナ逃にげて！」

　シャイアラが叫さけぶ。ベルカナは、とっさに飛び退のこうとした、その時──

「ねーさーん！」

　穴あなの下から、ブックの声が聞こえてきた。後を追ってきてくれたらしい。

「ちっ」

　男が舌したを鳴らす。

「残念だが、今宵はエルフだけにしておこう。ソフィー」

「はい、マスター」

　待ちなさい。

　そう言いたいのに声が出ない。

　それはソフィーのけん制せいの視し線せんで射い抜ぬかれているからだろうか。あの青い瞳ひとみが、こちらを向いていることが妙に恐ろしい。

「次は君の番だよ、お嬢さん」

　男はそう言い残した。妙に嬉しそうなあの笑顔でこちらを見ている。

　ベルカナは声が出せなかった。

　ベルカナは、シャイアラが連れ去られるのを黙だまって見送ることしかできなかった。
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「わたしの責せき任にんです」

　ベルカナは胸むねの痛いたみをこらえて言った。

「申し訳わけありません、わたしがあんな愚おろかなことをしなければ……」

　宿の一室で、本を読んでいたブックが顔を上げた。

　クレスポはベッドから身を起こし、その傍かたわらに座すわるマロウもこちらを振り返った。

「わたしが深追いしたからいけなかったのです。そうしなければ、シャイアラさんがさらわれることなんてなかったのに……」

　ベルカナは悔くやしさに、唇くちびるを嚙かんだ。

　夜はもう明けていた。窓まどからはさんさんと昼の陽ひが注がれている。

　そんな明るい空を、今いま頃ごろシャイアラは見ているのだろうか──。

　シャイアラは男たちに連れ去られたまま行方ゆくえが知れず、デボワは口くち封ふうじのために殺されてしまった。

　結局ベルカナたちは何も得られないままに、廃はい屋おくを後にしたのだ。名めい誉よ挽ばん回かいのための仕事のはずだったのに、情なさけない──。

　不幸中の幸いだったのは、クレスポがソフィーの魔法を食らったものの、命を取り留とめたことだろう。クレスポはあまりに貧ひん弱じやくだから、もしかしたらと最悪の結末を予想してしまったが、幸運にも生き延のびた。今はマロウ共々、〝癒しキユアー・ウーンズ〟で傷きずは塞ふさがれている。

　うすうす思っていたけれど、やっぱりクレスポは悪運が強い男だった。

　──でも、わたしがちゃんとしていたなら運を試ためされることもなかったのですわ。

　こんなひどい結果に終わったのも、全すべては自分が無茶な作戦をとったからだろう。

　あの時、廃屋に入らなければ。あの時、隠かくし扉とびらを開けなければ。あの時、深追いしなければ──。こんな結末は待っていなかったに違いない。

　思い返せば思い返すほど、後こう悔かいばかりが湧わき上がる。

「そんなに気負っちゃいけねぇべ」

　立ち上がったマロウが、優やさしく言ってくれる。温かい手を肩かたに乗せられ、ベルカナはそのぬくもりに甘えたくなってしまう。

　でも、そんな情けないことはしたくない。

「いえ、わたしのせいです。わたしがもっと冷静に作戦を立てていたならこんなことにはなりませんでした」

　ついカッとなってしまった。クレスポが死んだかと思うと許ゆるせなくて、あの挑ちよう発はつめいた下げ卑びた笑えみが許せなくて、冷静さを失ってしまっていた。

「だからって、誰もベルカナのせいだなんて思ってねぇだよ。それ言ったら、ベルカナの作戦に待ったをかけなかったオラたちも悪い」

　そんなことはないとベルカナは言いたかった。

　けれど、その前にクレスポが口を挟はさんだ。

「マロウの言うとおりッスよ」

　と。

「俺おれたち肝かん心じんなところは全部ベルカナに任まかせてるんで、責任感じさせてるみたいで悪いッスね」

　クレスポが頭をかいた。そしてその手はそのまま鼻の頭に移うつり、視線を泳がせながらバリバリとかいている。

「そのー、俺たちってちゃんとしてないから、ベルカナがテキパキやってくれるとスゲー楽だし、安心するんスよ。ああ、ベルカナが作戦立ててくれたから、きっと間違いないって」

　ベルカナは目を見開いた。

「俺たちって急なことで知り合っただけで、パーティ組んでるわけでもないッスけど、それでも俺は皆で仕事することに悪い気しないんスよ」

「オラもだべさ。みんなといると、とっても楽しいだよ～」

　マロウが朗ほがらかに言った。

　言いにくいことをさらっと言われてしまって悔しいらしい、クレスポは唇を尖とがらせた。

「だから……ベルカナには悪いかもしれないんスけど、シャイアラさんを助けに行くのにも手を貸かしてほしいッス」

　普ふ段だんはナンパで適てき当とうで、馬ば鹿かで貧弱でどうしようもないクレスポが、真ま面じ目めな顔でそう言ってくる。

　ずるい、とベルカナは思った。

　そんな風に言われると、また離れにくくなる。

　不覚にも胸が熱くなって答えに窮きゆうしていると、マロウが柔らかい口調で割り入った。

「オラも助けに行くだ。もちろん、ベルカナも手伝ってくれるだな？」

　そしてふわりと、天使のような笑顔を見せた。

「だって、オラたちが倒たおれた時、すっごく怒ってくれたかんなぁ『よくも！』って」

「～～～～～～‼」

　マロウの言葉に、完全に言葉を失ってしまった。

　たしかに、あの時は無む我が夢む中ちゆうでいろいろ素すが出てしまった気もするけれど……何も今ここで言わなくてもいいではないか！

「あーっ、ベルカナの顔が真っ赤になってるだー。ほら見るだよクレぽん……って、クレぽんも真っ赤だべ？」

「う、うるさいッスよ！　ってゆーか、何でマロウは素なのかが聞きたいッス！」

　全くだ。大体、どうしてこんな話になってしまったのだろう。

　きっと、いつもなら、もっと早くに──




『そんなに大事に思ってくれてるなら、今度アタシの服の洗せん濯たくとかしてくれるー？』




　とでも、シャイアラが茶化してくれるのだろう。そうすればここまで気き恥はずかしい話になる前に、笑いに変わっていたに違ちがいない。

　でも、今、彼女はいなくて──。

「……で、恥ずかしい話は終わりましたか？」

　冷静に突っ込んできたのは、今まで黙だまって聞いていたブックだった。本を閉とじると、ぴょこんと椅い子すから飛び降おりて、ベルカナの前に歩いてきた。

「ベルカナさんの気持ちはわかりますが、どうもらしくないですね。こんな事じ態たいになってしまったら、後こう悔かいするよりも現げん状じようを打だ破はすることを考えるのが、ベルカナさんだと思いますが？」

「……その通りですわね」

　どうも失態のあまり、相当へこんでいたらしい。よほど自分を失っていたのだろう。それもあの占いのせい、あのソフィーと男のせいかと思うと、怒りが蒸むし返されてくる。

「正直に言います。ボクはベルカナさんに怒ってますよ、少なからず」

　眼鏡フレームの奥の目が、鋭くベルカナを射抜いた。ベルカナは思わず息をのむ。

　が、すぐにそれは引っ込められた。

「でも、それ以上に怒っているのは無茶をした姐ねえさんです。本当に、普段は頼たのんでも走ってくれないのに、何なんでしょうね」

　ふぅっと芝しば居いがかったため息をつくブック。こんな茶目っ気のあるブックを、ベルカナは初めて見たような気がする。いつも本を読んでいるイメージしかないけれど、意外と面おも白しろい人物なようだ。

「これを見てください」

　ブックは右手に握にぎっていた何かを差し出してきた。

　それは、黒くて縮ちぢれた小さなカスのような物だった。たとえるなら、紅こう茶ちやの葉に近い。

「これは、まさか？」

「あの取引現場に落ちていたものです。何かの手がかりにならないかと思って、とってきました。きっと、客に売っているのもこれでしょう」

「それで、何かわかったのですか？」

「どうも、麻ま薬やくの一種のようです」

　そう言ってブックは手の中の本のページを捲めくり出す。彼が持っていたのは『薬草学大全』という本だった。

「マドワシバナと同じ系けい統とうの特とく殊しゆな草で、焚たいた煙けむりを吸すったり、水に溶とかして飲んだりすると軽い自失状態になってしまうそうですよ。立りつ派ぱな禁きん制せい品ひんです」

「それでは……！」

「はい。これは取引の時、布ぬのから零こぼれ落ちた商品の一部だと考えてもいいでしょう。これで、ギルドに恥はずかしくない報ほう告こくができますね」

「やっただな！　さすがブックどんだべ！」

　マロウが喜びに手を叩たたいた。

「次は、どうしてあの男がこの麻薬を必要としていたか、ですねぇ。これは……」

「その理由もわかってるんスか？」

　クレスポの問いに、ブックは頷うなずいた。

「この麻薬の効こう果かで自失状態になった時、他者から言葉をかけられるとその言葉に従したがってしまう……つまり、暗あん示じがかけられやすい状態になるんですよ。それは占い師しにとって、非ひ常じように都合がいいですからねぇ」

「え？　何で？」

　クレスポが首を傾かしげる。どうもうまく理り解かいできなかったようだ。

「つまり、こういうことですわ」

　──まず、占い部屋に現あらわれた客に、この麻薬を使って軽い自失状態にする。

　そうして暗示が利ききやすい状態にしてから、占いの結果を伝えるのだ。

「例えば、『あなたは幸運にめぐり合うことが多くなるでしょう』と言ったとします。そうすると、客は暗示の効果によって、一ガメルでも拾うたびに占いを思い出すようになるのです」

「あー。頭に刷すり込こまれちゃってるから、何が起こっても占いが当たったように思えるんスね」

　ポンと手を打つクレスポに、ベルカナは頷いた。

「その通りです。暗示が勝手に機能してくれるので、占いの中身についてはデタラメで構かまいません。どうせなら、客に衝しよう撃げきを与あたえる重大なことの方がいいでしょうね」

　例えば、「重大な転機が訪おとずれようとしている」などは効果覿てき面めんだろう。

「何を言っても客は占いの結果だと信じるのですから、『あそこの占い師は当たる』と思われるようになるのは簡かん単たんでしょう。あとは勝手に口コミで客が増ふえていくのを待てばいい」

「あ～、なるほどなぁ」

　マロウが感心して頷く。対してベルカナは腹はらが立ってきた。自分はこんな簡単なトリックにはまっていたのかと思うと、情なさけない。

「しかも、自失状態から回かい復ふくすると、今度は躁そう状じよう態たいに──つまり、思考がとても活発になる場合もあるそうです。ベルカナさんが敵てきを追っかけて走っていったのも、多少はコレが原げん因いんかもしれませんねぇ」

「……そうですか」

　ブックの説明を受けて、ベルカナは肩かたを落とした。

　薬のせいだったと言えばそれまでだけれど、その薬に負けた自分が情けない。

「これで男が麻薬を求めていた理由はわかりました。が、姐ねえさんをさらった理由はわかりません。あれだけ強力な魔ま法ほうの使い手が仲間にいるのです、ボクたちを倒たおすことだってできたでしょうに、何な故ぜ？」

　それはわからない。

　ベルカナは男が最後に言った言葉を思い出す。「次は君の番だ」と。あれは一体何なのだろう？

「男はデボワから、ネイハムと呼よばれていました。そしてソフィーは古代語魔法の使い手……賢けん者じやの学院でソフィーについて調べたなら、芋いもづる式にネイハムのこともわかるかもしれません」

　ブックがこちらを見上げた。

「だから協力を頼たのみますよ、ベルカナさん」

「わかっていますわ。もちろんです」

　協力するのは当然だ。

　けれど──。

　──これが最後です。

　背中がくすぐったいと思いながらも、ベルカナは自分に言いきかせることを忘れなかった。
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「ひどい部屋ねー。とてもレディーを招しよう待たいするような場所じゃないわ。どうせなら高級ホテルのスイートでも借りてよね」

　押し込められた部屋を改めて見回し、シャイアラは悪態をつかずにはいられなかった。

　元々は悪い部屋ではなかっただろう。むしろ、高級感漂う素敵な客室だったに違いない。毛足の長い絨じゆう毯たんにも、捨すて置かれた高そうな調度品にもびっしりと埃ほこりが乗っていて、風ふ情ぜいも何もあったものではなかった。

　シャイアラは、光を探さがして窓まどを見た。窓は壊こわれている上から板を打ち付けられている。隙すき間まからは光がこぼれているので、どうも時間は昼間らしい。

「お気に召さなかったかな？　何、少しの間だけだ。辛しん抱ぼうしていただきたい」

　この部屋にシャイアラを連れ込んだ黒ずくめの男が言った。

　たしかネイハムとかいったかな？

　シャイアラは廃はい屋おくでのことをぼんやり思い出す。

　そう、自分はさらわれたのだ。

　頭に血が上るのはいつものことだけど、珍めずらしくその勢いきおいで駆けていったベルカナが心配で追いかけたら、逆に自分が他のみんなに迷めい惑わくをかけてしまう羽目になった。

　シャイアラは「本末転てん倒とうだなー」とため息をつく。

　ネイハムとやらに捕つかまってからは何も覚えていない。どうやら魔ま法ほうか何かで眠ねむらされたらしく、目覚めるとこの埃っぽい部屋にいた。両手両足を縛しばられ、部屋の隅すみに転がされていたのである。おかげで服はドロドロだ。

「で、アンタはアタシに何の用事なの？」

　ただあの場を逃にげるために使われたのなら、今いま頃ごろは土に還かえれる体になっているだろう。でもそうじゃないので、何か目もく論ろ見みがあるらしい。

「みんなに身みの代しろ金きんを要求したって無む駄だよ？　いつも薄はつ給きゆうでギルドに働かされてるから、たくわえなんてちっともないのよ」

「金が目的ではない。ソフィー」

「はい」

　男──ネイハムに応こたえ、部屋の入り口に立っていたソフィーがこちらに真まっ直すぐ歩いてくる。

　恰かつ好こうもさることながら、女の子自身も人形のようだ、とシャイアラは思った。

「この者をベッドに」

「はい、マスター」

「え、噓うそっ」

　淡たん々たんとしたやりとりにうっかり聞き逃のがしそうになったけれど、ええ、ベッド⁉

　見ればたしかに部屋の隅には埃まみれのベッドがあり、でも寝ね転ころんだらやっぱりドロドロになりそうで──て、そんな場合でもない。

　今まで強気な態度に出ていたのが徒あだになったのだろうか。さすがに顔が青くなるシャイアラだった。

　ソフィーの手が伸のびる。何とか身をかわして、と思うけれど、それも縛られた今では大した動きができるわけでもない。やはりシャイアラはあっさり捕まってしまった。

「こっちへ」

　ソフィーが引っ張ぱる。シャイアラはなす術すべもなく、ベッドに寝転ばされる。拍ひよう子しに埃が舞まい上がった。

「大人しくしてもらおう」

　ネイハムが手に握にぎるのはナイフ。それが、シャイアラのむき出しの太ももの上をなぞる。

「ちょっと、変態やめてよ！」

　抗こう議ぎするけれど、男の手は止まらない。身じろぎすると斬きられそうで動けない。

　ビィッ──。

　お気に入りのスカートに、刃はが立てられた。ぴったりと肌はだに張り付いていた布ぬのは、切れ目から裂さけ、シャイアラの白い太ももをさらにさらけ出させた。

「あ……」

　カッと頰ほおが熱くなる。

「やはり……思った通り、素晴らしい太ももだ」

「あ？」

　長い耳がおかしくなったのだろうか？　男が妙みようなことを口走っている。

　熱くなった頭も一気に温度が下がってしまうほどに。

「これが、マスターの大事な太もも……」

　隣となりのソフィーも、じっと見つめたまま呟つぶやいている。

　──つまり、ここは変態が住む場所なのか。

　シャイアラはそんなことを考えた。

「さて──」

　ネイハムが刃をぺろりとなめる。そのしぐさに危き機きを感じたシャイアラは、とっさに叫さけんだ。

「ちょ、ストップ！　もうやめて。お願いっ」

　身じろぎすると、ソフィーの細い腕うでが伸びてきて押さえつけられてしまった。これでは身を捩よじることもできない。

　刃の切っ先が、シャイアラの腹ふく部ぶに当てられる。

　男が、ニッと笑った。

「やめてよぉー！」

　シャイアラは、思わず目を閉とじた。
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「ソフィーは賢けん者じやの学院に籍せきを置いていませんでした」

　作戦会議の場である宿の窓からは、今や紅あかい夕日が差し込んできていた。

「たしかに古代語魔法を使っていましたので、魔法を教える学院に在ざい籍せきしているかと思ったのですけれど、違ちがいましたわ」

　ベルカナは情報収集の結果をそう報告した。

「ただ、ソフィーは駄だ目めでしたがネイハムに関しては若じやつ干かん調べることができました。彼は冒ぼう険けん者しやだったようで、過か去こに何度か学院を出入りしていたそうです。ソラリアという研究者のフィールドワークを手伝っていたのだとか」

「そのソラリアって人は、今どこにいるんだべか？」

　マロウが挙手して訊きく。ベルカナは静かに答えた。

「十年前に何者かによって殺されています。同時に、彼女の研究資し料りようもなくなったそうですわ」

「研究内容を狙ねらわれて殺されたんですかねぇ」

　ブックがクイクイと眼鏡めがねを動かした。

「彼女が研究していたのは新種の魔法生物だったそうですわ。そして──そのソラリアも、ソフィーと同じく鮮あざやかな青い瞳ひとみをしていたそうですわ」

　これが単なる偶ぐう然ぜんかどうかはわからないけれど、ひとまず報告した。

　ふむ、と頷うなずいたブックが続ける。

「ボクはマロウさんが提てい供きようしてくれた紅こう茶ちやを調べてきましたよ。中にはやはりあの麻ま薬やくが混まぜられていました。より暗あん示じがかかりやすくなるように細工していたんですねぇ」

「紅茶、どこで手に入れてきたんスか？」

　クレスポが訊くと、マロウははにかんだ。

「神しん殿でんの修しゆう道どう女じよたちにお願いして、ちょっとわけてもらっただよ。この前は申し訳わけなくて強く言えなかっただども、今回はそうは言ってられなかったかんな。ただ──」

　マロウは真ま面じ目めな顔になって、低く言う。

「熱心に通っている友達の何人かが、占い部屋に行ったきり帰ってこない事じ件けんがいくつか起こってるみてぇだ。みんな、家族を心配させないための置手紙が残ってるらしいだども、占い部屋と関係してるところが気になるだな」

「暗示で置手紙を書けと命令すればいいだけの話ですものね。それはつまり──」

「シャイアラ姐ねえさんと同じように、何名かの女じよ性せいがさらわれているんですね」

　ブックが顎あごを撫なでて考え込む。

「一体何の目的があるのでしょう……」

　ベルカナは思わずもらした。けれど、その理由は考えてもわからないままだ。

「ところで、クレぽんは何か調べがついただか？」

　あれから四人はそれぞれ、シャイアラとネイハムの後を追えそうな情報収集に奔ほん走そうしていた。ベルカナは学院へ、マロウは神殿へ、ブックは図書館と盗とう賊ぞくギルドを行ったり来たりした。

　クレスポはどこに行っていたのだろう？

「俺もギルドで聞き込んできたッスよ」

　クレスポは得意げに胸むねを張はって見せた。

「あの、幽ゆう霊れい屋や敷しきについて調べてきたんス」

「え？」

　その自信ぶりとは裏うら腹はらに、妙なことを言うものだから、ベルカナは眉まゆ根ねを寄せた。

「どうして今さら幽霊屋敷なのですっ。もっと真面目にしてくださいっ」

「俺は真面目ッスよ！　誰もいないはずなのに、物音が聞こえるなんておかしいじゃないッスか。訊けば、あの占い部屋ができた頃からだって言うし、怪あやしいと思ったんスよ」

「で、何かわかりましたの？」

　じとっと睨にらみつけると、クレスポは咳払いをする。

「ぶっちゃけ、何もわかんなかったッス」

　やっぱり、と残りの三人が肩かたを落とした。全く、この男は非ひ常じよう時じに何をしているのだろう。

「あ、でも、今役に立ちそうなことを発見したッスよ」

「言葉が変ですわよ、クレスポさん。もっとわかりやすく言ってください」

「だから、有力な情報があるんスよ！」

　クレスポはニヤリと笑った。

「あの幽霊屋敷、前の持ち主はソラリアって人だったらしいッス」
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　ソラリアの館やかたは、ロマールの郊こう外がいにひっそりと建っていた。

　二階建てのそれは、十年は放置されていた割わりには、ずいぶん綺き麗れいな館だった。庭の掃そう除じは行き届とどいていないけれど、館自体が傷いたんでいる印象はない。板は打ち付けられているものの、窓まど枠わくがずれている箇か所しよもないようだ。宵よい時どきにもかかわらず、明かりがこぼれている窓はなかった。

　けれど、庭には雑ざつ草そうを踏ふみ分けた新しい足あし跡あとが残っていた。

「ほーら、クレスポさまのお手て柄がらッスね」

　見張りがいないのを確かく認にんして、屋敷の敷地内に滑すべり込んだクレスポが、雑草を指差して得意げに言った。先に誰かが出入りしている証拠である。

「それくらい見つけてもらわないと困こまります」

　後に続くベルカナが、つんと顎あごを逸そらして言った。

「二人とも、静かにしてください。今から中に入るんですよ？」

　背の高い雑草の中でランタンを点つけようとしているブックは、すっかり草に紛まぎれていた。これでは傍そばから見ても、中にブックがいるとはわかるまい。さすがは本好きでもグラスランナーだ。

「やっぱり、正面から行くんだべか？」

「いえ、せめて勝手口からにしましょう。わたしたちの目的はシャイアラさんの奪だつ還かんが最優ゆう先せんです。あまりに正直に突っ込むのは、あまり得とく策さくではないでしょう」

「うぃッス。ベルカナに賛さん成せいっ。敵てきの裏をかいてこそ、盗とう賊ぞくッスからね」

「ボクも異い存ぞんはありません」

「オラはベルカナを信じてるだ」

　マロウがいつもの魅力的な笑顔で言った。

「じゃ、早さつ速そく」

　クレスポがそろそろと草を踏み分けて歩いていく。一いつ般ぱん的な屋敷の構こう造ぞうと同じで、ソラリアの館の背面にも、キッチンへ続く裏口があった。

　クレスポがなれた手つきで罠わなを確認し、針はり金がねで鍵かぎを開けていく。幸い、忍しのび込むことに問題はなかった。

　まずは身軽なブックが中に入る。続いてクレスポが入り、ベルカナはその次に続こうとした。

　と、その時、ブーツの先にこつんと何かが当たった。何だろうと思って、足元を覗のぞき込む。

　そこには手にちょうど収おさまりそうな大きさの、円えん錐すい型の木もく片へんが落ちていた。

　何か鋭えい利りなもので削けずり出されたそれは、まだ新しい。少なくとも十年は経たっていないはずだ。

　──ネイハムが持ち込んだのでしょうか？

　それにしては何に使うかわからないものだ。ベルカナは首を傾かしげるけれど、今は先を急ぐことにする。

　けれど、そんな奇き妙みような物体は中に入ると山のように出てきた。

「げげっ。何なんスか、この趣しゆ味みは」

　クレスポが思わず音ねを上げたくなる気持ちはわかった。

　キッチンのいたるところに置かれた木や石。そのどれもが削って加工され、円錐や角錐、円柱などの幾き何か学がく的な形をとっていた。ある物はガメル貨かよりも小さい角錐で、ある物は椅い子すにもなりそうなほど大きな円柱もある。

「た、たしかに変わった趣味だべなぁ」

　マロウも引きつった顔でそれらを見ていた。

　一見漠ばく然ぜんと配置されているように見えるそれらは、何な故ぜか触ふれてはいけないような存そん在ざい感をかもし出している。今の順列を乱みだしてはいけないような、まるで聖せい域いきのように思えた。

「うーん、この幾何学的な小物には、何か覚えがあるような気がするんですが……」

　ブックが首をひねっている。何か思い出せそうで思い出せないらしい。

　ベルカナも、どこかで見たことがある風景のような気がする。あれはどこだったか……。

　しばらく頭を巡めぐらせるけれど、思い出せないので考えるのをやめることにする。今考えることは、シャイアラを救い出すことだ。

「先を急ぎましょう」

　だからそう言ったものの……。

「でも、これ、足の踏み場もないッスよ」

　クレスポの指し摘てきした通りだった。ランタンに照らされる床ゆかは、一面小物が敷しき詰つめられていて歩くのも難むずかしい。

「だからっていつまでもここにはいられません。行きますよ」

　ブックは先を急いだ。さすがは身のこなしがうまく、一つも小物を揺らすことなく歩いていく。

「むっ。ブックには負けてられないッス」

　俄が然ぜんヤル気を出したクレスポも後に続く。けれど、二人と違って忍び足の技術を持たないベルカナとマロウは、困ったように顔を見合わせた。

「仕方ねぇだなぁ」

「そうですわね」

　それでも歩くしかないのだ。ベルカナとマロウは、極力音をたてないように歩いた。

　キッチンを出るとさすがに小物の数も減へってきた。埃ほこりまみれの暗くて長い廊ろう下かの両りよう脇わきに、所々置かれる程てい度どになっている。

「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶでしょうね」

　と、ベルカナは少し気を抜ぬいてしまう。だから──

「あっ、クモの巣が……」

　もうすぐ広いエントランスにたどり着こうという時、髪かみに巣が絡からみついたのがきっかけで足元への注意がお留る守すになってしまった。

「ベルカナっ」

　クレスポが急に飛びついてきた。

「えっ⁉」

　その唐とう突とつな行動に、ベルカナは思わず避よけてしまう。

　頭が何かを考える前に、身体からだが動いてしまったのだ。──何か気恥ずかしくて。

　すると、足元の円錐を蹴けってしまった。

　ゴッ──

「あーっ！」

　円錐は転がり、隣となりの角錐を倒たおした。角錐は隣の円柱を転がし、円柱は球体を転がして──

　ゴロゴロゴロゴロ……。

　あっという間に小物類は倒れ、けたたましい音が奏かなでられていった。

「ああ、だから危あぶないって言ったのに！」

「言ってないではありませんかっ」

「俺のことを信用して欲ほしいッスね」

「そんな無茶なこと言わないでくださいっ」

　そんな心の変化みたいなことは──。

　と、ここまで考えてベルカナは頭かぶりを振ふる。その考え方は、あのソフィーの暗あん示じに毒された考え方だ。もっと冷静になって……。

「二人とも、静かにっ」

　先を行くブックが注意する。が、時すでに遅おそし。

　ダッダッダッと、何かが二階の廊下を駆かけてきた。

「だれっ⁉」

　二階の吹ふき抜けの廊下から、血相を変えたソフィーが顔を覗のぞかせた。彼女が、こんなに露ろ骨こつな表情を見せるのは珍しい──と、そんなことを考えている場合ではない。

「誰かと思えば、あのエルフの仲間たちじゃないか」

　続いてネイハムが現あらわれる。彼は一番にベルカナを見つけ、そしてやはりニヤリと笑った。

「姐ねえさんをどこにやったんですかっ」

「んだ、シャイアラどんを返せ！」

　ばれてしまっては仕方がない。ブックとマロウが声を張り上げた。

「残念ながら、彼女にはまだ用がある。君たちには帰っていただきたい。ただ──」

　ネイハムが不気味に笑う。

「そこのお嬢じようさんだけは残ってもらおう。ソフィー」

「はい」

「君の領域テリトリーを侵おかした男たちを君に任まかせよう。わたしはお嬢さんに行く」

「はい、マスター」

　ソフィーがサッと手を挙げる。そして複ふく雑ざつな身振りをとり、上位古代語の呪じゆ文もんを紡つむぎ出そうとする。

「魔ま法ほうですっ、皆みなさん離はなれて！」

　ベルカナが号令すると、四人は一気に散さん開かいした。

　これは事前の打ち合わせの通りである。敵てきはかなりの古代語魔法の使い手のようだが、それに対たい抗こうできる方法を考えてきた。

　それは素す早ばやさ。

　自分たちはあまり体力はないけれど、代わりに素早さには恵めぐまれている。だから、敵が魔法を使う前に、その場から逃にげてしまえばいいのだ。

「マナよ、眠ねむりをもたらす安らかなる空気となれ」

　ソフィーの魔法、〝眠りの雲スリープ・クラウド〟が完成する。けれど、その時には四人全すべてが散開して、白いモヤから逃のがれていた。

　作戦は成功である。ただ──四人がバラバラに離れたのはそれはそれで問題だけれど。

「くっ……」

　ソフィーが悔くやしそうに唸うなる。

「ソフィー、ここはソラリアの館だ。館を傷きずつけるような派は手でなことは禁きんじるぞ」

「はい、マスター……」

　ソフィーは頷うなずき、たんと二階の床を蹴った。

　そしてそのままひらりとエントランスに着地する。そこには武ぶ器きを構かまえたクレスポたちが待っていた。

「万ばん物ぶつの根こん源げんたるマナよ、我われに光を与あたえたまえ」

　その頃、ベルカナの呪文が完成した。〝明ラかイりト〟に照らされたエントランスで、ソフィーとクレスポたちの戦いが始まる。

　そこに助すけ太だ刀ちしようとするベルカナだが、ネイハムはそれを許ゆるさなかった。

「君の相手はわたしだ、お嬢さん」

　カツカツと階かい段だんを下りてくるネイハム。

　あのいやらしい笑えみが近づいてくることに寒気を感じ、ベルカナは顔を歪ゆがめた。

「何な故ぜそこまでわたしに執しゆう着ちやくいたしますの、気持ち悪い」

「君は特別だからだよ」

　そして、さも嬉うれしそうに舌したなめずりする。ベルカナはカッとなって呪文を唱えた。

「万物の根源たるマナよ、光の矢となれ！」

　光輝く〝光の矢エネルギー・ボルト〟が、ネイハムの胸むねを襲おそう。

「ぐぅっ」

　ネイハムはのけぞるが、倒たおれるには至いたらなかった。むしろ、楽しそうにクツクツと笑う。

「ソラリアも〝光の矢〟を得意とする魔ま術じゆつ師しだった。もっとも、本ほん職しよくは賢者セージだったがね」

　ぞっとするほど嬉しそうな笑顔だった。

　──傷つけられたのに……頭がおかしいんですの？

　ベルカナは唇くちびるを嚙かむ。

「てやっ！」

　その頃、クレスポの鞭むちがソフィーの足を捉とらえていた。ソフィーはなす術すべもなく床にひっくり返っている。

「さすがに魔法の制せい限げんをかけると、その姿すがたでは戦うのが難むずかしいか」

　ボソリとネイハムが呟つぶやいた。

「ソフィー、〝変身シエイプチエンジ〟を解とくことを許きよ可かする」

「──え？」

　ベルカナは耳を疑うたがった。

　ソフィーは魔法であの姿をとっていたに過すぎなかったのか？

「了りよう解かいいたしました、マスター」

　ソフィーが頷く。と、同時に体に異い変へんが起こった。

　小こ柄がらな少女だった体が、ギシギシと軋きしみながら大きくなっていく。顔は細く長く、額ひたいがせり出し、肌はだがみるみる白くなっていく。

「あれは──」

「さぁ、話を元に戻もどそうか」

　ネイハムの声が、ベルカナの目をソフィーから奪うばい返した。

　ネイハムが笑う。

「胸を出せ」

「……は？」

「君のその小さな胸は、ソラリアそっくりだ。わたしは待っていたのだよ。君のような、まれに見る小さな胸をね」

　…………。

　ベルカナは目を瞬しばたたかせた。

「あなた、思った以上に変へん態たいですのね」
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　さて、どうしたもんだろう。

　埃ほこりまみれのベッドの上で、シャイアラはため息をついていた。

　ちらりと自分の下半身を眺めてみる。スカートは無残にも切り裂さかれたけれど、それ以上ひどいことはされなかった。腹ふく部ぶも少し切れただけで、ちょっと血が滲にじんだ程てい度どに過ぎなかった。

　これだけの傷きずで済すんだのは、謎なぞの騒そう音おんのおかげである。

　あの時、ネイハムが刃やいばに力を込めようとすると、それを見計らったかのようにゴロゴロと何かが転がる音が聞こえてきた。

　驚おどろいていると、続いて盥たらいが落ちる音が。その次は、花か瓶びんか何かが割れる音が聞こえてきた。

　それらの音に血相を変えてソフィーは出て行き、ネイハムも後を追っていってしまった。

　あれ以来、二人は部屋に戻ってこない。シャイアラは長らくひとりぼっちだった。

「あの音は何だったのかしら？」

　とにかく、突とつ如じよ訪おとずれた好機である。脱だつ出しゆつしようと試みるものの、きつく縛しばられた両手足が動かせず、逃げることはかなわなかった。昔、ブックに縄なわ抜ぬけの方法を教えてもらったことがあったのに。もうちょっと真ま面じ目めに勉強するべきだったと、今さら後こう悔かいしてしまう。

「ブックとか、助けに来てくれるよねー」

　不安を紛まぎらわせるために、呟いてみる。でも、その声に張りはない。

　そんなことをして時間が流れていた時だった。また何かが転がる音がしたかと思うと、廊ろう下かをどんどん走っていく足音が聞こえてきた。

　しばらくすると、騒がしい口ゲンカが始まった様子。誰かがこの屋や敷しきに入ってきたらしい。

「もしかして、ブックかな？」

　でもこの騒ぎ、一人ではあるまい。きっとクレスポ、ベルカナ、マロウたちも一いつ緒しよなのだ。

　これは何とかして駆けつけないと。

　そう思うのだけれど、やっぱり両手足は動かない。「おーい」と声をかけてみるけれど、とても気付いてもらえなさそうだ。

「どうすればいいのよぅ」

　唇を尖とがらせたその時、小さな小さな声が部屋の中に響ひびいてきた。

「おねーさん、おねーさん」

「へ？」

　シャイアラは周囲を見回した。けれど、誰もいない。

「おねーさん、おねーさん」

　でも、声はたしかに聞こえてくる。

　奇き怪かいな現象に、シャイアラは身を小さくした。

　──物が転がったり、虚こ空くうから話しかけられたり、この屋敷は何なのよー！

「おねーさん、おねーさん」

　声が近づいてきたような気がする。ベッドのすぐ下、ごそごそと何かが這はい回る気配がする。

「何、な、なんなの？」

　さらに身を小さくした時、それがベッドに手をかけて、よじ登ってきた。

「わっ！」

　その存そん在ざいが、頭を見せた。

「おねーさん、おねーさん。ぼくがみえる？」
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　それはシュルドゥルゥという。

　白い滑なめらかな肌はだで、ひどく張り出した前頭と、不思議な鋏はさみのような両手が特とく徴ちようの魔ま法ほう生物だ。顔も非ひ常じように独どく特とくで、大きな目と耳を持ち、鼻は埋まい没ぼつして見えず、赤い傷のように裂けた口を持っている。同じ二足歩行とは言え、先ほどまでの愛らしいソフィーとはまるで違ちがう姿すがただった。

　シュルドゥルゥはまだ発見されて日の浅い、古代王国期の魔法生物だ。ただそれだけでも研究価か値ちが高い上に、この生物はとても記き憶おく力りよくがよい。多くの古代の知ち識しきを引き出せる可か能のう性せいを秘ひめているため、熱心な研究家たちの間では高こう額がくで取引されているものである。

「あの幾き何か学がくの小物は、シュルドゥルゥの物でしたか……」

　ブックが唸うなった。以前、本で読んだことがある。シュルドゥルゥは、幾何学的な形に加工した木や石で領域テリトリーを主しゆ張ちようするのだと。そして、そこを侵おかした者には敵てき対たい的な行動をとると。

　また、非常にクセのある特徴を持っていて──。

　ブックはそれを思い出し、苦りきった顔をする。

　シュルドゥルゥにはいくつか種類があるけれど、目の前のソフィーだったこれは、恐おそらく上位種だろう。古代語魔法を扱うのは、優すぐれたシュルドゥルゥにしかできないことだ。

「やっかいなことになりましたねぇ……」

「な、何だべ？　この変な生き物は！」

　マロウの慌あわてた声に、ブックは冷や汗あせをぬぐった。

「話すと長くなりますが、とにかく強い魔物モンスターですよ」

「えーっ、せっかくおねーさんを鞭むちで捕つかまえたと思ったのに、正体は鋏はさみお化けッスかー？」

　ただ一人、素すっ頓とん狂きような声を上げるクレスポ。けれど、その顔は真しん剣けんな表情へと変わっていった。




「ソラリアとは、わたしの婚こん約やく者しやでね」

　ネイハムが語る。

「それは美しくて賢かしこい娘むすめだった。わたしより三つ年下だったけれど、成せい績せきもよくて学院でも特に注目される研究生だったんだ」

「その調べはついています。そして──」

「殺されたことも、か」

　ネイハムはククっと笑う。

「殺された理由は簡かん単たんだ。ソラリアがあのシュルドゥルゥを見つけてしまったことだ。その研究発表でさらなる飛ひ躍やくを果たそうとするソラリアを、学院の陰いん湿しつな魔術師ソーサラーたちは許さなかったのだ」

　十年前、ソラリアはネイハムと共に出たフィールドワークの途と中ちゆうで、あのシュルドゥルゥを見つけたらしい。それは、アレクラスト大陸で初めての発見だった。しかもシュルドゥルゥは高い記憶力で古代王国期のことを話し、ソラリアに教え聞かせたという。

　そんな研究成果を発表したなら──たしかにソラリアは、ロマールの学院でもっとも注目される研究家となっただろう。

「ソラリアは学友に殺され、シュルドゥルゥは奪うばわれたのだよ。学友はシュルドゥルゥを連れて国外の学院へ転がり込み、のうのうと研究を続けていたわけさ。そんなことが許ゆるせるだろうか？　いや、許せまい」

　ネイハムは噴ふき出すようにして笑った。

「だからわたしが殺してやったんだよ、その学友をね」

　ベルカナは唾つばを飲んだ。

　この男は復ふく讐しゆうに狂くるっているのだ。だから、あんな壊こわれた笑い方をする。だから、人の胸を求める……あれ？　それとこれとは関係ないではないか。

「それは人の体をどうこう言うことに関係ありませんわね。侮ぶ辱じよく罪ざいで訴うつたえますわよっ」

「関係あるさ。わたしは復讐を果たしたとともに、手に入れてしまったのだから、シュルドゥルゥを」

　ネイハムはベルカナから視し線せんを逸そらし、クレスポたちと戦うソフィーだったものを見た。とても、とても愛いとしそうに。

「ソフィーと名付けたあれは非常に優ゆう秀しゆうだ。高い記憶力と、中級呪じゆ文もん〝変身シエイプチエンジ〟を使える技ぎ術じゆつがある。また、主あるじと認にん識しきした相手には従じゆう順じゆんだ。そんなソフィーを見てわたしは思いついたのだよ。ソラリアを復ふつ活かつさせようと」

　クククっとネイハムが笑う。

「想そう像ぞう通り、ソフィーはソラリアの顔を覚えていたよ。変身させてみると、それはもうソラリアそのものだった。でも、わたしはそれでは満足できなかったのだ。それでは服を着たソラリアしか再さい現げんできない。頭のてっぺんから足の指先まで、体の全すべてをソラリアになってもらわなくては駄だ目めだ」

　だから占い部屋を開いたのだという。そこで女性客を集め、常連客と仲良くし、その女性をさらってはソラリアと似た部分をソフィーに覚えさせてゆく。鎖さ骨こつの形は、この娘のものと似にている。ヘソの形はこの女のもの──。そうして、パーツを繫つなぎ合わせるように、ソラリアを再現させていったのだと。

「だが、なかなかソラリアに似た太ももと胸は見つからなくてね。君たち二人が占い部屋に来た時は、天にも昇のぼる気持ちだったよ。細すぎず太すぎない、理想の太もも。そして、その小さな胸。ソフィーに触さわらせてみたが、やはりこれほど小さなふくらみの者はソラリア以来だ！　この二つが揃そろえば、ついにソラリアは復活する！」

　狂くるっている──。

　ベルカナは心の中で呟つぶやいた。この男には何を言っても無む駄だだ。もう、頭と心が壊こわれてしまっているのだから。

「協力してくれたまえ、お嬢じようさん」

　ネイハムが笑った。あのおぞましい笑えみで──

　ベルカナは──ふっと笑った。

　冗じよう談だんではない。

「わたしの体を死人の復活のために使うだなんて、お断ことわりいたします！」

　何より、人の胸の悩なやみをバカにしたのも許せない！

　──もともと気に食わない人でしたもの。構うことはありませんわ、やっつけてやる！

　コンプレックスから闘とう志しを燃もやすベルカナだった。




　本ほん性しようを現したソフィーは強かった。

　今までは少女の細い腕うでで、リーチも短く力も弱かった。けれど、本性を現すとその鋏はさみのような腕は容よう赦しやなくマロウの身体を傷きずつけ、軽やかな足はクレスポの鞭むちを避さけていく。

　ブックも含ふくめて三人は、全力で攻こう撃げきするのに、ソフィーにはかすりもしない。

「このっ」

　マロウが戦斧バトルアツクスを薙ないだ。横一文字に閃ひらめく斧おのの刃はは、しかし、ソフィーの絶ぜつ妙みようなバックステップで避けられてしまう。

「やっ！」

　その隙すきを狙ねらい、クレスポは鞭を袈け裟さ懸がけにしならせるが、ソフィーの足先を掠かすめるにとどまった。軽やかな身のこなしで鞭の手から逃のがれていくのである。

「これはどうですかっ⁉」
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　二人に目を奪うばわれている間に、背はい後ごに回り込んだブックが戦鎚メイスを揮ふるう。それは見事ソフィーの右みぎ肩かたを捕とらえたが、ゴム質しつの肌はだは衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうしてしまう。ダメージは与あたえられなかった。

　まるで相手にならない。これで主人マスターから魔法を禁きんじられていなかったら、まるで太た刀ち打うちできなかっただろう。

「無駄」

　呟くソフィー。彼女の鋏が腰こしだめから上に振り上げられ、マロウの胸むな元もとを切り裂いた。

「くぅっ」

「マロウ！」

　ボタボタと落ちる血を見て、クレスポは顔を歪ゆがめる。

「こんのっ」

　ムキになって、クレスポは身を乗り出した。そのまま体当たりでソフィーをこかそうと試みる。

「無茶ですよ、クレスポさん！」

　ブックが叫さけぶがクレスポは止まらない。無茶な戦法なのは重々承しよう知ちだ。でも、ここで勝たなければシャイアラは帰ってこない。

「どりゃーっ」

　クレスポは渾こん身しんの体当たりをかました。

　それはマロウを相手にしていたことで隙を見せていたソフィーに見事ぶつかる。

　押おし出した右ひじがソフィーの体に食い込こみ、

「ギャッ」

　ソフィーがついに悲鳴を上げた。

　──やった！

　と、心の中で歓かん声せいを上げた瞬しゆん間かん──

「クレぽん！」

　マロウの悲ひ痛つうな声が響ひびいた。

　同時に、クレスポの体に激げき痛つうが走った。

　ソフィーの鋏状の腕が素早く翻ひるがえり、クレスポのわき腹ばらを切り裂いたのだ。




「クレぽーん‼」




　隣となりからマロウの叫さけびが聞こえてくる。

　ベルカナはハッとなって彼らの方を見ようとした。が、

「どこを見ている」

　ネイハムの刃がまた飛来した。

　胴どうを狙ったその攻撃をベルカナは大盾ラージシールドを使って受け流す。父に剣けん術じゆつを習っていてよかったと、頭のどこかで考えた。

「そちらこそっ」

　ベルカナは右手の戦鎚メイスを振り上げ、すれ違ちがいざまにネイハムの肩を砕くだこうとした。が、それも避よけられてしまう。

「くっ」

　ベルカナは内心舌した打うちした。

　ネイハムはたしかに短刀を扱あつかう術すべを知っているが、けして熟じゆく練れん者しやではない。ベルカナではなく、クレスポが相手をすれば遅おくれをとることはないだろう。

　けれど、今の混こん戦せん状じよう態たい、戦いの相手を入れ替かえるのは無理な話である。ベルカナは襲おそい来るネイハムの刃をさばくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　なんとかこの状じよう況きようを打だ破はしなければ。

　ベルカナは何かを探さがしてわずかな隙に視線をめぐらせる。でも、役立ちそうなものは目に入ってこなかった。

　代わりに目に入ってきたのは──

「クレスポさんっ！」

　ソフィーに切り裂かれ、床ゆかに倒たおれようとしていたクレスポだった。

　マロウが慌あわてて受け止めようとしている。が、その顔は真っ青で──。

　まさか……！

　ベルカナの肝きもが冷えた。

　昨日は大だい丈じよう夫ぶだった。けれど、今日は？

　あの貧ひん弱じやくなクレスポが、敵てきの手で傷きずつけられている。

　わき腹に赤い線が走り、血しぶきが舞まって──

「余よ所そ見みをしていていいのか？」

　耳元で、あの声が聞こえてきた。

「なっ」

　慌てて振り返ったベルカナの目前に、ネイハムが握にぎる凶きよう刃じんが迫せまっていた。

「安心しろ、胸は傷つけん」

　そして、太ももに刃が食い込んだ。

「あぐぅっ！」

　激はげしい痛いたみが全身を駆かけ抜ぬける。痛みの源みなもとは、燃もえ盛さかる炎ほのおのように血を噴ふん出しゆつさせて脈打った。

　ベルカナはバランスを崩くずし、尻しり餅もちをついてしまう。

「本当なら生きたままがよかったが、残念だ」

　ネイハムが笑う。そして、赤い刃がきらめいて、ベルカナの首筋を切ろうとした、その時──

「待ちなさい、ネイハム！」

　二階から、シャイアラの声が降ふってきた。
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「ちょっと、待ちなさい！」

　唐とう突とつなシャイアラの声に、ネイハムはピタリと動きを止めた。

　それを見て、ソフィーもまた動きを止める。その隙に、マロウがクレスポを助け起こした。

「クレぽん、大丈夫だべか⁉」

「う、うぃッス」

　弱々しいけれど返事があった。まだ意い識しきもあるらしい。

「エルフ、何な故ぜお前がここにいる」

　階下からネイハムはシャイアラを見上げた。

「助けてくれた子がいるのよ」

「何ぃ⁉」

「ほらここに」

　そう言って、シャイアラは吹ふき抜けにつけられている手すりの上を指す。

　が、そこには誰だれもいない。

「ふざけているのか？」

「ふざけてないわよ。あんたたちには見えないだけ。ここにいるブラウニーが」

「ブラウニー？」

　それは、古い館やかたに住み着く精せい霊れいである。館に住む人を愛し、その人が愛する館をまた愛し、彼らに尽つくす心優やさしい精霊だ。

「そ。ブラウニーよ。この子たちが、縄なわを解といてくれたわけ」

　と、シャイアラは主しゆ張ちようするけれど、他の誰にもブラウニーは見えなかった。

　精霊とは、精霊使いシヤーマンだけが見ることができる存そん在ざいで、ここにはシャイアラ以外の精霊使いがいないのだ。

「ここの館はソラリアって子の一族が代々守ってきた館なんですってね。ブラウニーから聞いたわ。でも、十年前に突とつ然ぜんソラリアは帰ってこなくなってしまった──」

　ベルカナもまたシャイアラを見上げた。太ももの傷が痛むけれど、何とか立ち上がる。

「そして代わりにアンタが来たってね。最初は新しいご主人様だって喜んだけれど、アンタが変な生き物を連れて歩いたり、女を連れ込んで変なことをしたりするから、ブラウニーは悲しんでいたんだって」

　ブラウニーは主人がいないと、不安になってしまう。それはやがて狂きよう気きとなって、様々な害を生み出していく。

　ブラウニーの場合は、屋や敷しきの中の物を動かす念力だ。

「この子たちはアンタを主人だと思えなくて、狂くるい始めている。だから最近物が勝手に動いたりしてたんでしょ。盥たらいが転がる音だって、ブラウニーの仕し業わざだったんだわ」

「なるほど、だから幽ゆう霊れい屋敷だったんですねぇ」

　ブックが頷うなずく。無人なのに物音が聞こえたのは、すべてブラウニーのせいだったのだ。

「ブラウニーはアンタに優しい心を取り戻して欲ほしいって言ってるわよ」

「……なに？」

　ネイハムの顔に、深い皺しわが刻きざまれる。

「ソラリアは、ネイハムは優やさしい人だって言ってたって、そればかり繰くり返してる」

「戯ざれ言ごともたいがいにしろ」

「本当よ。ほら──」

　シャイアラの声に呼こ応おうするように、エントランスの天てん井じように下げられたシャンデリアに火が灯ともった。

「え？」

　炎ほのおが揺ゆれる。すると、それに合わせて屋敷もまた揺れたような錯さつ覚かくが起きた。

　柱が曲がり、階かい段だんがねじれて見えて、その場の全員が一様に驚おどろいて、周囲を見回す。

　すると──そこに広がるのは古びた館の壁かべではなかった。暖だん炉ろには火がくべられ、絨じゆう毯たんがしかれ、掃そう除じの行き届とどいた美しいエントランスの風景だ。

「これは……」

　ネイハムが驚きに言葉を失う。さまよわせた視線が見つけたのは──ソラリアだった。

「あれはっ」

　ベルカナもまた声を上げる。

　それまではいなかったはずの寝ね巻まき姿の女が、美しくなった吹き抜けの階段を静かに下りている。真っ青な瞳ひとみを持つ十七、八歳さいの彼女は、今までのソフィーの姿すがたにそっくりだ。

　けれど、ソフィーが化けていたのとは違ちがい、とても表ひよう情じようが豊ゆたかで、もっと柔にゆう和わに見えた。しかしその顔は今、悲しみに曇くもっている。

「これは……一体何だべか？」

「ブラウニーの力です。ブラウニーは、昔の主人の姿を幻まぼろしで再さい現げんする力を持っているんです」

「あれが……。きれーなおねーさんッス」

　マロウの神しん聖せい魔ま法ほうを受け、立ち上がったクレスポが呆ほうけたように呟つぶやく。

　けれど、クレスポに突っ込む者は誰もいなかった。

　それほど美しい娘むすめが現あらわれたのだから。

『私は、命を狙ねらわれているかもしれない……』

　幻のソラリアが重いため息をついた。

『あの魔法生物を横取りしようとしているのね、きっと。でも、私だって自分で見つけたシュルドゥルゥを手放したくないわ』

　そして小さな胸むねのふくらみの前で、手を合わせる。

『私は構かまわない。けれど、ネイハムにまでは危き険けんが及およびませんように……』

　青い瞳から、涙なみだがこぼれた。

『もし、私に何かがあっても、あの人は幸せな人生を送れますように。けして、復ふく讐しゆうなどは考えずに、どうか幸せに──』

　ソラリアの幻が、色を失い消えていく。同時にシャンデリアの光も失われ、周囲はみるみるもとの廃はい屋おくの体ていを取り戻していった。

「あ……。ブラウニーが消えちゃった。アンタにこれを見せたことで、満足したみたい」

　吹き抜けの上のシャイアラが、言いにくそうに言う。

　ベルカナは、ネイハムを見た。

　その顔は──怒いかりにどす黒く染そまっている。

「ふざけるな……っ！　こんなありもしない幻を見せて、わたしを惑まどわせる気か！」

「噓うそじゃないわよ、今のはわたしじゃなくてブラウニーがやったことだし！」

「そんなこと、信じられるかっ」

　怒いかれるネイハムは、今下りてきた階段を駆け上り始めた。

「げっ、こっち来ないでよ！」

　シャイアラは逃げようとするけれど、縛しばられていた痛いたみでうまく足が運べないらしい。駆け上ったネイハムに、すぐに捕つかまえられてしまう。

「姐ねえさん！」

　ブックもまた駆け出した。マロウと、傷きずを治してもらったクレスポも。そして、ソフィーまでが二階へと駆け上がっていく。

　ベルカナも後に続いた。

「お前のようなエルフが、ソラリアを語るなどと……っ！」

「や、やめ……っ！」

　怒りに我われを忘れたネイハムは、短刀を投げ捨すててシャイアラの首を絞しめようとする。

　が、シャイアラはそれをすんでのところで避け──たけれど、痛む足でバランスを崩くずし、階段から落ちてしまう。

「きゃうぅっ」

「姐さんっ」

　何とか受身を取って転がり落ちるシャイアラ。それを受け止めるブック。

　続くマロウはネイハムに斧おのを振るい上げ、それはネイハムの胸むねを切り裂さいた。

「ぐあああぁっ！」

「マスターっ！」

　次に声を上げたのは、ソフィーだった。

　ソフィーがネイハムを受け止め、そして怒りにこちらを振り返る。

「よくも、ネイハムを！」

　ソフィーが呪じゆ文もんを唱える。それは、強力な炎の魔法。

「だめ、その魔法は……っ！」

「危あぶないっ。魔法を止めて、精神の精霊レプラコーンよ！」

　とっさにシャイアラが魔法を唱えた。

　それは精神へ干かん渉しようし、思考を鈍にぶらせる〝惑いデストラクシヨン〟の魔法。

　レプラコーンはソフィーに襲おそい掛かかり、そしてその効こう果かを発はつ揮きした。

「やった！」

　歓かん喜きするシャイアラ。

　そしてその横では──

「まずいですねぇ」

　シャイアラを支えるブックが、苦りきった口調で呟つぶやいた。

「シュルドゥルゥって、精神に作用する魔法にかかると、異い常じよう行動を起こすんですよ」

「えっ⁉」

　クレスポが目を点にする。

「例えば、その場でぐるぐる回り出すとか、どっかに走り去るとか、あるいは──」

　──ぼこっ。

　と、ソフィーの頭部にこぶが浮ういた。

「頭が大爆ばく発はつしたりします」

　ぼこっ、ぼこっ、ぼこぼこぼこ……っ。

「えーっ⁉」

　ソフィーの頭がみるみる変形していく。

　それは体内で沸わき出す力が、外に向かって表皮を押し出しているかのように見えた。

「だ、駄だ目めだ！　早く逃にげねぇと！」

「待って、アタシ走れないんだけど！」

「マロウさん、姐さんを運ぶ手を貸かしてくださいっ」

「わかっただ、行くだよシャイアラどん‼」

　シャイアラの肩を持ち上げ、マロウが走り出す。ブックはそれに付き添そった。

「うわっ、やべー！　早く逃げるッスよ！」

　クレスポも走り出す。マロウはシャイアラを運びながら振り返り、「ベルカナも早く！」と叫さけんだ。

「わかっています！」

　わかっているけれど──足が動かない。極きよく限げんの状じよう況きようで、みんなベルカナの太ももの傷きずに気付かなかったのだろう。

　ベルカナは走れなかった。

「待って……」

　階段を下りようとするけれど、足がもつれてうまくいかない。それどころか、足を滑すべらせて一階まで落ちてしまった。

「あぅっ」

　ベルカナは考えた。

　やっぱり置いていかれた──と。

　最後にみんなで揃そろって食事をした晩ばんを思い出す。たしかに一いつ緒しよにいて楽しい仲間だけれど、いざとなると誰もが自分を優ゆう先せんして逃げてしまうんじゃないかと考えていた、あの時を。

　やはり彼らは自分の求める理想の仲間ではなかったのだ。所しよ詮せんは酒場で盛もり上がる、ただそれだけの関係だったのだ。

　事実、ベルカナは今、取り残されている。

　みんなはもう、エントランスの玄げん関かんをくぐって出て行ってしまった。

　立ち上がろうにも、もう力が尽つきて足は動かない。ただ焼け付くような痛みに襲われるばかりで、とても走れそうにはなかった。

　──わたしはここで死ぬのでしょうか。

　シュルドゥルゥの爆発に巻まき込こまれて、命を落とす──。そんな結末、ベルカナのエリート街かい道どう人生にはありえなかった。でも、盗とう賊ぞくギルドに入って、裏うら街道を歩いてしまったから！

　──ああ……。

　今までの人生が走そう馬ま灯とうのように流れていく。それは一いつ瞬しゆんのことなのに、どうしてこれほどたくさんのことを思い出せるのだろう。

　幼おさない自分を抱だいてくれた母の顔、剣けんを握にぎらせてくれた父の大きな手、魔法を教えてくれた先生に──それから──。

　みんなの顔。

　何でこんな時にまで、思い出してしまうのだろう。みんなの顔を。あの、貧弱少年の顔を。

「ベルカナ、何してるんスかっ！」

「──え？」

　声をかけられ、ベルカナは顔を上げた。

　涙でかすむ淡あわい世界。

　そこには、まさにその少年の顔があった。

「ほら早く捕まるッスよ！」

　そして伸のびてきた少年の手。それは思ったよりも大きくて──。

「グズグズしてる場合じゃないッスよ！」

　なかなか手を取らないことに業ごうを煮にやしたのか、クレスポはむんずとベルカナの肩を抱かかえた。そしてそのまま、ひょいと抱だきかかえる。

「ちょ、ちょっと、クレスポさんっ⁉」

「だって走れないんじゃ、運ぶしかないッスよ」

　でも、とまだ抗こう議ぎしようと思ったけれど、その言葉を発することはなかった。

　屋敷の入り口で、急せかすように手て招まねくマロウたちの姿すがたが見えたから。

　そして、クレスポの腕が力強くて、頼たよりたくなってしまったから。

　クレスポが走り出す。ベルカナはその胸に、そっと頭を寄よせた。

　──ありがとうございます。

　それは、呟きというにも足りないような小さな声で、クレスポの耳には届かなかっただろう。

　玄関を抜けて、クレスポの足は地面を踏ふんだ。

　ベルカナはクレスポの腕の中で、館の中を振り返る。

　そこには、ネイハムに抱かれたソフィーがいた。




　　　　＊




「ねい、はむ……」

　ソフィーが収おさまらない頭部の変形をそのままに、主人に語りかけた。

　ネイハムは目の前に立つソフィーを見上げる。声はソラリアに似にていたけれど、そこにソラリアの顔はない。無ぶ様ざまに変形していく、醜みにくく白い面おもてがあるだけだ。

　その事実が、ネイハムの頭を急速に冷ましていった。

「何な故ぜ、何故お前がわたしの名を呼ぶ？」

「あな、たハめ、いじた。かのうな、かぎり、そらりあににた、こうドうをとれと」

「人前では禁きんじたはずだ」
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「も、う、だレもい、ない」

　たしかに、二階へと続く階段には自分たちの他には誰もいなかった。魔法使いの小こ娘むすめも、駆かけ戻もどった仲間に抱えられて去っていった。

「ねイは、む。やサしい、ひト」

　ソフィーが両手を挙げた。

「どウカ、しアわセニ……」

　かろうじて原形を留めていた口元までが、頭部の変形でぐにゃりと歪ゆがんだ。

　けれど、それでもネイハムは思い出した。

　ソラリアの笑顔を。

『どうか幸せに──』

　ネイハムは、ソフィーを抱き寄せた。

　腕の中には、ソラリアがいるような気がした──。




　　　　＊




　その夜、郊こう外がいで起こった廃はい屋おくの火事に、ロマールは噂うわさで持ちきりになった。

　あそこは幽ゆう霊れいのいる屋や敷しきだと囁ささやかれていたので、話題性は十分だ。

　人々は噂した。

　きっとあそこにいた幽霊は、この世に留とどどまる悲しみに火をつけ、屋敷を焼いたのだと。




　エピローグ




「あー。ひどい目に遭あったわー」

　あの事じ件けんの翌よく日じつ──。ギルドからの帰り道、シャイアラがぽつりと呟つぶやいた。

「お気に入りのスカートは駄だ目めにするし、危あやうく丸焼きになるところだったし、まったくギルドの仕事をしていいことなんて本当にないわね」

「まぁまぁ、無事だったんだからかまわねぇべ、シャイアラどん」

　マロウが困こまった顔で慰なぐさめる。

「でもまぁ、今後はもうちょっと行動には気をつけてくださいね、姐ねえさん」

　横で本を読むブックがぼそっともらした。

　その後をついていきながら、ベルカナはふぅっとため息をついた。今回はひどい仕事だったなぁと思わずにはいられない。もう傷は癒いえたけれど、何かと傷きず跡あとは残る仕事だった。

「やっと仕事から解かい放ほうされたのに、浮うかない顔ッスね」

　隣となりのクレスポが覗のぞき込んでくる。ベルカナはぷいっと顔を背そむけた。

「何でもありませんわ」

　ふーんと、クレスポは気のない返事で先を行こうとする。

「あ、ちょっと待ってください、クレスポさん」

　ベルカナは彼を呼よび止めた。

「何スか？」

「その、どうしてあの時、戻ってきてくれたのです？」

　クレスポは最初、目を瞬しばたたいていたが、「ああ」と言って頷うなずいた。

「だって、知り合いに死なれたら寝ね覚ざめ悪いッスからね」

　簡かん単たんに言って、クレスポは道の先へと顔を向けてしまう。

　その言葉にベルカナは、妙におかしくなって、ついふいてしまった。

「それはこっちの台詞せりふですわ」

　以前も思ったことがある。

　この貧弱体が死んだと聞いたら寝覚めが悪い。同じように、みんながそうなっても気分が悪い。だから、みんなと一いつ緒しよにいる。

　でも、それだけで十分な気がした。

「シャイアラさーん、この前の料理屋に行きたいッスよ！　そして、酔よってみだらな姿を見せて欲ほしいッス」

「何言ってんのよ、ガキ。三百年は早いわ」

「でも、今晩は奮ふん発ぱつすることに賛さん成せいだべ～」

「まぁ、異い存ぞんはありませんよ」

　四人が口々に言う。

　そしてクレスポが振り返って訊いてきた。

「ベルカナは？」

　わたしは──

「わたしも異存はありませんわ」

　皆さんと一緒に過すごすことに──。







　　　　　ブックの日記　　○月□日




　ここ数日忙いそがしかったので、しばらくぶりの日記です。

　今日は朝起きて一番に洗せん濯たくをしました。少しのボクの衣類と、たくさんの姐ねえさんの服。それから、姐さん愛用の小鳥が刺し繡しゆうされたハンカチーフと、カーキ色のマントも一いつ緒しよに。

　それが済んだら、姐さんがいつも使っている櫛くしの埃ほこりを取って、手鏡も拭ふいておきました。

　それでもまだ昼にならなかったので、いつものようにぶらりとドナートさんちにでも行こうと思ったのですが、なんとなく借りていた本を部屋で読みました。やっと借りられたマーマンの生せい態たいが載のっている本『ウンディーネと妖よう精せい』です。せっかく借りていたのに、なかなか読めなくて……。

　そう言えば、落ち着いてじっくりと本を読むのは久ひさしぶりのような気がしました。

　つい読みふけってしまって、いつもより姐さんを起こすのが遅おそくなって……やっぱり怒おこられました。お詫わびに昼食のデザートにアップルパイを二切れもおごらされたし……。

　その後にも服に皺しわが寄っているとか、靴くつの泥どろが落ちていないとか、いろいろ小言を言われましたが……。

　不思議とそのことに安心しました。




　ボクと姐さんは、一緒に過ごすようになってずいぶん日が経たちました。

　その間、ボクは毎日姐さんを起こしていたのに、昨日の昼はその習慣を守れなかったのです。

　それがこんなにも自分の気分を害すこととは思いもしませんでしたよ。

　たとえるなら、もう何十回も読んで読んで、読み飽あきてるはずの本を久しぶりにまた読んでみたら、最後のページが破やぶれてなくなっていた──そんな感じと言いますか。

　あるはずの読みなれた結末がないっていうのは、腹はらが立つんですよ。落らく胆たんするのではなく。だって、物語が終わってないんですよ！　終わってたはずなのに！　最後のページまで読みたくて読み返してるのに！




　ボクは姐さんに会うまではずっと一人旅でした。それまで気ままに本を読んでいたのに、姐さんのわがままに読書時間を妨さまたげられるようになって、時には面めん倒どうだと思ったりもしていたのですが……。

　この日記帳を繰くりなおしてみても、やっぱり姐さんの名前が登場しない日はありません。

　日記をつけていてもわからない内に、ボクの生活は変わっていたんですねぇ。

　そんなことを痛つう感かんさせられた、事件でした。

　……別に、知らなくてもよかったことですけど。

　……今の素す直なおじゃない感じ、姐さんみたいですね。




　とにかく、今夜も五人で晩ばん御ご飯はんを食べてきます。

　帰ってきた頃ころには、ヘトヘトになっていそうなので先に日記を書きました。

　さあ、今日も姐さんを連れて帰らないと。







　あとがき







　こんにちは、藤ふじ澤さわさなえです！

　本書をお手にとっていただき、本当にありがとうございます。




　ついに出ちゃいました、ぺらぺらーずの短たん編ぺん集しゆう第二弾です！

『ソード・ワールドＲＰＧ』を遊ぶ中ですくすく育ってきた五人は、リプレイを飛び出し小説でも動き回るようになりましたが、実は雑ざつ誌しドラゴンマガジンまで足を伸ばすようになりまして。この本は、雑誌に連れん載さいされた分＋書き下ろしが収しゆう録ろくされています。

　雑誌連載では、「広く五人を取り上げるよりも、深く一人の人物を掘ほり下げたほうがいいだろう」という方ほう針しんを立てたので、誰だれか一人を主役に選ぶことになったのですが……、

「貧ひん弱じやく主人公より、華はなのある主人公がいいネ」

　と、満まん場じよう一いつ致ちの意見により（笑）、ベルカナが選ばれました。

　……ガンバレ、クレスポ。いつか君にもイイコトが巡めぐってくるサ。

　そうして書かれた雑誌連載分に、書き下ろし短編を加くわえることになったのですが、「どうせなら書き下ろしもベルカナで」と、ノリに任まかせて書いてしまったので、見事にベルカナだらけの一いつ冊さつになっちゃいましたね（笑）。

　ベルカナはぺらぺらーずの中で唯ゆい一いつの妙みよう齢れいの女の子なので、可愛かわいらしく書くのはとても楽しかったで──あ！　きゃーっ、やめてシャイアラさん！　物投げないで～‼




　こほん、こほん。

　ところでこの短編集、つけた自分で言うのもなんですが、タイトルがすごいですよね。

『ぺらぺらーず漫まん遊ゆう記き　乙女おとめの巻まき』。

　一いつ瞬しゆん、「どこで何を間ま違ちがったのだろう？」と思わなくもなかったのですが（笑）、どれもこれもベルカナが主人公だったのでまぁそんなに外はずれではないかと……。ちょこっとだけ乙女な部分を見せていなくもないような気がしないような気もしないですしね。

　それでも、ベルカナには「可愛い乙女」よりも「お堅かたいお嬢じよう様さま」なイメージがあったので、少し外したかな？　と、心配していたのですが。

　かわくさんが描かいてくださった表紙絵を見て、「間違ってなかった！」とガッツポーズをとりました（笑）。乙女なベルカナとシャイアラにメロメロです♪

　かわくさん、いつもステキなイラストをありがとうございます！




　お世せ話わになっていると言えば、担たん当とう編へん集しゆうのＨさん！

　初めての雑誌連載は、大いなる期待とものすごーい不安に渦うず巻まく混こん沌とんとした日々でしたが、どうにかこうにかやり遂とげられたのも、Ｈさんのおかげです。もう首がもげるまで頭を下げても足りないくらい。

　06年の元がん旦たんにいただいた「あけましておめでとうございます。原げん稿こうどうですか？」の電話は一生忘わすれることはないでしょう。これからも頑がん張ばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　ちょっとスペースがあまったので、近きん況きようなぞも……。

　以前、「ジムに通かよってます！」と書いたものの、結局三日坊ぼう主ずですぐにやめてしまいました。カッコ悪～っ。

　代わりってわけではないですが、料理を始めました。

　唐とう突とつに「焼きたてのパンが食べたい！」なんて思うと、強きよう力りき粉こをボウルにあけて「うおー、これでもかー！」と叫さけびながら、こねくり回して、叩たたきつけて、作ってます。

　あと、サーターアンダギー作りにもハマったり。「黒こく糖とうは体にいいからきっと太らないわ～」と、適てき当とうなことを口ずさみつつ、油あぶらでチャパチャパ揚あげてます。

　それがたとえ、家か人じんが晩ばん御ご飯はんを用意する夕方であっても……。

　ジムに通ってる方が健けん全ぜんだし、周まわりに迷めい惑わくがかからなさそうです。また通おうかな～？




　そんな日常も送りつつ、気ままに暴あばれまわるぺらぺらーな五人を追っかける毎日です。

　彼らの冒ぼう険けんはまだまだ続く様よう子す──。

　リプレイや小説はもちろん、この冬からはコミックでも大暴れしちゃいます。かわくさんの美び麗れいイラストで動き回る五人の姿が、雑誌ドラゴンエイジ Pure で見られますので、ぜひ応おう援えんしてやってくださいね！

　どんどん活かつ躍やくの場を広げていく五人に、私も置いていかれないように頑張らないと。

　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。








藤澤さなえ　　




グループＳＮＥホームページ　　http://www.groupsne.co.jp/　　　　
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　データ・セクション






【メイン・キャラクター】（全話共通）　※数値は選択ルールを使用




クレスポ（人間、男、15歳）

器用度17（＋２）

敏捷度17（＋２）

知力19（＋３）

筋力15（＋２）

生命力６（＋１）　　精神力５（＋０）

保有技能：シーフ３、セイラー３

冒険者レベル：３

生命力抵抗力４

精神力抵抗力３

武器：ウィップ（必要筋力５）

　　攻撃力２　　打撃力10　　追加ダメージ５

盾　：高品質ラージシールド（必要筋力８）　　回避力７

鎧　：ハード・レザー・アーマー（必要筋力８）

　　防御力８　　ダメージ減少３

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語




ベルカナ・ライザナーザ（人間、女、17歳）

器用度13（＋２）

敏捷度19（＋３）

知力19（＋３）

筋力９（＋１）

生命力16（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：ファイター１、ソーサラー１、セージ１、レンジャー１

冒険者レベル：１

生命力抵抗力３

精神力抵抗力４

武器：高品質ヘビーメイス（必要筋力９）

　　攻撃力３／４　打撃力19／24　追加ダメージ２

　メイジスタッフ　（必要筋力１）

　　攻撃力４　　打撃力６　　追加ダメージ２

盾　：高品質ラージシールド（必要筋力９）　回避力６

鎧　：高品質ソフト・レザー・アーマー（必要筋力５）

　　防御力７　　ダメージ減少１

魔法：古代語魔法１レベル　　魔力４

言語：会話──共通語、西方語、ゴブリン語、下位古代語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語




ブック（グラスランナー、男、30歳）

器用度23（＋３）

敏捷度23（＋３）

知力15（＋２）

筋力５（＋０）

生命力13（＋２）

精神力20（＋３）

保有技能：セージ４、レンジャー１、シーフ１

冒険者レベル：４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７

武器：高品質ライトフレイル（必要筋力３）

　　攻撃力３　　打撃力13　　追加ダメージ１

盾　：スモールシールド（必要筋力１）　　回避力５

鎧　：クロース・アーマー（必要筋力３）

　　防御力３　　ダメージ減少４

言語：会話──共通語、東方語、西方語

　　　読文──共通語、東方語、西方語、下位古代語、エルフ語




シャイアラ（エルフ、女、[image: ]歳）

器用度21（＋３）

敏捷度18（＋３）

知力18（＋３）

筋力４（＋０）

生命力９（＋１）

精神力15（＋２）

保有技能：シャーマン２、シーフ１

冒険者レベル：２

生命力抵抗力３

精神力抵抗力４

武器：銀の高品質ショートスピア（必要筋力２）

　　攻撃力３／４　打撃力12　　追加ダメージ１

盾　：なし　　回避力４

鎧　：高品質ソフト・レザー・アーマー（必要筋力２）

　　防御力７　　ダメージ減少２

魔法：精霊魔法２レベル　魔力５

言語：会話──共通語、エルフ語、精霊語

　　　読文──共通語、エルフ語




マロウ（ハーフ・エルフ、男、？歳）

器用度17（＋２）

敏捷度20（＋３）

知力19（＋３）

筋力13（＋２）

生命力16（＋２）

精神力16（＋２）

保有技能：レンジャー１、ファイター１、プリースト（マーファ）２

冒険者レベル：２

生命力抵抗力４

精神力抵抗力４

武器：高品質バトルアックス（必要筋力13）

　　攻撃力３　　打撃力28　　追加ダメージ３

盾　：なし　　回避力４

鎧　：ハード・レザー・アーマー（必要筋力13）

　　防御力13　　ダメージ減少２

魔法：神聖魔法２レベル（マーファ）　　魔力５

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語







【ゲストキャラクター／モンスター】　※数値は選択ルールを使用




ララ（人間、女、18歳）

器用度17（＋２）

敏捷度18（＋３）

知力15（＋２）

筋力11（＋１）

生命力12（＋２）

精神力15（＋２）

保有技能：シーフ５、レンジャー２

冒険者レベル：５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力７

武器：銀のダガー（必要筋力５）

　　攻撃力７　　打撃力５　　追加ダメージ６

盾　：なし　　回避力８

鎧　：ハード・レザー・アーマー（必要筋力６）

　　防御力６　　ダメージ減少５

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語




アリス（人間、女、15歳）

器用度９（＋１）

敏捷度13（＋２）

知力16（＋２）

筋力14（＋２）

生命力15（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：プリースト（マーファ）１、セージ１

冒険者レベル：１

生命力抵抗力３

精神力抵抗力４

武器：なし　　攻撃力０　打撃力０　　追加ダメージ０

盾　：なし　　回避力０

鎧　：なし　　防御力０　　ダメージ減少１

魔法：神聖語魔法１レベル　　魔力３

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語




レッドキャップ

モンスター・レベル＝３　知名度＝12

敏捷度＝14　移動速度＝14　出現数＝単独～数体　出現頻度＝まれ

知能＝低い　反応＝敵対的

攻撃点＝武器：10（３）　打撃点＝９

回避点＝11（４）　　防御点＝６

生命点／抵抗値＝15／11（４）

精神点／抵抗値＝15／11（４）

特殊能力＝視線による伝染（強度５）

生息地＝不定　　言語＝地方語

知覚＝五感


　　レッドキャップとは、「朱頭病（レッドキャップ）」という同名の病にかかり、その深度が２以上に達した患者のことです。






朱頭病（レッドキャップ）

症状＝狂暴化、体型の変容　知名度＝12

進行速度／進行強度／治癒値＝１週間／５／10（20）

致死深度＝５

伝染力＝非常に強い（視線によって感染）


　　戦闘などによって、非常に強い恐怖にさらされた時、精神の精霊であるレプラコーンが異常発現して病気となるものです。病気の深度が１の時は、恐怖に捕らわれて身動きできなくなり、また、夜毎悪夢にうなされるといった症状が現れます。深度が２以上になると、体型に変化が現れます。猫背になり、手が異常に長くなり、また、顔はひきつり、目が赤くギラギラ光るようになります。身体全体が赤みをおび、毛髪も抜け落ちた姿から病気の名前がつけられました。この状態になった患者は狂暴化し、手当たりしだいに周囲のものを襲うようになります（こうした患者と戦う時には前述のモンスター、レッドキャップのデータを使ってください）。

　　この病気は、かかったものと視線をあわせると伝染します。病気にかかっているものと視線をあわせた時は、即座に進行判定を行ってください。つまり、サイコロ２個をふり、５か、それより大きな目がでなければ、感染します。






ネイハム（人間、男、32歳）

器用度16（＋２）

敏捷度17（＋２）

知力15（＋２）

筋力12（＋２）

生命力18（＋３）

精神力14（＋２）

保有技能：セージ２、レンジャー３、シーフ３

冒険者レベル：３

生命力抵抗力６

精神力抵抗力５

武器：ダガー（必要筋力５）

　　攻撃力５　　打撃力５　　追加ダメージ５

盾　：スモールシールド（必要筋力１）　回避力６

鎧　：ハード・レザー・アーマー（必要筋力５）

　　防御力５　　ダメージ減少３

言語：会話──共通語、西方語、ゴブリン語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語




シュルドゥルゥ（魔法生物）


　モンスター・レベル＝３　知名度＝15　敏捷度＝12　移動速度＝10

　出現数＝数体～十数体　出現頻度＝ごくまれ

　知能＝低い（記憶力はきわめて高い）　反応＝敵対的

　攻撃点＝鋏：11（４）　打撃点＝７

　回避点＝11（４）　　防御点＝５

　生命点／抵抗値＝13／11（４）

　精神点／抵抗値＝20／12（５）

　棲息地＝遺跡　　言語＝シュルドゥルゥ語

　知覚＝五感

　特殊能力＝精神的な攻撃に耐性（抵抗値＋２）かつ異常効果

　　　　　　不眠

　　　　　　毒・病気に冒されない

　　シュルドゥルゥは、近年になって発見された魔法生物です。ペンチ状（Ｃの字型）の両手と、大きな目と耳（一方、鼻は埋没してほとんど目立ちません）、張り出した前頭、節の多いゴム質の表皮などが特徴です。体格はほぼ人間と同じであり、人間同様に二足歩行します。性別を現す特徴はありません。彼らが何のために作り出されたかは、まだ研究段階です。知能（判断力）の割にきわめて高い記憶力を持っているのが特徴で、個体によっては、古代王国期研究に大いに役立つ情報を提供してくれる可能性があります。後述の活動停止、または命令待機のシュルドゥルゥを入手できた場合、その地の魔術師ギルドが高額（活動停止なら数百ガメル、命令待機なら数千ガメル）で引き取ってくれるでしょう。彼らは独自の言語を使用しており、それを記述するための文字（記号的な表音文字です）も持っています。発見から日が浅いために、この言語の研究は進んでおらず、セージ技能やバード技能で修得することはできません（古代語魔法の〝タング〟や〝トランスレイト〟なら、会話や文章の解読を行うことは可能です）。

　　彼らは強固なテリトリー意識を持っており、そこを侵害するものに対して敵対的に行動します。そしてまた、ゆっくりとではありますが、そのテリトリーを広げようとしているようです。彼らは、木や石を加工して、円柱、円錐、角柱、角錐など、幾何学的な立体を作り、それを配置することでテリトリーを主張しており、それを知るものなら、自分たちがそこに足を踏み入れてしまったことを容易に判断可能です。

　　シュルドゥルゥは、精神的な攻撃に耐性を持っています（抵抗値に＋２）。また、その抵抗を打ち破ったとしても、望みの効果を得られません。シュルドゥルゥに「精神」に属する魔法をかけ、抵抗を破ったなら、魔法にかかわらず、その効果は、後述の「シュルドゥルゥ精神効果表」によって定められます。彼らは「不眠」ですが、〝スリープ〟を受けたときも、これと同様です（〝スリープ・クラウド〟は、まったく無効です）。効果中、特に指定されていなければ、魔法本来の持続時間にかかわらず、効果は永遠に続きます（新たな〝精神〟魔法が使われたら、対抗／優越処理に従ってください）。






シュルドゥルゥ・リーダー（魔法生物）

モンスター・レベル＝５　知名度＝15　敏捷度＝12　移動速度＝10

出現数＝単独　出現頻度＝ごくまれ

知能＝人間並み（記憶力はきわめて高い）　反応＝敵対的

攻撃点＝鋏：13（６）　打撃点＝９

回避点＝13（６）　　防御点＝７

生命点／抵抗値＝13／13（６）

精神点／抵抗値＝20／14（７）

棲息地＝遺跡　　言語＝シュルドゥルゥ語、下位古代語

知覚＝五感

特殊能力＝古代語魔法４レベル（魔力６）

　　精神的な攻撃に耐性（抵抗値＋２）かつ異常効果

　　不眠

　　毒・病気に冒されない


　　シュルドゥルゥの集団の中に、ときどき存在するもので、外見的な差異は、一般のそれとほとんど変わりません。リーダー・タイプのそれは、人間並みの判断力を持ち、古代語魔法を操ります。その他の特徴は、一般タイプと同じです。






シュルドゥルゥ精神効果表

２Ｄ　効果


　２　頭部が派手に爆発する。周囲10ｍ以内のすべてのものは、目標値を10として精神力による抵抗ロールを行う。失敗したら、打撃力10、追加ダメージ３の爆発ダメージを受ける（抵抗に成功した場合は、打撃力０、クリティカルなし）。

　３　頭部が自壊する。

　４　バーサークする（正気を失って攻撃衝動に身を任せる）。攻撃点＋２、回避点－４。仲間も含め、近くにあるすべての存在に対して見境なく攻撃を行う。

　５　バーサークする。攻撃点＋２、回避点－４。仲間に対しては攻撃は行わない。

　６　恐慌に襲われ、逃げ去る。それが不可能な状況では、バーサーク（４）する。

　７　恐慌に襲われ、逃げ去る。それが不可能な状況では、バーサーク（５）する。

　８　手足の動作が異常になる。攻撃点、回避点が－２。

　９　その場でぐるぐると回転を始める。放っておけばいつまでも回り続ける。

　10　１Ｄラウンドの間、活動を停止する。

　11　活動を完全に停止する。

　12　命令待機状態になる。シュルドゥルゥに理解できる言葉で命令できたなら、忠実に従わせることができる。それまでは活動停止。


















初出




マーマン・ロマン


ドラゴンマガジン２００６年２月号



セルフィッシュ・ウィッシュ


ドラゴンマガジン２００６年３月号



バッド・レッド


ドラゴンマガジン２００６年４月号



ライアー・ラヴァー


書き下ろし



ブックの日記


書き下ろし












ソード・ワールド短たん編ぺん集しゆう




ぺらぺらーず漫まん遊ゆう記き




乙女おとめの巻まき








藤ふじ澤さわさなえ
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